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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















○プロローグ






　ごぼごぼと大量の海水を飲みかけ、緋ひ衣ごろも響ひびきは慌あわててぺっと吐はき出した。ヘルメットを触さわって、まだ大だい丈じよう夫ぶだと安心する。ひゅるひゅるという音が聞こえて、慌てて彼女は大地に伏ふせた。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきで、隣となりにいた準精せい霊れいが〝脱だつ落らく〟する。

「少しよう佐さー！　緋衣少佐ーー！　無理でーす！　一歩も動けません！」

　傍そばにいた部下の準精霊の叫さけびに、響は自分の下もとまで接近するように指図する。猛もう烈れつな弾幕に次々と倒たおされる準精霊たちの中、一枚の大きなトランプが這はいずり回って何とか響に合流した。

『緋衣少佐！　一体全体どうするでござるー！』

「スペードエース軍ぐん曹そう！　あそこにあるチェコのハリネズミまで行くしかない！」

　響が指差したのは、本来こちらの揚よう陸りく艇ていを防ぐためのシロモノ。四よつ脚あしブロックに似た形をした、鋼鉄バリケードの一種だった。

『無茶でござるな！』

「無理でも何でも進むしかない！　あのくそったれの電動ノコギリＭＧ４２に当たらないよう、神に祈いのりながら進むぞ！」

　スペードエースは頷うなずき、彼女の背後で震ふるえている新兵たちに叫んだ。

『前進するぞ！　緋衣少佐のケツについていけ！　でござーる！』

「そこはもっとお上品によろしく！　前進ムーブ！」

　やがて響たちは体を沈しずめていた海から、果か敢かんにも上陸を開始した。響は水から出た途と端たんに重くなった体を実感しつつ、バリケードまで走る。

　ガガガガガ、という音と共に彼女の足下が激しく砂すな埃ぼこりを上げた。危あやういところで難を逃のがれたことに安あん堵どの息をつく暇ひまもなく、隣にいた準精霊たちが次々と撃うち抜ぬかれていく様を見た。

「到とう着ちやく！　何人やられた！」

　響の言葉に、スペードエースが応じる。

『三人でござる！』

「いえ、たった今四人になりましたー。わたし、死んじゃってまーす」

　倒れた一人の準精霊が、ぱたぱたと手を振ふった。

「Ｆ！」

「何です？」

「Ｆで始まる危険ワード！　女の子が言うのはちょっとどうかと思ったので伏せたの！」

『で、これからどうするでござる!?』

　響はそっとバリケードの隙すき間まからバンカーを窺うかがった。絶え間なく寸断なく発射され続ける７・９２ｍｍの弾だん丸がん。何ど処こにいてもジリ貧なら、何としてでも鉄てつ条じよう網もうを突とつ破ぱするしかない。

「筒つつ型霊晶爆薬ニトロドレス準備！」

　響の叫びにスペードエースが応じる。

『イエス、マム！　筒型霊晶爆薬ニトロドレスをよこすでござる！』

　軍曹が後方の準精霊から手て渡わたされた、細長い物もの干ほし竿ざおのようなものを響に差し出した。

　響は自分たち同様、どうにかチェコのハリネズミまで到とう達たつした面々に合図を送る。

「鉄条網の下まで走って、一いつ斉せい爆ばく破は！」

「オッケー」「了りよう解かい！」

　一度だけ深呼吸。汗あせと泥どろに塗まみれた頰ほおをぐいと拭ぬぐい──。

「進め！」

　再び、地じ獄ごくの釜かま底ぞこを走り出した。スズメバチの羽音のような銃じゆう声せいが耳のすぐ傍で聞こえてくる。たった十数メートル先の鉄条網が、フルマラソンの行き着く果てのように遠い。

　それでもどうにか鉄条網の下まで辿たどり着く。ここからはバンカーの機き銃じゆうが届かず、かろうじて息をする余よ裕ゆうが与あたえられた。

「いい？　火がついたらすぐに転がって離はなれてね！　傍にいると爆ばく風ふうで普ふ通つうに吹ふき飛ぶから！　それから口は開けて叫ぶこと！　衝しよう撃げき波はで鼓こ膜まくが吹き飛ぶ！　軍曹、マッチ！」

『トランプに火はちょっと……』

「はい、他ほかの人ーー！　いないか、ならわたし！」

　響は霊晶爆薬ニトロドレスに点火すると、素す早ばやく転がって離れた。周囲でも次々と鉄条網に向かって筒型霊晶爆薬ニトロドレスが投とう擲てきされる。

　一いつ瞬しゆん、世界が静止したかのように思えた。

　凄すさまじい土つち煙けむりと共に爆風が吹き上がり、あちこちの準精霊から悲鳴が上がった。肌はだに傷が付く、という悲鳴が多い。

　ともあれ鉄条網は食い破られた。後は要よう塞さいに乗り込むのみ。

「全員突とつげ────」

　そこで響の言葉は止まる。２０ｍｍ機き関かん砲ほうの上に座り、優ゆう雅がに紅茶など飲んでいる、極きわめて場ば違ちがいな少女が一人。

　傍にあるナイトテーブルには古式ゆかしい長銃と短銃。

　響はヘルメットが斜ななめにずれているのも気にせず、茫ぼう然ぜんと叫んだ。

「ギャーーーーー！　狂くる三みさーーーーーーーーーーーーん!!」

「さあ、参りますわよ。響さん他、叛はん逆ぎやく軍の皆みなさん」

　紅茶を置いて、時とき崎さき狂三は手にした短銃を構える。

　かつて相棒であった緋衣響に、銃を向ける。

「そんな……」

　そして迷わず引き金トリガーを引く。

　射出された弾丸は真っ直すぐ響の隣にいた準精霊の頭部に伸のびていき──。

　ヘルメットの上についた紙の的が濡れて破れた。

「やられたー！」

　ばたん、と倒れる。

「それでは皆さん。決戦参りますわよ。なお、わたくしは〈刻々帝ザフキエル〉をフル活用いたしますのでそのつもりで！　おっととりあえず【一アのレ弾フ】で加速！」

「卑ひ怯きようくせーーーー！　撤てつ退たいーーーーーーーーーーーーー！」

　響の絶ぜつ叫きようが虚むなしく響ひびき渡わたった。











○相争う風の領域






　第八領域ホド。隣にいた時とき崎さき狂くる三みの分身体が尋たずねた。

「で、どうなさいますの？　『わたくし』」

「何はともあれ、合流ですわね」

　シスタス、と狂三は分身体を呼こ称しようする。彼女は白クのイ女ー王ンに敗北し、第三領域ビナーに幽ゆう閉へいされていた分身体だ。彼女は狂三と戦ったものの、紆う余よ曲きよく折せつあって、分身体として共きよう闘とうする身分になっている。

「シスタス、影かげに戻もどってくださいまし」

「承りましたわ、では」

　シスタスを一いつ旦たん自分の影に送り込んだ狂三は、さてこれからどうするべきか、と周囲を見回した。

　正直に言うと、少々疲つかれている。

　何しろ、つい先ほどまで第三領域ビナーで激戦を繰くり広げていたのだ。殺し合い、奪うばい合い、死なせ合った。

　そしてどうにか逃にげ延びた。……悔くやしいことに、勝利したのではなく逃げ延びたのだ。無論、あの状じよう況きようからの大逆転劇だ。実質勝利したと言っても過言ではないのだが──。

　第八領域ホドについての知識は、響ひびきに教えて貰もらった程度しかない。

　二つの勢力で争っていて、その争いは第一〇領域マルクトに勝まさるとも劣おとらぬ激しいものである、と。

　しかしその割には……と狂三は周囲を見回して思う。

「長閑のどかですわね」

　いやもう、ひたすら長閑だった。透とう明めい度の高い青空、天を衝つくような白い入道雲、周囲の青々と茂しげった草むら、なだらかな丘おかがどこまでも続き、蟬せみの鳴き声が聞こえてくる。

　……蟬などいるはずないのだけど、と狂三は首を捻ひねりつつ歩き出す。

　響もキャルトも、姿は見えなかった。シスタスは疲れたのか、影の中で吞のん気きに眠ねむっている。もっとも、あの激戦の後だ。無理もない。

　それにしても、自じ慢まんの霊装ドレスであるが……少し、暑い気がする。特に腰こしから下、スカート部分に熱が籠こもる。

　だが、このお洒しや落れこそが乙おと女めの武装と心意気。

　とりあえず暑いのは無視。まずは緋ひ衣ごろも響とキャルト・ア・ジュエーを探さなくては。

　空を飛ぼう、とも考えたが今のくたびれた自分では、些いささか酷こくだ。まずは浪ろう費ひした時間を回復させなくては──。

「あら」

　彼方かなたに、ようやく人工物である建物が見えた。

　どうやら第八領域ホドにも、ちゃんと準精霊にんげんがいるらしい。なら、そこを当たってみるべきだろう。彼女たちも自分がいないとなれば、まず合流できる場所を探すはずだ。

　……時崎狂三の推測は惜おしいことに少しだけズレていた。確かに合流できる場所を、二人は探し求めてさまよった。

　そして結果、時崎狂三が向かおうとしている第八領域ホドの支配者ドミニオン、絆ばん王おう院いんと対立する側である叛逆軍に辿り着いてしまったのである。




　　　　◇




「いいか！　これより我らは精せい鋭えいにならねばならない！　我らはお前たちを選えりすぐりの精鋭にする。絆王院の兵士たちを容易たやすく葬ほうむり去る鋼はがねの刃やいばとなるのだ！」

　緋衣響は鬼おに軍ぐん曹そうであった少女との会話後、三分でその場に適応した。与えられた粗そ末まつな簡易霊装ドレスを身に纏まとい、直立不動で少女のスピーチを聞いている。その様は新人の二等兵といった赴おもむきである。

　鬼軍曹は、銃じゆうヶが崎さき烈れつ美みと名乗った。

　偽ぎ名めいというか、適当につけたんじゃないか感がないでもない名前である。だが、色々と事情があるのだろう、と響はツッコまないことにした。

「イエス、サー！」

　ちなみにキャルト・ア・ジュエーは「あ、ダメだ。ここボクのキャラじゃないや！　サヨナラ！」と言い残して三枚のトランプと共に消え去っていた。

『ござる！』

　が、その際に逃げ遅おくれたスペードエースはとっ捕つかまって、響と共に訓練に参加させられていた。イエス、サーの後にござるとつけるので𠮟しかられていたが、それでも彼女はめげなかった。

「緋衣二等兵！」

「イエス、サー！」

「貴様たちの目的は何だ！」

「殺し、壊こわし、転がすであります！」

「そうだっけ？　……まあそんな感じか！　よし、殺し、壊し、転がす！　大いに気に入った！　では、ランニング開始！」

　戸と惑まどいながら走り出す準精せい霊れいを他よ所そに、響はトップで走り出した。

「よし、いいぞ緋衣一等兵！　だがまだ足りないものがある、それは何だと思う！」

「サー！　よろしければ歌わせていただこうと思うのですがよろしいですか、サー！」

「さすがだな、よし歌え！」

　響は背後でへとへとになりながら走る準精霊たちに声高らかに叫さけぶ。

「いいか野や郎ろう共！　わたしの後に続いて歌え！　腹の底から響くように！　分かったら、行くぞ！　『ちっちゃな七歳狂三さん！』」

「ち……ちっちゃな七歳狂三さん！」

「『すやすやお昼ひる寝ねよだれを垂らす！』」

「すやすやお昼寝よだれを垂らす！」

「『ぷにぷにお肌が心ここ地ち良い！』」

「ぷにぷにお肌が心地良い！」

「『可愛かわいさ満点無敵だね！』」

「可愛さ満点無敵だね！」

「『家族になろう！』」

「養子にしよう！」

「『あの子が欲ほしい！』」

「あの子じゃ分からん！」

「『相談しましょ！』」

「そうしましょ！」

「緋衣軍ぐん曹そう、なんではないちもんめに!?」

「ノリです！」

「そうか！　よく分からないけどテンポが良いから不問にする！」

「ちなみにジャンル的にはミリタリーケイデンスとか言いますけど、卑ひ猥わいな言葉を織り交ぜたものは大体禁止になったそうです！」

「緋衣軍曹は何でもよく知ってるなあ！」

　銃ヶ崎はほへー、と感心したように何度も頷うなずく。

「ところでわたし、軍曹になってよろしいんでしょうか！」

「ウチは実力主義なんだ！」

「なるほどー！」

　掛かけ声をして走っただけで軍曹まで昇しよう進しんしたので、もしかするとここでの出世は容易いのかもしれない、と響は内心ほくそ笑えんだ。

　……適応力は極きわめて高いが、当初の目的や目標をすぐに忘れてしまうのが緋衣響の欠点と言えなくもなかった。




　　　　◇




「そこで止まれ、何者か！」

　狂三が行き着いた先は、堅けん牢ろうな城だった。城下町はなく、ただ塀へいに囲まれた巨きよ大だいな城があるだけ。門番に誰すい何かされた狂三は、自身の名を答える。

「わたくしの名は、時崎狂三ですわ。支配者ドミニオンの方に、ちょっとご挨あい拶さつさせていただこうかと」

「この城は現在戦争中であり、華かれ羽は様への面通しは断っている」

「あら、あら。戦争中……それはどなたと？」

「貴様に関係はない。引っ込んでいろ」

　……と言われると、当然反発するのが時崎狂三という少女である。

「なら、白クのイ女ー王ンの情報は不要ということですわね。では、わたくしは第イ九エ領ソ域ドにでも帰らせていただきますわ」

「な……ちょ、ちょっと待っていろ!?」

　さすがに、女王クイーンの名前は効果絶大らしい。門番は慌あわてて城内へと走っていき、すぐに無む銘めい天使を抱かかえた幾いく人にんかの準精霊と共に戻ってきた。

「華羽様がお会いになられる。ただし、気をつけて行動せよ」

「ええ、ええ。それはそれは光栄ですわ」

　狂三は微笑ほほえみ、城内へ向かうことを許された。急な階段をとんとんと上って本丸に辿たどり着くと、城主の前でするりと座る。

「……まあまあ。こうして見るとそっくりさんやなあ」

　第八領域ホドの支配者ドミニオンは上品に嫋たおやかに微笑み、時崎狂三の来訪を受け入れた。

「椅い子すはありませんの？」

「残念ですが、見ての通り純和風ですので」

　狂三は彼女と視線を交かわす。長い黒くろ髪かみ、暑くないのかと問い詰つめたくなるような和服姿の美少女。どこか柔にゆう和わな印象を受ける瑞みず葉はとは真逆で、柔やわらかではあるが鋭するどい刃のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている少女だった。なるほど、彼女が瑞葉の姉というのなら納なつ得とくがいく。

「あなたが瑞葉さんのお姉さん……ですのね？」

「……ええ、そうです。ウチの名は絆王院華羽。よろしゅう頼たのみます」

「第一領域ケテルへと向かうため、先の領域への門ゲートを解放して欲しいのですが。いかがでして？」
















　狂三の言葉に、華羽は首を横に振ふった。

「あかんあかん。今、戦争中やし。ちょっとドタバタしてるから、落ち着いてからでないと無理やわ。そもそもウチから開けるのは第ネ七ツ領ア域クだけやし」

　予想通り、華羽は狂三の要求を蹴けった。とはいえ、これはある意味で想定通りだ。そもそも、自分も今すぐに第一領域ケテルに行けると思っていた訳ではない。

「では要求の二つ目、緋衣響とキャルト・ア・ジュエーという準精霊を探して欲しいのです」

「キャルト・ア・ジュエー……確かその方、元第三領域ビナーの支配者ドミニオンやったのでは？」

「ああ、お目に掛かったことがありまして？」

「ええ、ええ。こう見えても、ウチは結構古参ですよって」

　そう言えば、あの子は一応元支配者ドミニオンだったか、と狂三は今いま更さら思い出した。

「そんなに第一領域ケテルに行きたいんか？　ここでのんびり過ごす気はない？」

「ありませんわね。わたくしに休む余よ裕ゆうはありません」

「残念やなぁ。ここは天国みたいに心地ええのに」

「それより、門についてですが……」

「先にも言ったように、戦争中は門を開いたらあかんのや。逃にげられたら勝負つかんくなるやろ？　だから……この戦争を一いつ緒しよに終わらせる。それを門解放の条件にする。どやろ？」

　狂三は居住まいを正して、華羽に改めて目を向けた。話を聞く、という姿勢だ。

「……詳くわしいお話を聞かせていただけますかしら」

　華羽が頷いて語り出す。

「この第八領域ホドは、二つの勢力が争ってんの。ウチらは絆王院、言うなれば支配者ドミニオン側です。で、もう一方が銃ヶ崎烈美。こちらは常に下げ克こく上じようを狙ねらっている……言うたら、叛はん逆ぎやく軍っちゅうやつや」

「なるほど。骨肉の争いが繰くり広げられている訳ですわね。実に良いですわ」

「ほな、ウチらの戦争のやり方を教えるわ。ええか、まず武器はコレな」

　玩具おもちやのように色いろ鮮あざやかな鉄てつ砲ぽうを渡わたされる。

「で、標的はコレな」

　金魚すくいに使うポイのようなものを、華羽は手に持った。

「まるで水鉄砲みたいですわね……」

　そう言いつつ狂三は引き金トリガーを引いた。すると驚おどろいたことに、水が出た。

「水が出ましたわ」

「それを当てれば勝ちや」

「なるほど。舐なめていらっしゃいますわね？」

　狂三が睨にらむが、華羽は平気な顔で、ゆるゆると首を横に振った。

「ちゃうちゃう。殺すとか血ぃ出すとか、なんや恐おそろしゅうて敵かないません。そこでこの水鉄砲や。誰だれも傷つかん」

「……え、本気でコレで戦えと仰おつしやいますの？」

「ま、ぶっちゃけ言うたらアレです。イベントみたいなもんです。怪け我が人は大量に出ますけど、死人は出しません。そういう類たぐいの行事です。……向こうもそれは承知しています」

「……でしたらわたくしが手伝う必要はありませんわね？」

　ニコニコ笑いながら、華羽は持っている扇おうぎをちっちっちっと左右に振った。

「イベント言うても、勝敗まで決まってません。ウチらが負けたら、この絆王院城は銃ヶ崎城になるんですわ。という訳で、是ぜ非ひとも力をお貸しくださいな」

　華羽が頭を下げる。……断ったところで、そもそもこのイベントが終わるまでは、門ゲートを開かないと言われている以上、どうしようもない。

「はぁ、まあ……それなら」

「あ、その天使の……お名前よろしい？」

「〈刻々帝ザフキエル〉がどうしましたの？」

「それの使用もあきません。使いたいなら、不殺用に改良を施ほどこしてもらわんと」

「えぇー……」

「銃じゆうで峰みね撃うち言う訳にもいきませんでしょ？」

「できますわよ？」

「あきません」

　問答無用だった。しかし狂三は渋しぶる。自分の弾だん丸がんはそれはもう倒たおすことも得意だが、それ以上に相手の行動を停止させるなど、不殺も得意なのである。

「では、〈刻々帝ザフキエル〉を水鉄砲式に改良する。ちゅうことでどうでしょ」

　華羽の提案に、狂三は「マジか」という顔になった。

「……なら、撃ってもいいんですのね？」

「よろしい。どんどん撃ちなはり」

　仕方がない、と狂三はため息をつく。〈刻々帝ザフキエル〉の改造、それも強力にするのではなく弱体化だ。あまり良いことではない。

「……あ、でしたらそもそもこの霊装ドレスも何とかなりまして？」

「良い仕立て屋紹しよう介かいするよってからに」

　第イ九エ領ソ域ドでジャージの霊装ドレスを仕立てたとき同様、新しいものを身につけることにした。死なない戦せん闘とうであれば、おおよそ考え得る限り何でも身に纏まとえるだろう。

　とはいえ季節は夏。

　涼すずしい装よそおいがいいだろう。そう、例えば──
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　空が高いなァ、と響は思いながら走る。肩かたに担かつぐは古式ゆかしい名銃Ｍ１ガーランド。木と鉄でできた銃はずしりと重い。

　蟬せみの声がみんみんと耳を劈つんざく。ただひたすらに暑かった。だが、その暑さはどこか心ここ地ち良く、だらだらと流れる汗あせも走り終わってからタオルで拭ふく爽そう快かい感かんを考えると、決して悪いものではなかった。

「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……」

『ごっ、ござっ、ござるっ、ござるっ……』

「スペードエースさん、大だい丈じよう夫ぶです？」

『ははははは、逃げた三人と主あるじをちょっと恨うらむ程度には大丈夫でござらん』

　トランプの彼女は横で走るならともかく、真正面から走ると風の抵てい抗こう力が強い上に歩ほ幅はばも狭せまかった。なので、人の三倍の労力が必要だった。

『あと、平面の拙せつ者しやに銃を持たせるのはさすがに無理があるのでは！』

　肩というより、トランプの角から角にたすき掛がけでスペードエースも小しよう銃じゆうを持たされていた。撃てないことはないが、刀とう剣けん使いなのに……という無念がある。

「そこはほら、国民皆かい兵へい全員銃的なアレで」

『そのせいで、どうも拙者だけ出で遅おくれ気味でござる！　うわーん、このペースだと微笑みナントカの道まっしぐら！』

「大丈夫です、わたしについてきなさい！　あなたを石せつ鹼けんタオルで苛いじめられないようにしますから！」

『くっ……準精せい霊れいの情けが身に染しみる……！　主がいなければ、忠誠の誓ちかいを立てていたところでござる！　義ぎ姉し妹まいの誓いならどうでござるか！』

「妹！　妹欲ほしい！　狂三さんに自じ慢まんすゆ！」

　響の欲よつ求きゆうはまことに直接的であった。

『では義妹いもうとで！　姉者！』

「そこはお姉ちゃんでどうでしょう！」

『いえ、ここは譲ゆずれないでござる』

「んー、まあいいか！　では義妹よ！　お姉ちゃんについてきなさい！」

　と、妙みようなところで義理の姉妹条約が締てい結けつされていた。ちなみに響は順当に昇しよう進しんしており、実戦に出てもないのに、既すでに中ちゆう尉いであった。

「中尉殿どの！　全員集合です！」

「了りよう解かい。全員整列！　はい、スペードエースちゃんも並ぶ並ぶ」

　一人だけ妙に横よこ幅はばが広いが、気にしないことにする。逃げた仲間も沢たく山さんいるが、それ以上に残った準精霊が多かった。

「けーちゅー！」

　響はよく分からないが、とりあえず適当に思い浮うかんだ軍事用語を叫さけんでみると、準精霊も空気を読んだのか、何となく敬礼した。

「えー、コホンコホン。来きたる三日後、我々は第八領域ホド中心にある海を渡り、絆王院城に攻せめ込むことになった！」

　ざわめく兵士たち。

「しかし我らは最も早はや、一いつ騎き当とう千せんといっても過言ではない！　我々は銃ヶ崎の名を背負い、一いつ致ち団結一石二鳥、坊ぼう主ずが屛びよう風ぶに上手に絵を描かいたの精神でチキチキバンバン頑がん張ばっていこうじゃないか！」

「お、おー！」

「返事が小さい！」

「オー!!!!!!」

「もう一声、あげていこう！」

「オォォォォォォ!!!!！」


＼ござるー／



「いよし！　さあ、今日も楽しく訓練だ！　確かく認にん！」

「武装ヨシ！」「武装ヨシ！」「武装ヨシ！」「水鉄砲ニガテー」

「霊装ドレスヨシ！」「霊装ドレスヨシ！」「霊装ドレスヨシ！」「ねー、わたしの水着、布地少なくないかな？」

「出発進行！」「全速前進！」「全力疾しつ走そう！」「う？　えーと、有う為い転てん変ぺん」「誰がしりとりをやれと言った」

　ぐだぐだとした会話の後、彼女たちは今日も今日とて走り出す。

「うーん、何か部活動やっている感じ？」

『部活動とは、あのＪＫだのＪＣだのが励はげむアレでござるか？』

「何でそんなに胡う散さん臭くさい言い方なんですか、スペードエースさん」

『これはしたり。拙者、そういうものとはあまり縁えんがなかったもので』

　鬼おに軍ぐん曹そうこと（階位は大将）銃ヶ崎烈美率いる軍は総勢五〇〇名（ＮＰＣ含む）、対する絆王院軍は総勢七〇〇名（同じくＮＰＣ含む）。数で敗北している以上、奇き襲しゆうしかない。

　第八領域ホドは他ほかの領域と異なり、巨きよ大だいな海によって二つの陸地に分ぶん離りされている。陸地の大きさは叛逆軍の側が小さく、その分だけ押し込められていると言ってもいい。

　銃ヶ崎側からすれば、絆王院側は豊かな土地で吞のん気きに暮らす連中であり、絆王院側からすると、銃ヶ崎側はヘンなところで突つっかかってくる小生意気な準精霊たち、というイメージだ。

　とはいえ、決定的な亀き裂れつはない。それは彼女たちの姿を見れば良く理解できる。

　水鉄砲、水着、そして体のどこかに標的用のポイをつけている。

　そう。準精霊たちは皆みな、水着姿なのである。

「体を小刻みに揺ゆらして、的を撃ち抜ぬかれないように！」

　だから訓練もそんな感じだ。響は直立不動でその訓練を見守りながら（いつのまにか教える側に回っていたが、響は気にしないことにした。大体、良くあることである）、揺れる、揺れない、揺れる、揺れる、揺れない……と、周囲の準精霊が聞いたら顰ひん蹙しゆくを買いそうなことをひたすら考えていた。

『ろくでもないことを考えてござらんか中尉殿』

「いやいや全然全くもってそんなことはないですよ軍曹」

『……ところで、それはそれとして。狂三殿については？』

「こっそり調べてますけど、こちらの軍には見当たりません」

　まあ当然である。もし、もし彼女がこんな軍に組み込まれたなら、一秒で叛はん逆ぎやく軍に対する叛逆を起こして、銃ヶ崎大将が大変酷ひどくむごたらしー目に遭あっていたことは想像がつく。逆に言うと、そうでないのだから彼女はこちらにいないのだろう。

　……となると。

『では。……きっと、第八領域ホドを放ほう浪ろうしているのでござろうなー！』

「ですよねー！」

　二人は笑い合い、その可能性から目を思いっきり逸そらした。

　考えるだけで恐おそろしい──時崎狂三が絆王院側に向かい、あまつさえ絆王院華羽に協力している、とか。

　いやまさかそんなことは有り得ないだろうきっとまず多分間ま違ちがいなく絶対に。
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　そのまさかである。

「なるほどなるほど。水着に着き替がえて、各種アトラクションに挑ちよう戦せんしてもらいますのね」

　今や狂三は、すっかり絆王院城の食客となっていた。華羽の部下が至いたれり尽つくせりで不自由なく生活させてくれるため、動くに動けないという塩あん梅ばいである。

　今は二人、城内にある広大な庭を眺ながめながら紅茶などを戴いただいていた。ウチは緑茶の方が……と渋っていた華羽だが、飲まず嫌ぎらいだったようで紅茶にミルクと砂糖をたっぷり入れて堪たん能のうしていた。

「そうなんですよぅ。海を渡わたってきた叛逆軍さんたちには一つ一つ、こちらが苦労して作ったアトラクションをクリアしてもらって、最後にウチと決戦なんです」

「……平和ですわねえ」

　あまりに殺さつ伐ばつとしていない戦いっぷりに、狂三は率直に呆あきれた。だが、華羽はのほほんとした笑えみを浮かべたまま、ぼそりと呟つぶやいた。

「本来は、ですけどね。今はアトラクションとか、全然やってないです。砂すな浜はまでほとんど全ぜん滅めつしますもん」

「死なないのでしょう？」

「滅めつ多たなことでは、死にませんなぁ」

「あら、死人が出ることもありますの？」

「無む銘めい天使の事故で、たまに。あとは……例のアレや。空っぽさん」

　ああ、と狂三は納なつ得とくする。

　虚きよ無む、空くう洞どう、空っぽエンプテイになる。そればかりは、どうしようもない。

「なら、平和ですわ。第一〇領域マルクトなど、酷いものでしてよ」

「殺伐とした戦いは、第一〇領域そつちや第ゲ五ブ領ラ域ーに任せるわ。ウチらは平和、平和が一番」

「……第ゲ五ブ領ラ域ーについて、何かご存知ですの？」

「これでも支配者ドミニオンですんで。一応、他の領域もそれなりに知識は仕入れてますわあ」

「良ければ、教えてくださらないかしら。わたくしの最終目的は第一領域ケテルに向かうことですが、どうやらそれまでにかなりの領域を渡らねばいけないようなので」

　絆王院華羽は、扇おうぎで口元を隠かくしてくすりと笑う。

「……ま、暇ひまですし。ようようサクサクと説明してみましょか」

　扇を一いつ旦たん閉じた華羽は、宙空でさっさと何かの図形を描えがき始めた。

「これは……」

「各領域を分かりやすく図面にしたものですわ」

「出発地点が第一〇領域マルクトで、次に第イ九エ領ソ域ドへ。そして今は第八領域ホド、と……」

「こうして見ると、ショートカットできそうではあるのですけれど」

「そやねえ。第六領域テイフアレトに行けば、少なくとも第一領域ケテルの扉とびらまでは辿たどり着けるでしょうが……無理ちゃいます？」
















「なぜでして？」

「見ての通り、鍵かぎを掛かけているからです」

「ふうん。鍵……ですの」

　門ゲートは厳重な封ふう印いんが施ほどこされており、それを解くためには支配者ドミニオンの同意が必要になる。

「以前、第一〇領域マルクトの扉を潜くぐった際は、響さんがハッキングしてくれましたけれど」

「ダメダメ。どこも第一〇領域マルクトみたいに甘いセキュリティではあらしませんないです。ここは第ネ七ツ領ア域クと第イ九エ領ソ域ドに門を開放してますけど、第ゲ五ブ領ラ域ー、第六領域テイフアレト、第一〇領域マルクトは双そう方ほうから門を閉じた上で、厳重管理中ですよって」

「そうですの。もしやそれも白クのイ女ー王ンのせいでして？」

「当たり前やん」

　華羽は肩かたを竦すくめる。

「ウチら支配者ドミニオン、逢おうてしもうたんよ。白クのイ女ー王ンに。……あれ、怖こわいわ。怪かい物ぶつや、化物や、準精霊ひとの身ではどうもならん」

「わたくし、勝ちましたけれど」

「……聞いた限りやと、逃にげ回って一矢報むくいた的な？」

「本当のことだけに腹が立ちますわね……！」

「おおこわいこわい」

　ぱたぱたと扇をはたいて戯おどける華羽。

「まあでも、聞いた限りやとこっちにも潜せん入にゆう経路ができてた言うことやし。本当に感謝しとります」

　どこか関かん西さい方面を思わせる、しかしそうでもないような奇き妙みようで心ここ地ち良いアクセントの言葉を、狂三は聞き流す。

「感謝だけ貰もらっても嬉うれしくありませんわねえ」

「そやねえ、第ネ七ツ領ア域クへの門以外やったら。ああ、響さんとキャルトさんはどうも向こう側にいるみたいなんで、諦あきらめてくださいな」

「その二つ以外ですと……ああ、そうですわね。こちらにいらっしゃる準精霊の皆みな様さまから、少しだけ時間を吸い上げても構いませんかしら？」

　華羽の扇がぴたりと止まり、しばし算段する。

「んー、もうじき戦争やから、倒たおれるまで吸うのは勘かん弁べんやわ。でも、ウチなら死ぬまで吸ってもええよ？」

　──それはまったく不意打ちのような、言葉だった。

「……ええと、今……」

　密ひそやかに、秘密を囁ささやくように。華羽は言う。

「ウチなら死ぬまで吸い上げてもええよ」

　夏の陽ひ差ざし、乾かわいた空気、蟬せみの声。

　暴力的な陽光は、生の咆ほう哮こうそのものだ。

　だから、華羽が言った『死ぬまで』という言葉が、奇妙なほどに引っ掛かった。

「……悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんですわね」

　そんな他愛もない言葉を返すのに、かなりの時間が掛かってしまった。

　くつくつと華羽は笑う。

「そやなあ、悪趣味な冗談や」

　ぱたん、と扇が閉じられる。立ち上がった華羽は、玉砂じや利りが敷しき詰つめられた庭をゆっくりと歩き出す。

「……後方支し援えんの子らに、話は通しておきます。時間があればあるほど強くなるんやろ？」

「ええ、その通りですわ」

　狂三が戦せん闘とうを行うために必要な燃料は三つ。

　影かげ、霊れい力りよく、そして時間。影は言うなれば〈刻々帝ザフキエル〉に装そう塡てんする無限の弾だん丸がんであり、同時に分身体を待機させるための空間などに利用する（そして当然ながら光が存在する限り、影が消えることはない）。霊力は天使や霊装ドレスを構築し、存在を維い持じするために必要なもの。そしてもっとも消費が激しく、戦うために必要なものが『時間』だった。〈刻々帝ザフキエル〉の能力を使うために。

　……こうして考えると、やはり図ず抜ぬけた戦闘能力と引き替かえに代だい償しようも大きい。

　霊力は隣りん界かいならば、蓄たくわえる方法は数多い。第イ九エ領ソ域ドのように歌って霊力を補ほ充じゆうすることすらも可能だ。

　だが、『時間』は意図的に補充しない限りはドロップアイテムのように転がっている訳ではない。〈時とき喰はみの城〉──生物（準精霊も含ふくむ）から『時間』を吸い上げるこの能力を使用しない限り、この燃料は戦う度たびに激しく際限なく浪ろう費ひされ続ける。

　もちろん、第三領域ビナーのように時間を回復することもできるだろうが……あれは、領域が狂三と同一の霊属であり、同型の能力を持つ白クのイ女ー王ンがいたからこその例外だ。

　そも、この隣界には『時間』という概がい念ねんが薄うすい。第一〇領域マルクトなど、昼と夜が淡たん々たんと分ぶん離りされているだけだった。生きているものは準精霊以外には存在せず、強しいて言うならＮＰＣというかＢＯＴというか、そういう類たぐいのものが生み出された程度だ。

「ねえ、華羽さん」

　狂三は思考を一旦打ち切り、陽炎かげろうの向こう側に佇たたずむ少女に呼びかける。

「この隣界って、一体何なのでしょう？」

　時間の概念が薄く、霊力さえあればあらゆる物質が生み出せ、しかして現実ではない、どこか朧おぼろ気げな世界。

　それは、まるで──。

「さあ？　天国みたいなもんやろ」

　絆王院華羽は、ふわふわとした声で告げる。それはまさしく、狂三も同じ考えだった。

　この隣界は、天国であり、地じ獄ごくであり、楽園であり……。

「……？」

　陽炎のせいか、不意に華羽の存在が歪ゆがんだ気がした。

「どないしました？」

「……何でもありませんわ。それでは、わたくしは散策ついでに後方支援の準精霊さんたちから、『時間』を戴いてきます」

「おきばりやす」

　狂三がとん、と飛び立った。それを見送りながら、華羽は自分の腕うでにそっと触ふれる。

　炎えん天てん下かだというのに、まるで氷のように冷えている。

「あかんなぁ。やっぱ白クのイ女ー王ンのせいやろか。それとも、単にウチがブッ壊こわれただけやろか」

　空を見上げる。

　眩まぶしい光は眼球を焼くようで。でも、何とも愛いとおしい。

　この城も、あの空も、蟬の声も、豊かな森でさえも、全すべて自分たちが築き上げてきたものだ。そう考えると、何ともくすぐったくて誇ほこらしい。

「生きてるだけでもめっけもんやったのになぁ……」

　遠い過去に想おもいを馳はせる。

　もう何年こうして生きているのか。

　あるいは、数ヶ月程度なのか。

　時間の概念は誰だれも彼もが、酷ひどく曖あい昧まいで。思い出はあっても時間の尺度は存在しなかった。

　ただ漠ばく然ぜんと、自分は長い方だろうと絆王院華羽は考えている。

「華羽様」

　佐さ賀が繰くれ唯ゆいが、そっと近付いた。

「ん？」

　第ネ七ツ領ア域クから借りている唯かのじよは、厳密には準精霊ではない。この隣界で、唯ゆい一いつ準精霊以外の生命体と言ってもいいかもしれない。

　佐賀繰唯はからくりの、工芸品である。

　彼女は諜ちよう報ほうに、破は壊かい工作に、あるいは暗殺に。クノイチとして必要な、あらゆる機能を備えている。とはいえ、所しよ詮せんは第ネ七ツ領ア域クの支配者ドミニオンである佐賀繰由ゆう梨りが作ったもの。いつ裏切って寝ね首くびを搔かいてくるか分かったものではない。

　……それを言うと、由梨は「そんな欠けつ陥かん品を作らない」とふて腐くされるのだが。

「瑞葉様……妹様が、お目に掛かりたいと……」

　唯の言葉に華羽の柔にゆう和わだった表情が、ふっと暗くなった。

「ウチは、会いたくない。この間言うたやろ？」

「はい。ですが──」

　尚なおも言葉を続けようとする彼女を、扇おうぎの一ひと振ふりで押し黙だまらせる。

「ウチは、会いたくない」

　それで会話は終わり、と立ち去ろうとする彼女の背中に、声が掛かった。

「……ならば勝手に会いに行く、と瑞葉様は仰おつしやっております」

「は？」

　足が止まる。振り返る。

「現在、第イ九エ領ソ域ドの情勢は落ち着いており、輝俐キラリリネム様もいらっしゃるので、自分が出張ってきても問題はない。勝手にここに来て、勝手にここに滞たい在ざいする、との仰おおせです」

「……輝俐はんが知ち恵えをつけはったな……」

　知恵、というよりは野生の直感だろうか。

「なら、好きにしてええわ。でも、ウチは会わんから」

「……何な故ぜ、そのような……」

　唯が悲しげに眉まゆ根ねを寄せる。一いつ瞬しゆん、激情が喉のど元もとまでこみ上げたがどうにか抑おさえた。

　扇をパタンと閉じて、冷れい淡たんに呟つぶやく。

「あんたはんに、そんなこと教える必要はありません」

　まったくもっての正論だった。唯は静かに俯うつむき、短く応答するとその場から逃げるように立ち去った。

　……少し、悪いことをしたと華羽は思う。

　彼女は決して悪い訳ではない。むしろ、こちらの役に立とうと必死に身を投げ出すことまでしてくれる。第一〇領域マルクトの殺し合いにすら、生きて帰れぬと知りつつ喜んで参加した。

　呼び戻もどそうか、と思ったが声が出ない。

　そんなこと、どうでもいいじゃないか──不意に訪おとずれる、啓けい示じのような言葉。

　声を出さないことにした。

「ああ──結局、ウチはウチのままなんやなぁ」

　そんな、何かを諦めたような言葉を吐はき出して。華羽は白い玉砂利を踏ふみ鳴らしていく。




　　　　◇




「ごちそうさま、ですわ」

「あの……今、何かあったのですか？」

　きょとんとした表情で、後方支援を担当するという準精せい霊れいたちが尋たずねる。幸い、人数が多いので極度の疲ひ労ろうが残るほどの『時間』を吸い上げる必要はなかった。

　せいぜいが全員、いつもより少し疲つかれた程度だろう。

「何でもありませんわ。では、ごきげんよう。どうぞ、支援を続けてくださいまし」

　狂三はそう言って、さっさと立ち去ることにした。

　城門を抜ぬけてしばらくすると、やや近代的なトーチカというか要よう塞さいがある。先ほどの城じよう塞さいが、第八領域ホドの象しよう徴ちようであり華羽の居住地ならば、この要塞こそが前線の要かなめだ。

　要塞の前方には砂すな浜はまと海。砂浜はどこまでも鉄てつ条じよう網もうで取り囲まれており、狂三はぼんやりとどこかで見たことがある地形だな、と思った。

　しかし彼女の記き憶おくにある限り、こんな場所を訪れたことはない……と思う。もっとも、彼方の世界げんじつの記憶がほとんど欠けているのだから、そんな思考に意味はないが。

　さて、もし彼女が古い映画を思い出せば、すぐにピンと来ただろう。

　あ、これオマハビーチだ、と。




　ともあれ、まだ戦争ゲームを開始するには至っていない。なので、要塞を散策しつつ、狂三は砂浜でのんびりしようと歩き出した。

　先ほどの絆王院城が優ゆう雅がさの塊かたまりなら、こちらは無骨さの塊だ。

「弾だん薬やく、弾薬持ってきて！」

　と誰かが叫さけび、応じた誰かがポリタンクを持って走り回る。間もなく戦争、ということが肌はだで理解できているのだろう。不殺にせよ、これはこれで殺さつ伐ばつとした感じが悪くない。

　考えてみれば、彼女たちにとっても住み慣れた絆王院城を離はなれるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ。毎回撃げき退たいしているとはいえ、心の余よ裕ゆうなど無いだろう。

　道途と中ちゆう、折角なので高い山さん岳がく部分から要塞を見てみようと行き先を変へん更こうする。

「あら？」

　斥せつ候こうの訓練中らしい集団と遭そう遇ぐうした。基本、どこかのんびりとした華羽の性格も手伝ってか、絆王院側の兵士はどこかおっとりした印象があったが、彼女たちはきびきびした歩き方や、厳しい表情が一線を画していた。

「……」

　沈ちん黙もく。隊長と思おぼしき準精霊は、剃刀かみそりのような鋭するどい目で、狂三を睨にらみ付けている。苦笑いしながら、狂三は自分は絆王院華羽の食客なのだと説明しようとした。

「失礼、わたくしは──」

　そこまでだった。さっと掲かかげられた腕は、問答無用であることを指し示している。

　そして問題が一つ。彼女たちが構えた無銘天使ぶきはどう見ても水みず鉄てつ砲ぽうではなく、殺傷機能を解放済のもの……！

「あら」

　ということは絆王院軍ではなく、叛はん逆ぎやく軍ということなのだろうか。それは困った、と狂三は首を傾かしげる。何しろ、今の武器はこちらも殺傷機能付きだ。きっと彼らは、まだ戦争が始まる前ということもあり偵てい察さつにやってきたのに違ちがいない。

　なのに、思わず武器を持った自分と出くわしてしまったために、反射的に武器を構えてしまった、ということだろう。

　手加減できるといいのだけど──とため息をつきながら、彼女は自身に【一アのレ弾フ】を撃うち込んで跳ちよう躍やく、隊長と思しき準精霊を両足で蹴けった。

　芸術的なまでに美しい、ドロップキックであった。

　え、と硬こう直ちよくする準精霊たちを他よ所そに気絶した隊長を片腕で持ち上げると、武器代わりに投とう擲てきした。

「シスタス、手加減してくださいまし」

「分かっておりますわ。ええ、ええ。それはもう手加減いたしますわ」

　そんな言葉と共に、狂三の影かげが歪んだかと思うと、斥候たちの足あし下もとに真っ白な腕が出現した。

「はいどーん！」

　そんな可愛かわいらしい掛かけ声と共に、勢いよく準精霊が引き倒たおされた。……どうやら、足首を影から飛び出した両手で握にぎられ、スッ転ばされたらしい。

「ぎゃぶん!?」

　顔から地面に叩たたきつけられる荒あら業わざ。また一人、気絶者が増えた。それを見た準精霊たちは慌あわてて自分の足下を確かく認にんし──今度は狂三が再びのローリングソバット、サマーソルトキック、浴びせ蹴りの蹴りまくりコースである。

　狂三が手で軽くスカートの埃ほこりを払はらう頃ころには、全員が気絶するか低く呻うめいて動けない有様であった。

「……もしかして、やりすぎましたかしら」

「しかしここで手加減してしまえば、こちらが傷ついておりましたわよ？」

　シスタスの指し摘てきはもっともだ。ここでどちらかが傷ついてしまえば、戦争遊びどころではなくなる。

「……では、彼女たちを運びがてら叛逆軍側に挨あい拶さつにでも参ります？」

「可能ですの？」

「わたくしは食客扱あつかいですし、即そく戦争が開始される……ということもないでしょう、恐おそらくは」

「いつだって戦争は一発の弾だん丸がんから始まるものですわよ～」

　シスタスの指摘ももっともだが、狂三は可能であれば一度叛逆軍側も見ておきたかった。

　響とキャルトが向こう側にいると見なされているが、万が一ということがあるかもしれない。ついでに言うと、彼女たちが抜け出したいようなら手伝ってあげればいい。

「……ふむ、なるほど」

　シスタスは頷うなずいたが、表情は難色を示している。

「どうなさいましたの？」

「いえ、緋衣さんがいらっしゃるかどうかの確認は必要でしょう。そして、脱だつ出しゆつさせられるようなら脱出させる、というのも正しいですわ。ええ、ただもう一つ可能性としての結末がありまして、『わたくし』がどうもその、見み逃のがしているケースが……」

「？」

　こてん、と首を傾げる狂三にシスタスは『……ま、いいですわ』と呟いて失神した準精霊たちをぽんぽんと影に放ほうり投げた。

「とりあえず、向こう側に渡わたってから解放ですわね」

　狂三はひとまず要塞に戻り、対岸へと渡るためのゴムボートを要求した。

　食客扱いであることは知られていたものの、さすがに向こう側に渡られると困る、と渋しぶられたが、戦いに行く訳ではないと説明して何とか承しよう諾だくを得た。

「では、参ります」

「お気を付けて……」

　押し切られた準精霊が敬礼する。

「行って参りますわ～」

　狂三はそんな風にのんびり応じると、ゴムボートのエンジンを始動させた。

「それにしても、海にいると余計にこの服では暑いですわね。そろそろ着き替がえませんと」

「あ、わたくしも水着欲ほしいのですけど」

「でしたら、もうそろそろ召しよう喚かんしようと思っていたもう一人の時崎狂三の分も繕つくろっていただければ、理想的ですわね……」




　　　　◇




「走れ！　走れ走れ走りなさい！　戦争には持久力が大事です！」

「イエッサー！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　無事に走り抜いたらクレープを奢おごってあげますから！」

「やったー、響隊長サイコー！」

「あはは、そんなやだな本当のこと！」

『相変わらず図太さにかけては天下一品でござるな。……それはともかく走れ皆みなの衆！　平面の拙せつ者しやより遅おそいと、逆に罰ばつゲームでござるよ！』

「スペードエース軍ぐん曹そうのオニー！」

『オニで結構、拙者はトランプ！』

　響が訓練を行っている隊の練度は高く、更さらに訓練での脱だつ落らくも最小に留とどまっており、大将である銃ヶ崎は彼女を褒ほめ称たたえ、更に出世させた。

　今や緋衣響少しよう佐さであり、率いる隊の人数は四〇名を超こえる。

「ふぅ、昔ひびＰとしてアイドルをプロデュースしていた時代を思い出しますね……」

『アンタ何でもやるのでござるな……』

　もちろん、出世したからといって準へ精い霊したちを駒こまのようには扱わない。

　一人一人と話し合い、「分かるわー」と同意し、肯こう定ていし、助言し、導いた。

　お陰かげで四〇人は士気高く意い気き軒けん昂こう。今や大隊だけでなく、他ほかの隊からも憧あこがれの的である、らしい。

「さ、それより今日はいよいよアレですよ。スペードエースさん」

『ああ、水着でござるか！』

「響少佐はどんな水着がいいんですかー？」

「可愛い系？　清せい楚そ系？　色いろ香か系？　イメージビデオ系？」

「最後のやつはともかく、基本的には清楚系にしたいですかねー。ほら、わたしってば清楚の塊みたいなものなので！」

　響の言葉に、兵士たちがなるほどーと頷く。

『ここはツッコんで欲しかったと睨んだが、どうでござるか』

「うう。スペードエースさんの理解が心に染しみます……」

　アイドルをプロデュースしていたときもそうだったが、自分はどうしてか調子に乗り出すと、周囲から尊敬を集めることができるらしい。

　何かの特とく殊しゆ能力かと思ったが、単に自分の特性かもしれない。

「じゃ、今日は解散！　もうすぐ戦争だから、がんばりましょー！」

「えい、えい、おー！」

　自分の掲げた拳こぶしに、四〇人が合わせて拳を突つき上げるのはなかなかの見み応ごたえがあった。

　……さて、そういう訳で平たく言えば緋衣響は叛逆軍としての生活を思う存分エンジョイしていた。

　していたのである。

　ならば、ここで問題。彼女が無事であることは確信しつつも軍という極限に厳しい職業に就いた緋衣響を心配していた少女の怒いかりは、果たしてどの程度反比例するだろうか？

「……ほーう」

　不気味な声が、その少女から漏もれていた。




　戦争の際には当然、全員が水着に着替えなければいけないのだが二等兵一等兵レベルでの水着は統一されている。

　紺こん色いろでどこか野や暮ぼったい、華はなやかさの欠片かけらもない水着である。

　が、隊を指揮するクラスになると水着は自由に選ぶことができる。これぞ上官の特権である。

　少しよう尉い以上の準精せい霊れいたちは水着のモデルを見ながら、きゃあきゃあとああでもない、こうでもないと霊装ドレスの調整を行っていた。

「うふふ、うふふ、スペードエースさん、水着ですよ水着！」

『華やかでござるなー……って拙者も選ぶのですか!?』

「当たり前じゃないですか、わたしたちなぜか上官になってしまったのですから！」

『ですが、拙者は軍サージ曹エントですし。兵卒たちと統一せねば、と思うのでござるが響少佐……もとい、姉者』

「そこは上官特権で何とかなるようですよ。同じ地じ獄ごくの訓練を潜くぐった者同士、可愛い水着を選んじゃいましょー！」

　スペードエースはそれならば、と真しん剣けんに考え込み始めた。

「わたしどっしよかなー、白主体で下は青のパレオとかかなー♪」

　浮うかれ放題で響たちは水着を選ぶ。その間も、響をお姉様と憧れる兵士たちがしょっちゅう話しかけ、その応対を笑え顔がおで行っている。

　……その背後で、鋭するどい視線を送る者が一人。
















「ほーう、ほーう、ほーーーう……」

　なるほど。

　完全に敵に回った、ということらしい。

「あ、あのー……銃ヶ崎様がお会いになるそうです」

　狂三の背中から声が掛かる。結局、彼女は無事に海を渡りきるとその場で見張っていた少女に、事情を説明した。

　影かげから取り出された隊長を見た準精霊は、確かに彼女が叛はん逆ぎやく軍の一員であることを確認し、銃ヶ崎への連れん絡らくを取った。当然、その間はここで待っているように、と告げられたが、そんなことを守るような狂三ではない。

　シスタスと共に、ほいほいと叛逆軍のアジトを見て回る。

　……何というか、体育祭と文化祭が入り混じった学校のような雰ふん囲い気きであった。たとえば、ジャージ姿で走り込み続ける兵士たちがいる。そしてその横で、水着をきゃいきゃいと選んでいる少女がいる。

「もうすぐ戦争だよねー」「すぐ退場しないようがんばらないと！」「ねー、水着どっちがいいと思う？」「作戦ちゃんと頭に叩き込んだ？」

　エトセトラエトセトラ。

　忙しそうに準備を整えていた絆王院城と比ひ較かくすると、何とも楽しそうではある。

　……こちらが心配して探し回っていたときも、楽しかったのだろう。

「あ、あのー……」

　もう一度、準精霊が声を掛けた。

　ようやく振ふり向いた狂三は、初対面でもドン引く程度の迫はく力りよくある笑顔を浮かべて応じる。

「ええ、参りますわ」

　なお、シスタスは既すでに影の中へと避ひ難なんしていた。面めん倒どうなことは極力したくないらしい。




　テントの中に入ると、地図を見ながら作戦を立てていた銃ヶ崎烈美が振り返った。

「貴様が絆王院の食客とやらか」

「ええ、そうですわ。で、とりあえず返しますわコレ」

　影からぽんぽんぽん、と人がボールのように放り投げられ、テントに積み上がった。

　そのぞんざいな扱い方と、そもそも影から人を取り出すという不思議現象っぷりに、さすがに周囲もざわつく。

　銃ヶ崎は彼女たちを一いち瞥べつする。

「本当に彼女たちが潜せん入にゆうしていたのか？」

「しかも問答無用でこちらに銃じゆうを向けましたわ。殺し合いでも始める気でして？」

　銃ヶ崎は沈ちん黙もくしたまま、軽く昏こん倒とうしていた隊長の眉み間けんを指で弾はじいた。

「……っ」

　むくり、と起き上がった隊長は左右を見回して状じよう況きようを把は握あく、たちまち顔が青ざめる。

「お前、絆王院側と殺し合う気だったのか？」

「い、いえ！　そんなことは！」

　慌あわてて隊長が首を横に振って、それを否定した。

「なら、その銃はどうした？」

「こ、これはその……つい、習性で……使うつもりはなかったです……」

「本当に本当ですのー？」

　そして茶々を入れる狂三。

「──答えろ、藤とう堂どう少しよう尉い。お前は、本当に、絆王院と殺し合おうとしていたのか？」

　場の雰囲気ががらりと変わった。

　その重たさに、さしもの狂三も口を噤つぐむ。銃ヶ崎烈美は、どうも本気で怒おこっている。だが、藤堂は不服そうにぼそりと呟つぶやいた。

「……でも、殺し合いなのに」

「殺し合いじゃない。戦争だ」

「戦争は殺し合うものです！」

「こちらの世界ではそうじゃないの！」

　藤堂の言葉に、銃ヶ崎は反はん駁ばくした。気絶していた隊員も次々と起きて状況を把握し、取り囲む準精霊たちを威い嚇かくするように銃を握にぎった。

「傷つけ合えば加速するし、待っているのは第一〇領域マルクトみたいな破は滅めつだけ。勝とうとする気持ちは大事だけど、殺すのはダメなの！」

　舌打ちしたのは、藤堂と呼ばれた準精霊だった。

　立ち上がると、まだ納なつ得とくしていないというように鋭い瞳ひとみで銃ヶ崎を睨にらむ。

「──なんて甘っちょろい。そんなだから、負け続けなんじゃないですか」

　銃ヶ崎はぷるぷると震ふるえながら、目に涙なみだを浮かばせていた。その表情を見た藤堂の顔に、微かすかに蔑さげすみが浮かぶ。

　気色ばむ周囲の準精霊。それに気付いたのか、藤堂も無む銘めい天使──銃器をしっかりと握り直した。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気に、狂三は呆あきれたように呟く。

「……第一〇領域マルクトに行けばよろしいんじゃありませんの？」

　──もっともな理り屈くつである。

　本当に、本当の本当に殺し合いがしたいのであれば。

　第一〇領域マルクトに行けば、思う存分殺し合いが可能だ。

「あそこはもう、完かん璧ぺきに頭のおかしい方々の集まりでしてよ？　ええ、わたくしも一度巻き込まれましたから」

　裏切り策さく謀ぼうも芸の内、蹴け落おとし合って殺し合う。戦せん闘とうに特化した異常な準精霊たち。

　……もちろん準精霊の死の概がい念ねんは薄うすく、殺人へのハードルも低いという点も大きい。殺せば光の粒つぶになって消えるとなると、まるでゲームの世界だ。

　だが、それでもやはり第一〇領域マルクトはダントツで一線を画していた。

　だから、殺し合いがしたいのであれば。

　あの領域に行けばいい。

「それは──」

　藤堂が途と端たんにしどろもどろになる。

「あらあら、もしかして、もしかしてですけれど。いえいえ、まさかそんなはずはないと思いたいのですけれど。も・し・か・し・て？　怖こわくて第一〇領域マルクトに行けないんですの？」

　先ほどの藤堂の蔑みなど子供の雑言に等しいと断言できる濃のう度どの嫌いや味みだった。

　藤堂がカッとなって襲おそい掛かかろうとした瞬しゆん間かん、彼女の眉間に〈刻々帝ザフキエル〉が突きつけられる。

「わたくし、殺し合わないのはそれはそれで立派なことだと思っていますのよ？　それぞれの領域で誰だれもが何かの形で生きようとしている……それは尊いことですもの、とても」

　藤堂がぐっと唇くちびるを嚙かむ。屈くつ辱じよくに身を震わせる。

　とはいえ、狂三の側はほぼ間ま違ちがいなく正論だった。そんなに殺し合いがしたければ、専用の領域があるのだ。そして、第イ九エ領ソ域ドから第一〇領域マルクトに向かうことは、さして難しいものではない。

　なのに第一〇領域マルクトに向かわないのなら、ただの臆おく病びよう者だ。

　狂三は少々高こう揚ようしつつ、その臆病さを詰なじろうとする。

「……待て、時崎狂三」

　だが、そこで制止がかかった。他ほかならぬ銃ヶ崎が、憂うれいの表情で告げた。

「彼女の言っていることが正しいとは思ってないし、これから先もそうはしない。だが、それ以上、藤堂少尉を責めるのはやめてくれ」

　その言葉に、狂三は鼻白んで〈刻々帝ザフキエル〉を下げた。

　藤堂は感謝の言葉を述べるでもなく、部下たちと共に無言でテントを出て行った。

　肩かたを竦すくめる狂三。ため息をつく銃ヶ崎。

「少し、気分転てん換かんをしたい。散歩に付き合って貰もらえるだろうか、時崎狂三。第三の精霊よ」

「──ま、構いませんわ」




　　　　◇




　藤堂はほう、と安あん堵どの息を吐はき出した。殺される、と思った。あの時崎狂三は、間違いなく〝本物〟だ。第八領域ホドの約定があるから殺さないだけで、誰かに殺されそうになれば直ちに始末に掛かるだろう。

　自分たちが生き延びたのは彼女が最初油断していたことともう一つ、ただ単純に力量の差が大きすぎるせいに違ちがいない。

「少尉……いえ、隊長……」

「私たちは失敗した。それはもう、どうしようもない」

　叛逆軍に入り込むことはできないだろう。加えて、戦力となったであろう時崎狂三と敵対してしまったのは痛つう恨こんの極きわみだ。

「……だが、まだ機会はある。もう一度海を渡わたる。戦争が開始すれば、必ず巡めぐってくるはずだ。彼女を殺す機会が」

　誰に罵ののしられようが構うものか。

　自分たちだって、第八領域ホドが好きだ。こんなに平和な領域を、乱そうなどとは思わない。だが、今は状況が最悪だ。白クのイ女ー王ンがいて、無数にいるエンプティたちが信しん頼らいできなくなりつつある。

「……必ず、絆王院華羽を討うつ。あの堕ちかけの裏切り者を、仕留めるぞ……！」




　　　　◇




　──昔は、もっと他愛ない争いだったんだ。

　ぽつりぽつりと、銃ヶ崎は呟く。この領域が海で真っ二つに分かれているのは、初めからだったが、競走内容自体は精々が徒競走や鬼おにごっこのような他愛もないもの。

　勉強だったこともあったり、大食い競走みたいなものもやった。

　ただ……少しずつ、少しずつ過激さを増していった。

　第一〇領域マルクトから逃にげてきた準精せい霊れいたちが、第一〇領域マルクトの価値観を持ち込んできたりもした。

　第イ九エ領ソ域ドのように、アイドルとしての人気が絶対──であれば、価値観が遠いと見切りをつけることもできたが、第一〇領域マルクトと第八領域ホドの価値観は近かったのだ。

　……だから、争いは過激化の一いつ途とを辿たどった。

　怪け我が人は多かったし、少なからず消えていった者もいた。敗北が認められずにエンプティ化した者もいた。

　そんな折りである。

　絆王院華羽が水みず鉄てつ砲ぽうを持ち出し、ルールを適用させ、健全な戦争ごっこを形成した。

　その代わり、自分が最初の頂点を取った。それ以来、何度も何度も戦っているが絆王院の牙が城じようは崩くずれない。

「以上が、私と憎にくき絆王院の歴史なのだよ」

　狂三は隣となりを歩く、銃ヶ崎を見る。憎い、と言いながらもどこか楽しそうだった。

　なので遠えん慮りよなく、そこを抉えぐり出す。

「憎き、という割には随ずい分ぶんと楽しそうにお話していますわね」

「な、なんだよう！　ほっとけ！」

「……絆王院さんとは仲がおよろしいのかしら？」

　反応は劇的だった。

「仲良くなんかなーい！　憎き敵であーる！　ホントにくったらしい！　最低！　最悪！　金持ちぶってイケすかない偏へん屈くつ女！　こっちに挨あい拶さつもないし！　あ、クソ。なんか思い出したら腹立ってきたぞあのオンナ！」

　どんどん、と荒あら々あらしい足あし踏ぶみ。

　もしかして、と狂三は思う。

　──あ、わたくしってば地じ雷らいを踏ふみましたかしら？

「大体、ここのところ戦争に顔も出さないんだぞアイツ！　手て抜ぬきだっつーの！　何だよ、こっちは一いつ生しよう懸けん命めいやってんのに！　どんどん腹立ってきたチクショー！」

　大正解である。

「ま、まあまあ。華羽さんも何かお考えがあってのことでしょうし……」

　確かに絆王院華羽によく分からない部分が多々あるのは間違いない。

　しかし、狂三としてはそこまで酷ひどい裏がある訳ではないと思う。少なくとも、第イ九エ領ソ域ドで出会った桃もも園ぞのまゆかのような浅い腹黒さはないし、白クのイ女ー王ンのような残ざん酷こくさも当然ながら無い。

　少しヘンな言こと葉ば遣づかいの、少しだけ奥底を見せない準精霊。

　もちろん、秘密はあるのだろう。きっと、何か抱かかえているものがあるのだろう。しかしそれは、狂三にとっては何の関係もなく通り過ぎるものでしかない。

　ただ、銃ヶ崎烈美にとってはそうではない。

「貴様も！　何でアイツのことを庇かばうワケだ!?　仲間なのか!?」

　そして、唐とう突とつに理り不ふ尽じんな怒いかりが狂三へと向けられた。

「ですから説明した通り、食客として──」

「そうよ冷静に考えてみれば敵じゃない！　なんでこんなところ居るの!?」

「最初に説明申し上げましたわよね!?　わざわざ海を渡ってそちらの兵隊さんを引き渡しに来たのですわよ！　このわたくしが！」

「なら、貴様も当然敵だな！　戦争に参加するんだな！」

「それは──」

　ここで、絶ぜつ妙みようなタイミングで狂三は緋衣響を思い出した。

　こちらの心配を他よ所そに、兵士たちと楽しくやっていた響に対する怒りが再燃する……！

「ええ、参加いたしますわもうバッチリと敵ですわ！」

「良かろう！　ならば貴様にも絆王院華羽と同じく──賞金を懸かけてくれるわ！」

「わたくしを賞金首……!?」

　フッ、と笑えみを浮うかべて銃ヶ崎は一枚の紙を見せた。薄い褐かつ色しよくの紙に、狂三の顔が浮かび上がり、更さらに下部へ数字が刻まれていく。まさに西部劇の手配書そのものだ。

　それを見せつけながら、銃ヶ崎は叫さけぶ。

「喜べ。貴様の賞金首は華羽の奴やつと同額だ！」

「……あの、すいません。このALIVE OR ALIVEとは？　普ふ通つうはDEAD OR ALIVEではないのでしょうか？」

「いや、だから殺したらダメなんだし」

「はあ……」

　気が抜けたが、とりあえず自分が倒たおされたら困ったことになる、と認にん識しきだけはしておくことにした。

「では、わたくしはとっとと帰りますわ」

「そう？　何か会いたい人とか探している人とかいるんじゃないの？」

「……いいえ、いませんでしたわ。いたとしても、今は大変お楽しみのようですから」

「う、うむ。……ほどほどにな。第八領域ホドだけに」

　狂三は迷わず、銃ヶ崎の両頰ほおを引っ張り上げた。

「ふぁふふんふぁーなにすんだー！」

「申し訳ありません、ダメな冗じよう談だんには無言でこうするべきだと思うので……」

　そうして、狂三は再び海を渡って絆王院城へと帰き還かんした。




「……む」

『どうなされた、響少しよう佐さ？』

「あ、いや。何となく寒気っぽいものが全身を貫つらぬいた感じで」

『風か邪ぜ？』

「生まれてこの方、風邪なんて引いたことはないはずですが……」

『では、悪い予感がしたのでござろう。狂三殿どのがきゃっきゃうふふしている我々を目もく撃げきしてしまったとか？』（正解）

「わーお、最悪だ！」

『もちろん我々もそれなりに苦労しているのでござるが、今の状じよう況きようだけを見たら激げき怒どするに足るでござろう』

「あっはっは。でも、狂三さんは絆王院側にいるみたいですし。この戦いが終わったら、遊びに行きましょう！」

『……なんか死亡フラグっぽいでござるな……』

　ぼそりとスペードエースが呟つぶやいた。




　　　　◇




　──さて、戦争の時間である。

　当初、絆王院側は通常の迎げい撃げきマニュアル通り、バンオウイン・ビーチで迎撃する手て筈はずを整えていた。

　しかし、一人の食客が「彼女」がいるなら必ず鉄てつ条じよう網もうを突とつ破ぱするはずだと主張。

　半信半疑ではあったがその意見は採用され、要よう塞さいには当の食客が迎撃メンバーとして加わることになった。

　既すでに宣戦布告はなされており、襲しゆう撃げきは訓練完全終しゆう了りよう後から三日以内と絆王院側は推測。

　一方、緋衣響少佐は宣戦布告は終わっているのだから問題はないと大だい胆たん不ふ敵てきにも訓練終了前日早朝よりの奇き襲しゆうを主張。

「卑ひ怯きようっぽくない？」

　と渋しぶる銃ヶ崎を説き伏ふせ、急きゆう遽きよ前日の奇襲計画を立案した。




〝──とまあ、あの子ならそれくらいはやりますわね〟




　そして、一人の食客はそんなことを考えながらせっせと〈刻々帝ザフキエル〉を水鉄砲バージョンに改造していた。夜の砂すな浜はまは静かで、何も考えずに手を動かすには絶好だ。

「狂三様」

　すすすっ、と佐賀繰唯が姿を現した。

「あら。ええと、あなたは確か……？」

　訝いぶかしげに狂三が目を細める。見覚えがある顔だった。すぐに第一〇領域マルクトで殺し合いに参加していた準精霊だと思い出した。……待て、と狂三は思い直す。確かあの時、彼女は死んでいたはずだが。

「佐賀繰唯、と申します」

「……あなた、第一〇領域マルクトでお亡なくなりになっていませんでしたこと？」

「色々とありまして」

　唯はそれで事情説明を済ませるつもりらしい。彼女はそれ以上語ることはないとばかりに、大きな型紙を手て渡わたした。

「こちら、水着の設計図です。こちらを元に、霊装ドレスを改良すれば問題ないかと」

「ありがとう」

　第イ九エ領ソ域ドで使用したジャージ型簡易霊装ドレスとは異なり、今回は霊装ドレスを元に水着を思い描くつくる。

　色は当然のように赤と黒、下品にならないように、けれど露ろ出しゆつは多めで。

　できれば、あの人が照れて目を背そむけるくらいのイメージ。「やりすぎだバカ！」とかツッコミを入れられない程度の。

　……その加減が難しい。清せい楚そすぎれば印象に残らず、淫いん蕩とうにすぎれば目線を奪うばえない。

「──狂三様。本当に、翌朝奇襲を仕し掛かけてくると？」

「え？　ああ、そうですわね……確実とはいきませんが……六割は」

　さすがにこれだけ長く共に戦っていれば、響が考えそうなことは大体読めてくる。

　そして彼女は、恐おそらく自分がこちらに居ることは読めても戦おうとしていることまでは読み切れまい。

「狂三さんは極きわめてめんどくさがりだから、火の粉を払はらっても自分から戦おうとまではしませんよー！」

　などと断言する姿が目に浮かぶ。

　まあ、本来であればその通り。万が一、戦うとしても手抜きで負けてあげたっていいくらいだった。

　だが、しかし。

「ふふ、ふふふふふ。まさかわたくし、本ガ気チで戦うとは思いませんでしたわ」

　残念なことに、時崎狂三はほぼ本気で戦うことを決意していた。

　良く分からないモヤモヤを吹ふき飛ばすには、それしかないと思ったのだ。あと、久しぶりに響がぴーぴー泣いてしまうところを見てみたい。

「……何というねじ曲がった愛情……」

　唯はぼそりと呟いた。

「愛情ではありませんわ。お仕置きです」

「まあ、どちらでも良いです。狂三様が参戦なさるなら、今回も絆王院側の勝利になりそうですね……」

「ところで唯さん、華羽さんがあまり語りたがらないのですが、領域会議の詳くわしい記録などありますの？」

「いえ、さすがに記録はされていませんし我々も会議の中身を知ることは不可能です。ただ、一応の結果だけなら、華羽様や瑞葉様から伺うかがっております」

「白クのイ女ー王ンが出現した──とは聞きましたが」

「はい。その過程で、エンプティたちが裏工作の準備を整えたという疑ぎ惑わくが生じました。そのため、ほとんどの領域でエンプティたちが監かん禁きんか追放されていると聞き及およんでます。第イ九エ領ソ域ドと第一〇領域マルクトは放置しているようですが……」

「……難しい問題ですわね……エンプティたちは？」

「彼女たちは空っぽなので、少し眉まゆ根ねを寄せる程度です。基本的に大人しく従っています」

「わたくしが第三領域ビナーで会ったエンプティたちの方が異常ですものね……」

「それから第六領域テイフアレトは第ネ七ツ領ア域ク以外の門ゲートを閉じました。狂三様が第一領域ケテルに向かうためには第七から第六へ。それから第五か第四へと向かうしかありません」

「ここから第ゲ五ブ領ラ域ーには跳とべませんの？」

「お聞き及びかと思いますが、第五は隣りん接せつ領域が第三領域ビナーのため、第八領域ホドからは絶対に通させないように、完全遮しや断だんしております」

「……ああ、ここを抜けられると第イ九エ領ソ域ドにまで至るからですの」

「華羽様は一言も仰おつしやりませんが、そういう事ではないかと私は思います」

「そういえば、瑞葉さんもいらっしゃっていますの？」

「ええ。華羽様は会いたくない、とのことだったので別室にご案内しました」

「会いたくない……って、どうしてですの？　姉し妹まいなのでしょう？」

「はい。珍めずらしいことに、あのお二人は実の姉妹です」

　絆王院華羽も、絆王院瑞葉もほぼ同時期に準精せい霊れいとなっており、瑞葉は姉がいたことだけは記き憶おくに刻んでいた。無論、二人の自己申告であるが……彼女たちが姉妹なのは、恐らく確かだろう、と大たい抵ていの準精霊は納なつ得とくしていた。それほどまでに、二人は「姉妹らしい」と呼べる存在だった。

「ただ、全すべてを忘れていらっしゃる華羽様にとっては……瑞葉様は妹を自じ称しようするだけの者なのかもしれません」

　佐賀繰唯は悲しげに俯うつむく。

「忘れて……」

　狂三が首を傾かしげると、唯は言った。

「準精霊の記憶には欠落がたくさんありますから……」

　長年（どれだけの月日をここで過ごしてきたのかは不明だが）の経験から、準精霊たちは基本的に彼方の世界げんじつからこちらへと迷い込んでくることは判明している。

　そしてその記憶はまちまちであり、まったく覚えていない者もいれば、かなりの部分を記憶している者もいる。

　絆王院瑞葉は華羽が姉であったことは覚えているが、他ほかの記憶はほぼ欠落していた。

　華羽は何も覚えていない、という。

　ここに迷い込んだ当初こそ、良く二人で行動していたらしいが華羽が第八領域ホドの支配者ドミニオンになってからは交流を華羽から断ったようだ。

　実の妹を、まるで切り捨てるように。

　幸い、瑞葉はすぐに天職──アイドルであることを見つけて第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオンにのし上がったが。

「ふぅん、おかしいですわね。そんなことをされたなら、怒るか嘆くかしてもよさそうなものですけれど？」

　どうあれ切り捨てられた、と思ったら誰だれだって絶望か怒いかりのどちらかを選ぶだろう。

　そして瑞葉はどう考えても、怒りを原動力にするタイプではない。

「……さあ、それは私にはよく分かりません」

　唯は苦い表情を浮うかべた。

　狂三は水着を練り上げながら、絆王院瑞葉を思い出す。

　まあ、確かにどことなく依い存そん心しんが強い傾けい向こうにある少女ではあるが。幸いにも、輝俐リネムがその分を担になっている。加えて、支配者ドミニオンとしての経験は瑞葉を強く成長させていることだろう。

「もし、暇ひまがありましたら瑞葉様にもお会いいただければ……」

「考えておきますわ」

　ま、二人の姉妹関係が良好であろうとなかろうと関係はない。

　狂三はそれより、響をどうやって驚おどろかせようか。そんなことばかりを考えていた。











○隣界の黙示録アポカリプス・ナウ






　ハローハロー。

　……という訳で、わたしってば緋ひ衣ごろも響ひびき少しよう佐さです。大隊隊長とか、そんな感じのアレです。訓練終了直前、早朝からの奇襲。これにより、鉄てつ条じよう網もうを最速、かつ最小の犠ぎ牲せいで潜くぐり抜ぬけて一気に要よう塞さいを攻せめ落とす。

　そのつもりだったのですが、どうやら読まれていたようです。とはいえ、前回より遥はるかに楽に鉄条網まで到とう達たつできたのは確からしく、皆のわたしを見る目は尊敬増し増しです。

『さあ、突とつ撃げきでござるよ！』

　誰かが進軍ラッパを吹き鳴らす。

「全員、突撃────！」

　ライフルを掲かかげて、全員が一気に要塞へと侵しん入にゆう。そして──出会ってしまったのです。




「あら、あら、あら。これはこれは、偶ぐう然ぜんですわねぇ？」




　オニに。

　アクマに。

　いや、神様に。

　ぶっちゃけて言うと、時とき崎さき狂くる三みに。

　……もちろん、その可能性は無いでは無かった。叛はん逆ぎやく軍にいない以上、当然狂三は絆ばん王おう院いん側についているのだろう。

　しかし、彼女は割とめんどくさがり屋だ。

　どうでもいい二勢力の争いになど関心ないはず……と響は睨にらんでいた。

「まあまあ、緋衣響少佐。ご出世なされたようで何よりですわ。第イ九エ領ソ域ドではＳランクプロデューサー、こちらでは少佐。響さんの才能、わたくしびっくりですわ～」

　ヤッベえ、めっちゃ怒おこってる。

　満面の笑え顔がおであるが、背後から怒りのオーラが幻ビジ像ヨン化しているかのような錯さつ覚かくを抱いだくほどに、とにかく怒ってる。

　殺意ではなく、怒りの方なので恐ろしい。殺意だったら「死ぬわワタシ」で済むが、これは怒りなので狂三がどんな罰ばつを仕掛けてくるか見当がつかないのである。

「という訳で、わたくしも折角ですから全力を出すことにいたしましたの」

　両手の〈刻々帝ザフキエル〉は、いつもと少し違ちがっていた。古式銃じゆうのデザインは変わらないが、先せん端たんに不出来で鮮あざやかな黄色をしたポンプのようなものが付け足されていた。

「些いささかデザインが気に入りませんが、娯ご楽らくですし玩具おもちやである良い証明になるでしょう？」

　そう言いつつ、彼女は短銃の引き金トリガーを引いた。

「へぐ!?」

　隣となりにいた準精霊、そのヘルメットにつけられたポイが、あっさりと撃うち抜かれた。〈刻々帝ザフキエル〉も他の武器同様、影かげの弾だん丸がんではなく、水の弾丸を撃つ仕様らしい。

　確かに狂三も、体にポイをつけている。ちょっと可愛かわいい。

　しかしそれより問題が一つ。

「狂三さん、はい！」

　とりあえず手を掲げた。

「なんでしょう、響さん」

「水着、超ちよう似合ってます！」

「はいありがとうございます。それでは、遺ゆい言ごんということで構いませんわね？」

　狂三、にっこり。

　響も、にっこり。

　深呼吸。

「全員撤てつ退たいーーーーーーーー！　あそこにいるのは自意識を持った爆ばく弾だんです！　しかも無限に爆発するやつ！」

「うふふふふ、なんて的確な指示なのでしょう。それでは響少佐。追い回して差し上げますわ！」

「ギャー！　シチュエーション的にはロミオとジュリエットなのに、このロミオってば殺しに掛かかってくるーーーー！」

「誰がジュリエットですの、誰が」

　狂三が動き出す。迎げい撃げきしようと銃を構えた兵士は、片かたっ端ぱしからポイを撃ち抜かれていく。

　ポイを撃ち抜かれた兵士は、白旗を掲げて自動的に倒たおれていく。

　今回の戦争においては『死人』と見なされ、以降は戦いに付き合えない。

『うっわ狂三殿どのってば敵に回るとマジヤバいでござるな！』

　当たりやすい目立ちやすい姿のスペードエースは必死になって逃にげる。

「うわーん！　わたしってば不幸だわ不幸だわ世界一不幸だわーーー！」

　そして狂三に狙ねらわれている響は、ぎゃんぎゃんと泣き喚わめきつつ、こちらに向かってきた絆王院側の兵士に向けて、その無む銘めい天使を発動させた。

「あ！」

　無銘天使は非殺傷タイプのものも多く、緋衣響の無銘天使もそのカテゴリに入る。彼女の力こそは、〈王位簒奪キングキリング〉──対象と姿を入れ替かわる超異い端たんの能力だ。

　そして緋衣響に一いつ瞬しゆんだけ変わった絆王院の兵士は、あっという間に狂三の〈刻々帝ザフキエル〉で撃ち抜かれた。

「あ、〈王位簒奪キングキリング〉とか卑ひ怯きようですわよ!?」

「うわーん、卑怯でも何でも生き延びてやるぅぅぅ！」

　泣き喚きながらも、響は的確に絆王院軍と入れ替わっては混乱を引き起こす。おまけに、撤退戦を意識しているのか、きっちり自軍の兵士を庇かばっていた。

　それがますます、時崎狂三には気に入らない。

「おーまーちーなーさーいー！　ええい、わたくしの苦労も知らないで！」

「す、すいません！　何に怒っているかは分からないのですが、とりあえずすいません！」

「心の籠こもってない謝罪など、欲ほしくありません！」

「すーいーまーせーんー！　と言いつつ、もう一度〈王位簒奪キングキリング〉！」

『ボートの準備できたでござる！』

　スペードエースの言葉に、響は自分が殿しんがりであることを確かく認にんする。

「よし、乗り込んで撤退！」

　ジャンプしてから、すかさず頭を勢いよく右へ振ふった。案の定、背後から〈刻々帝ザフキエル〉の水弾丸が襲おそい掛かってきた。

　紙一ひと重えで回かい避ひした響に、狂三は舌打ちする。

「お待ちなさいませっ！」

「殺されるからやです！」

「殺しはしませんわよ！　死んだ方がマシというくらいでいかがでして!?」

「やだーーー！」

『トムとジェリーみたいな関係でござるなー。問題は猫ねこのトムの方がダントツで強いあたりでござるが』

　しんみりした顔でスペードエースが呟つぶやく。

　それはただの猫と鼠ねずみの関係ではないだろうか、と響は思った。

「……届きませんわね。よろしい、とっととお逃げなさいな。今回の戦争、わたくし一人で片を付けて差し上げます！」

「お、覚えていてくださいねー！　まだ戦争は始まったばかりですから！」

　響を乗せたボートも含ふくめて、全軍が撤退した。後に残されたのは、ポイを撃ち抜かれて「わたしはしにました」と白旗を掲げた準精せい霊れいたちのみだ。

「ずぇったいに許しませんわよぅぅぅぅぅぅ！」

　恨うらみがましい狂三の声が、響の背中に叩たたきつけられた。




　　　　◇




「敗北かーーーー！」

　銃じゆうヶが崎さきが吼ほえ立てる。響は平身低頭で銃ヶ崎も含めた全員に謝罪した。

「すいませんすいません、まさか狂三さんがあそこまで本気になるとは！　完っ全に計算外でした！　皆みんなもごめんね！」

『いやまあ……さすがにアレは無理でござる。台風と竜たつ巻まきと火か炎えん旋せん風ぷうと吹雪ふぶきと雪崩なだれとサメが合体して押し寄せてきたようなものでござるからな』

　スペードエースが宥なだめる。

「そんなに」

　響を除けば、この中で狂三の恐おそろしさを知っているスペードエースだけに、その呟きには説得力があった。

「響少佐、しっかりしてください！」
















「大だい丈じよう夫ぶです、まだ我が大隊の損そん耗もう率は二割です！」

「うう。二割……八人が死亡しろはたかぁ」

「しかし、あの時崎狂三はそれほどに強いのか」

　銃ヶ崎の呟きに、響はこくりと頷うなずく。そして、彼女の強さを間近で見てしまった兵士たちもそれに同意する。

『この世の災害みたいなモンでござる』

「そうかぁ……賞金首にしたが、藪やぶ蛇へびだったかなー」

「はぁ……しかし、どうしてあそこまでガチで戦いに来たんだろ」

　響がこてんと首を傾かしげる。スペードエースがぼそりと呟いた。

『そりゃあ……心配していた友達が、自分のことなど忘れたとばかりに遊び呆ほうけていたら、そうなるのでは？　でござる』

　その言葉に、きょとんと響が首を傾げた。

　が、徐じよ々じよにその言葉の中身を理解し始めたのか響の顔が見る見る内に紅潮する。

「そ、それはつまり。狂三さんが、もしかして、わたしという惨みじめな負け犬の戦力としてはとてもカウントできない地べたに這はいつくばるのがお似合いのモブ中のモブという緋衣響を心配していた、ということですかね!?」

『そこまで酷ひどくないでござろう!?』

　ぴゃー、と奇き声せいをあげて倒れかかる響を慌あわてて周囲の兵士たちが抱だき留める。

「う、うーむ。……今回も負けそうな予感しかないな……」

　銃ヶ崎が残念そうに言った。スペードエースも頷く。

「……い、いえ。狂三さんがいるなら、それはそれで頑がん張ばって対策してみます……」

　歓かん喜きのあまり倒れ込んでいた響が、両足をじたばたさせてそう発言した。

「いけるか？」

「狂三さんが怒っているのは、どうやらわたしだけのようですので。ハイ。それなら、何とかなる！　かも！　しれません！　なので──」

　深呼吸。

「時崎狂三、対策会議を開きます！」

　そんな声が、響ひびいた。




　　　　◇




「あら、あら、あら。ご立腹やねえ」

「べーつーにー。ぜーんーぜーんー、おーこーってーまーせーんーわー」

　間延びした口調で、狂三は畳たたみにごろりと横になった。それを見た華かれ羽はは、くすくすと笑った。

「唯ゆいから聞いたんやけど、アンタさんのお仲間が向こうにいたんやって？」

「向こうにいただけじゃありませんわ。積極的に関かかわってましたわ。あと、少しよう佐さに昇しよう進しんしてましたわ」

「あら、まあ。お偉えらいさんなんねえ」

　華羽はビックリした、というように口元を手で押さえた。

「そうですわねー、わたくしもビックリですわー」

「……お友達なんやねえ」

「……」

　狂三は沈ちん黙もくした。そも、恐らくだが。間ま違ちがいなくなのだが。自分に友達と呼べる人間は一いつ切さい存在しないと思う。いたとしても、もういない。

　そんな存在が許されるほどに、甘い人生を送っている訳ではない。だが、この隣りん界かいにおいてはそれほど孤こ高こうを保っている、という訳ではない。

　何しろ、追われていないのだ。世界を敵に回している訳ではなく、悪意を受け止める状じよう況きようでもない。

　加えて、緋衣響がついてこようとしたとき、それを許可したのは自分だ。

　……はて、そう考えると。

「あら、あら。響さんって友達だったのでしょうか」

　そんな結論が、ようやく出た。華羽はさらに笑う。

「面おも白しろいわあ、あんた。今の今まで気付かんかったの？」

「気付いていなかった、訳ではないと申しますか」

　一度彼女をマイフレンドと呼んだことはあるのだが、あれはホラー部屋へ向かわせるための口実だったし、響も『都合のいいときだけの友達だ！』とツッコんでいたからなぁ、と狂三は思い返す。

　今いま更さら、上から目線で邪じや悪あくな笑みを浮うかべて「彼女はただ利用しているだけの駒こまですわ」とか言い出しても説得力はないだろう。

「ま、友達ですわね。友達。ええ、ええ。……あら、だから怒おこっているのでしょうか、わたくし」

「なんでもええけど、すれ違ちがうのだけはやめとき。手て遅おくれになっても知らんよ？」

「何だか実感が籠こもってます」

「そーお？」

　くすくすと華羽は笑う。ふと、狂三の口からそんな言葉が衝ついて出た。別に推測していた訳ではない。ただ、二人と話した感かん触しよくからなんとなく程度の思考だった。

「あなたのお友達というのは、もしかして銃ヶ崎さんのことでして？」

　華羽は目を丸くして沈黙した。

　どうやら、図星だったようだ。華羽は俯うつむき、微笑ほほえみを消した。誤ご魔ま化かすように、温かいお茶を啜すする。

「さあ……」

「わたくしが言うのもなんですけれど、すれ違いはそちらでは？」

「……人の勝手です」

「少し興味が湧わいてきましたわ。どういうことですの？　わたくし、稀まれ人びとという奴やつなので、秘密は守りますわよ」

「……信用できませんなあ」

「語るに落ちる、というやつですわね。そう言った時点で『自分は銃ヶ崎烈れつ美みと何か関係がある』と言っているも同然でしてよ」

「む」

「叛はん逆ぎやく軍のリーダーと過去に交流があった、というのは少々スキャンダルでは？」

「交流があった、などとは言うてません。ただ……」

　そこで言葉が止まる。

　視線が彷徨さまよい、躊躇ためらいがちに口が開かれる。

「……誰だれにも、言わんとってや？」

「言いませんわ。わたくしの天使、〈刻々帝ザフキエル〉に誓ちかってもよろしくてよ」

　その言葉が多少なりとも、華羽の胸に響いたのだろう。

　ふぅ、とため息を一つ。

「なら、昔語りにちと付きおうてもらいます」

　そんな風に、相変わらずヘンテコな方言と共に。絆王院華羽は語り出した──。




　……第八領域ホドは、第イ九エ領ソ域ドほど平和ではなく、第一〇領域マルクトほど荒あら々あらしくはなかった。というより、第一〇領域マルクトの準精霊からは第八領域ホドはただの駆かけ込み場と見られていた。

　第イ九エ領ソ域ドのように、物理法則と同等のランクでアイドルとしての価値観が定着していては、第一〇領域マルクトの準精霊もなかなか手を出せない。

　そこで力こそ全すべてと暴れたとしても、アイドルたちの声せい援えんが、歌声が、彼女たちの価値観を揺ゆるがせ、駆く逐ちくしていくのだから。

　比べると第八領域ホドは不安定ながら、しかして第一〇領域マルクトのように殺さつ伐ばつとしすぎることもない。

　半はん端ぱな領域、と言えるかもしれない。ここにあるのは風と、夏と、海と、空だけだ。

　絆王院華羽は、第八領域ホドを支配することを選んだ。

「お前さんの実力なら、まあ何とかなるだろ」

　最古参の準精せい霊れいである篝かが卦りけハラカがそう後押しする。彼女は第一〇領域マルクトから流れ込んでくる準精霊たちを統率し、法を作り、逆らう者たちを打ち負かした。

　それでいて、倒たおすことはしなかった。第一〇領域マルクトのように敗者が滅ほろびるのをよしとせず、彼女たちをむしろ守った。

　そして妹である瑞みず葉はは、何も分からなかったが分からないなりに動いた。彼女たちの傷を癒いやし、和なごませるために歌を歌ったりしてみた。

　仲間ができた。

　次し第だいに仲間が増えて、華羽の後ろをついてくる者が増えた。

　第一〇領域マルクトからやってくる者が減り、第八領域ホドに平和が訪おとずれた──途と端たんに、エンプティ化する仲間たちが増えた。

　さて困った、と頭をひねる華羽の前に一人の少女が現れ──。

「絆王院華羽！　私と勝負しろ！」

　そんなことを叫さけんだ。

　彼女が銃ヶ崎烈美……と、いずれ呼ばれることになる少女。そして、空っぽエンプテイの少女だった。




「空っぽエンプテイ、だったんですの？」

　狂三が口を挟はさんだ。華羽は懐なつかしむように目を細める。

「第一〇領域マルクトでコテンパンにのされて、死ぬ寸前で第八領域ホドにやってきたんやと。まあまあ、今の眩まぶしい金きん髪ぱつも八割方白髪しらがでなあ」

　エンプティ化した準精霊に襲おそい掛かかる怠たい惰だと倦けん怠たい感。削そがれる気力、夢、希望。

　それらを覆くつがえすくらいに、強きよう烈れつな叫びだった。

　そしてもちろん、絆王院華羽は一切手を抜ぬかなかった。無む銘めい天使である扇おうぎを使って、彼女を思う存分叩たたきのめした。

　翌日、何事もなかったかのように再び挑ちよう戦せんしてきた。

　今度は華羽ではなく、華羽の部下が相手をした。彼女はまた負けたが、昨日より強くなっていたのは確実だった。

　負けて、負けて、負けて、勝って、勝って、勝って、また勝った。

　次第に勝ちが積もり、華羽でなければ勝てないようになり、更さらに華羽すらも敗北した。

　支配者ドミニオンであった華羽は最も早はやこれまでと思ったが、既すでに煌きらびやかな金髪を取り戻もどしていた少女は、ニッカリと笑って「また勝負しよう」と言った。

「……それでは、ウチの気が済みませんゆえ。何か、ウチに要求しなさい」

　華羽がそう言うと、少女は言った。

「私に名前をくれ！」

　それで、銃ヶ崎烈美と冗じよう談だん半分で伝えてみると驚おどろくほどに受けが良かった。

「いいな！　いいなそれ！　チョーカッコイイぞ！」

　そして彼女は、自分を銃ヶ崎と呼こ称しようした。そのヘンな名前を、彼女は殊ことの外ほか気に入ってしまったらしい。

　それから彼女は、華羽のように仲間を作っては勝負を挑いどんできた。

　負けることもあり、勝つこともあった。

　けれど、勝っても負けても飽あきないとばかりに銃ヶ崎の金髪は輝かがやいたまま。

　永遠に沈しずむことのない太陽のように。

「あんたはん、第八領域ホドに来たときはようまあボロボロでしたなぁ」

「ほっとけ！」

　気付けば、彼女は勝手に絆王院城に住み着いていた。ごろごろと猫ねこのように転がりながら、華羽に出された茶ちや菓が子しを勝手に貪むさぼっている。

「なあ、私たちはいつまでこうしていられるかな？」

「……何がです？」

「またエンプティに堕おちてしまうかもと、そんなことを私は不安に思うのだよ」

「今のところ、そんな風にはなってないやろ？」

「風か邪ぜを引いたときにこそ知る健康のありがたみってやつ」

　季節は変わらず夏で、風が吹ふいている。

「こんなに良い天気で、こんなに綺き麗れいな風景で、どうして私たちは死ぬんだろうな」

「死ぬんじゃなくて、消えるんやろ？」

　華羽の言葉に、銃ヶ崎は首を横に振ふる。

「いいか、絆王院。あれは死だ。どう言い繕つくろったって、あの気持ちの悪いのは死以外の何物でもない。エンプティとか、ふわふわ消えるとか、そういうので誤魔化されんな」

「……そうやろうねえ」

　銃ヶ崎の意見は半分正しく、半分間違いだ。

「じゃあ、銃ヶ崎さん。これ見て、どう思う？」

　くすりと笑って、華羽は偽ぎ装そうしていた髪かみの毛を引き剝はがした。半分はまだ黒く艶つややかな髪の毛だが、残り半分は白銀に煌めいていた。

「────」

　銃ヶ崎はしばし茫ぼう然ぜんと、その頭とう髪はつを見ていた。やがてよろめきながら近付くと、少し無造作なくらいに、白髪を摑つかんだ。

「ちょっ……痛いやろ？」

「いつから？　いつからだ？」

　銃ヶ崎の瞳ひとみは噓うそを許さない、という感じに燃え上がっている。

「……いつからやろか。自分でもよう分からんわ」

　そっぽを向いて、少し捨すて鉢ばちになって。そんな言葉を吐はき出す。銃ヶ崎が服の襟えりを摑み、引き寄せる──互たがいに睨にらみ付ける。

「死ぬぞ」

「死なんわ」

　しばし二人は押し黙だまる。

　銃ヶ崎は襟えり首くびから手を離はなし、深呼吸を一つ。

「最後に一つだけ。アンタの望みは何だ？　生きているって充じゆう足そく感はどこから湧いて出ている？」

「そんなん決まっとるやろ」

　不敵な笑みを浮うかべて、絆王院華羽は告げた。

「アンタと真剣に戦っているときや──」




　──はい、おしまい。

　ぱっと、降参するように華羽は両手を掲かかげた。

「……それで、この戦争ごっこが始まったんですの？」

「あの子は、生き真ま面じ目めやからなぁ」

　くすくすと笑う華羽に、狂三は眉まゆ根ねを寄せる。

「ま、ともかくあの子は本気でウチを助けるために戦うてくれとる。勝てんのはそりゃそうやろ。ウチは負けると死ぬかもしれんしなあ」

　邪じや悪あくな笑み。

　彼女をコントロールしていることが、楽しくて楽しくて仕方がないと言った笑み。

　善良か邪悪かで言えば、彼女の振る舞まいは間ま違ちがいなく邪悪だ。

「……いい加減にしてくださいまし」

「怒おこるんやね、あんたはんでも」

「怒っているのは、舐なめられているからですわ」

　しかし狂三は、更に邪悪な笑みを浮かべて、元に戻した〈刻々帝ザフキエル〉を突つきつける。

「──わたくしの〈刻々帝ザフキエル〉は時を消費することで、特とく殊しゆな力を発現することができますわ。一つ一つが、皆みなさんの無銘天使──その固有能力に匹ひつ敵てきするとお思いくださいまし」

「……例えば、どんな？」

「そうですわね。例えば──あなたの記き憶おくを覗のぞいて真実がどんなものか確かく認にんするとか」

　そこで初めて、華羽が狼ろう狽ばいした。

「はい、アウト。その表情だけでもうダメですわ、アウトですわ。悪役ぶりたいならせめて、好きな人でも殺すくらいでないと」

「……そんなん割り切れたら、苦労せんわ」

　華羽は彼方かなたを見る眼まな差ざしで呟つぶやく。

「で、結局。あなたは何をどうしたいんですの？」

　華羽は逡しゆん巡じゆんする。目の前の少女は、どうあれ自分が噓をつけば真実を暴あばくだろう。

　だから喋しやべっても喋らなくても同じこと。

　問題は……その後、彼女がどういう反応を示してどう動くか。きっと、賭かけになる。

「ウチな、実は──」

　華羽はぼんやりとした口調で、ぼんやりとしたまま、誰だれにも知られていなかった真実を口にした。

　聞いている内に、狂三の表情は抜け落ちていく。

「──とまあ、そんな感じや」

「……あなた、それでいいんですの？」

「ええの」

　短く呟いて、華羽はそっと狂三の〈刻々帝ザフキエル〉に触ふれた。普ふ段だんであれば、絶対に嫌いやがるような行こう為いであるが、狂三はそれを受け入れた。

　彼女は〈刻々帝ザフキエル〉の銃じゆう口こうを、自身の眉み間けんに当てた。

「聞いて貰もらったからには、こういう道もある。撃うってもろたら、楽になるわ」

「──撃ちませんわよ。弾たまが勿もつ体たいないですわ」

〈刻々帝ザフキエル〉の銃口を、狂三は外した。それは、彼女は華羽を害さないという意思表明でもある。

「っちゅうことは、付きおうてくれるん？」

「……仕方ないですわね。どの道、あなたは第ネ七ツ領ア域クへと繫つながる門ゲートを、当面は開く気などないのでしょう？　なら、わたくしはあなたを見定めることに時間を費ついやして差し上げますわ。もし、謀たばかっていたなら──」

　狂三はそう呟きつつ、わずかに目を細めた。ぞわり、と華羽の背筋に冷たい何かが蠢うごめいて、直感が危機を騒さわぎ立てた。

　ほんの少し、言葉の選せん択たく肢しを間違えるだけで狂三は彼女の命を刈かり取るだろう。

　だが、それは望んで取り込んだ〝状じよう況きよう〟だ。華羽は時崎狂三という災害を取り込み、しかして必死になって生き抜こうとしている。

「……随ずい分ぶん、贔ひい屓きしてくれるんやね」

「死にたがりを殺す趣しゆ味みはありませんわ。生きたがりを死なせることはありますが」

「そか」

　華羽は柔やわらかく、どこか悄しよう然ぜんとした様子で笑った。

「ウチの一世一代の大勝負や。ああ、怖こわい怖い」

「では、今日くらいは震ふるえて眠ねむるといいですわ。明日からはわたくしが守って差し上げますわ」

「ん？　どこ行くんや？」

「あなたの代わりを務めてきますわ。瑞葉さんとお話しなくては、ね」

「……ありがとな」

　狂三はどうでもいい、というように手を振ってその場から姿を消した。

　一人になる、一人になった、一人にしてくれた。

　すぅ、と呼吸すると新しん鮮せんな空気が自身の細さい胞ぼうを入れ替かえるような心ここ地ちがした。

　霊れい力りよくを編んで木製の盥たらいを創造すると、華羽はそこへ水を溜ためて素す足あしを浸ひたした。

「冷たいわぁ」

　肌はだにぞわりと、冷感が染しみ込んでいく。

　血が凍こおるような感覚は、すぐに太陽の熱で消え去った。後に残るのは、生なま温ぬるい水と生温い肌だけ。

　けれど、それが生きているということだと華羽は思う。

　生きるということは、結局、生温い水に身を浸すような時間であり、死ぬということは、冷えた水に溺おぼれるということ。

　しかし、その冷えた水に溺れる刹せつ那なの瞬しゆん間かんほど──生きているという実感が湧わく。

　無論、それは万人に通じる理り屈くつではないが。

　少なくとも、絆王院瑞葉はそう思うのだ。




　　　　◇




　銃ヶ崎烈美は、半ばエンプティであったときの苦しみを良く覚えている。

　準精せい霊れいの皆はエンプティ化することを、それほど大したものだとは考えていない。苦しみもなく、醜みにくくもなく、痛みすらもなく、消えていくのだと。

　違ちがう。そうではない。

　あれは一種の病だ。指一本動かしたくないと願ってしまうほどの重い倦けん怠たい感。

　生きたい、という想おもいが見る見る内に腐くさり果てていく恐きよう怖ふ。

「……緋衣中ちゆう佐さ（また出世した）も、そうだったのだろう？」

　銃ヶ崎が自身がエンプティだった過去を明かすと、響に同意を求めた。響もまた、かつて空っぽだった時があった。とある少女と出会うまで、自分は消えていくのだろうと確信していたほどに。

「わたし的にはそこまで酷ひどくなかったかもしれませんが……ああいえ、違いますね。わたしの方がよりエンプティ化が進行していたせいかもしれません。倦怠感は苦痛で、エンプティ化はその苦痛すら解放しますから」

「そうなのか……」

　エンプティ化が重度まで進行してから復活する準精霊は滅めつ多たにいない。銃ヶ崎や響は、その数少ない例外なのだ。

「では、白クのイ女ー王ンはどうやってエンプティをエンプティとしたままで操あやつっているんだろうな……」

「それは……分かりません」

　生きる気き概がいを無くし、滅ほろびゆく命。なのに、白クのイ女ー王ンに触れると誰も彼もが熱ねつ烈れつな信しん仰こうを抱いだき、死すらも厭いとわなくなる。

「第八領域ホドにも白クのイ女ー王ンの魔まの手が忍しのび寄っている。可能であれば、この戦争を一いつ旦たん停止して、この領域の安全確保を行いたいが──」

「そうもいかないですよね」

　二人揃そろってため息をつく。

　この戦争が停止すれば、エンプティ化が進行していく準精霊が間違いなく増えるだろう。

「さ、それは一旦棚たな上あげです。作戦、作戦を練らないと」

　二人はそう言いつつ、作戦地図を睨んだ。

「狂三さんは神しん出しゆつ鬼き没ぼつです。空飛べますし、撃ち落とすのは至難の業わざです」

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。第八領域ホドの空は風がやたらに強くてな。上う手まく飛ぶのも困難だ。低空飛行するだけなら、撃ち落とすのにさほど問題はない」

「予測ですが。多分、狂三さんはわたしを追いかけてくると思うんですよね。わたしだけを、徹てつ底てい的に追いかけてくると睨にらんでます」

「嬉うれしそうだなあ、緋衣中佐」

　響の顔は緩ゆるみきっていた。あの時崎狂三が自分に怒って追いかけてくるという事実が、もうかなり彼女にとっては最大の友情表現そのものだという気がしているのだ。

　正直、追いかけられると思うだけで胸がときめいて仕方がない。

「うん、分かった！　それヤンデレってやつだな！」

「病やんでませんよ失敬ですね！」

　ヤンデレ以外の何物でもないのだが、響としては違うらしい。

「それはともかく、だとしたら緋衣中佐が囮おとりになってくれるのか？」

「そうなりたいのは山々ですが、わたしが囮になっても一〇秒でやられるかと」

「だよなー」

　響はつくづく思い知っているのだが、時崎狂三はなんというか、こう──ふざけたと言うしかない強さなのだ。

　この隣りん界かいにおいて、白クのイ女ー王ンを一いつ敗ぱい地ちに塗まみれさせた唯ゆい一いつの存在。

　響が銃を片手に襲おそい掛かかったとしても、〈刻々帝ザフキエル〉を連射されてポイを撃ち抜ぬかれて死亡判定待ったなし。

「とにかく出会ったら逃にげるしかないです。〈王位簒奪キングキリング〉を使えば、誰かを身代わりにできますけど、敵ならともかく味方を犠ぎ牲せいにするのはさすがに」

「うん。そういうことをやる輩やからなら、私も貴様を中佐まで昇しよう進しんさせたりしない」

「ということなので、出くわしたら逃げるしかないんですよねえ。あと、こちらで使える札は……」

『拙せつ者しやくらいのものでござる。トランプだけに』

　ひょこりと出てきたのは、今や響の副官であるスペードエース軍ぐん曹そう。

「うーん、スペードエースさんが奇き襲しゆうを仕掛けてくれるなら……いや、ダメですね。スペードエースさんが出てきて驚おどろくのは一いつ瞬しゆんだけ。狂三さんなら、すぐに対応できるでしょう」

『拙者、平面ですし目立つでござるからなあ……』

「……ん？」

　──と、響は改めてスペードエースを見た。

「失礼」

『ござる？』

　響はスペードエースの肩かたを摑つかむと、ぐるりと回転させた。当然、何の変へん哲てつもないトランプの裏側が見えるだけだ。

『響中佐殿どのー？』

「……一回限りですけど、イケるかもしれません」

　実のところ、現状は奇き妙みような状態だ。キャルト・ア・ジュエーが行方ゆくえを眩くらませたにもかかわらず、なぜかスペードエースだけが叛はん逆ぎやく軍に加わっている。

　あの砂すな浜はまから鉄てつ条じよう網もうを乗り越こえたとき、スペードエースは後方に位置していたために狂三には出くわさなかったはずだ。

　言い換かえれば、スペードエースの存在に気付いていない。気付いていたとしても、彼女がここまで信しん頼らいを寄せられている、とまでは思考の埒らち外がいだろう。狂三とて、万能の神様ではないのだ。

「……よし、スペードエース軍曹。狂三さんを、いっちょ驚かせてやりましょう」

『姉者ってば悪い顔でござるな。しかし、面おも白しろそうでござる。その策、乗った』

　スペードエースもまた、ニヤリと笑った。











○一方、その頃ころ……






　──第ゲ五ブ領ラ域ー。

　立ち籠こめる熱気。燃え盛さかり続ける木々。地インフ獄エルノと呼ぶに相応ふさわしい領域。

　それが隣りん界かい第五の領域、ゲブラーである。

　そして今、こちらでは第八領域ホドのそれとは桁けた違ちがいの〝戦争〟が行われていた。

　いや、これは戦争と呼べるのだろうか。

　戦争というものは、どんなに酷いものであれお互いに同種だという認にん識しきがある。つまり相手も自分と同じ人間であり、思想や国家やその他様々な相あい容いれないものを理由に、あるいは大義名分として殺し合うのだと。

　だが、これは違う。

　そもそも同種ではない。狂きよう乱らんして襲い掛かってくる彼女たちエンプテイは、最も早はや人間としての形を成し得てなかった。

　そう、人間ではなくなった。巨きよ軀くの怪かい物ぶつ、蟲むしにも似た奇き怪かいな生物、人体のパーツを持ち合わせているからこそ、蠢うごめく様は悪夢のようだ。

　死にたくない、ではなく。こうなりたくない、はこの最前線で戦う準精霊たちの共通見解だろう。

　彼女たち（最早性別など無いも同然の異形であるが）は、強引にこじ開けた第三領域ビナーからの門ゲートの近辺に、ある種の巣ネストを構築して領域侵しん略りやくを開始していた。

　不幸中の幸いと呼ぶべきか。そもそも第ゲ五ブ領ラ域ーは普ふ通つうに生活するのも難しいほどに難なん攻こう不ふ落らくの領域だ。領域の縁ふちはところどころから溶よう岩がんが溢あふれ出ており、たまには噴ふん火かすら起きる。

　本来、この領域の敵と呼ぶべき存在は荒あれ狂くるう火山であった。

　だが、今はその火山群こそが頼たよれるべき味方とも言える。領域の侵略を抑おさえ込めているのは、火山の溶岩が無造作にエンプティたちを薙なぎ払はらっていくからだ。

　無論、それだけではないが。

　第ゲ五ブ領ラ域ーを守るために、全領域から戦せん闘とう向きの準精霊が殺さつ到とうしていた。第三領域ビナーの接続可能領域はこの第五の他ほか、第コ二ク領マ域ーと第六領域テイフアレトだがいずれも【天へ至る路シヤマイム・クヴイシユ】を破は壊かいすることによる完全封ふう鎖さを果たしている。

　唯一、第ゲ五ブ領ラ域ーだけが第三領域ビナーへと通じる道を破壊も封ふう印いんもしていない。それは支配者ドミニオンであるハラカの判断だった。

　もし全すべての道を封じてしまった場合、逆に攻せめ込むことができない──などという極きわめて好戦的な選せん択たくであるが。

　さて、その篝かが卦りけハラカは現状、不在である。彼女は今、第一〇領域マルクトへと出張って、そこでも支配者ドミニオンとなるべく動いている。

　従って、現在は篝卦ハラカがこれはと見込んだ弟で子したちの合議制によって、戦いは動いていた。そしてそのトップに立つのは、無む銘めい天使〈天星狼ライラプス〉と〈極死霊装・一五番ブライニクル〉を身に纏まとう、二つ名〝ビスケットスマッシャー〟。

　蒼ツアンである。

「ンッ」

　軽い呼吸音。旋せん回かいと同時に眼前の巨人が胴どう体たいからぱくりと割れた。そればかりではなく、吹ふき飛びながら周囲の怪物たちを混乱の渦うずに叩たたき込む。

「シッ」

　縦に割った、横に割さいた、上から叩き潰つぶした。

　何でもかんでも、それこそビスケットのように叩き砕くだく。後に続く準精せい霊れいなど顧かえりみもせず、振ふり返ることもない。

　まだ足りない、まだ足りないとばかりに先へ先へとひたすら猛もう進しんしていく。灰色の、ごつごつとした大地を踏ふみ荒らしていく。

「すっげー、あたしら先せん輩ぱいなのに全然追いつける気がしないわ」

　後を必死になって追い縋すがる準精霊の一人が、嘆なげくように呟つぶやいた。並走するもう一人がこくこくと首しゆ肯こうする。

「ハラカ様が一〇〇年に一人の天才って言ったのもよく分かるわ」

「ほら、何だっけ。『三さん国ごく志し』に呂りよ布ふっていたじゃん。多分ああいう感じだと思う」

「あー、ちょうど中国の子っぽいもんね」

　蒼が取りこぼした雑ざ魚こを、二人は容よう赦しやなく破壊していく。

　人間の足が百足むかでのように蠢く、頭部のない蟲のような怪物。無数の頭部が結合し、浮ふ遊ゆうする怪物。神が悪意を以もつて製造したとしか思えない、おぞましい怪クリー物チヤーたち。

　だが。

　悪意を以て製造された怪物は、偶ぐう然ぜんを以て生誕した怪物に悉ことごとく駆く逐ちくされていく。

「ンーッ」

　耳を澄すまさなければ聞こえないような声と共に、また怪物が一〇は薙ぎ払われた。

　それで、ようやく後ろを続く二人が気付いた。

「なあ、アレってもしかして……気合を入れた雄お叫たけびのつもりなのかな？」
















「……声が小さいというか……あれで声を出しているつもりなのかな……」

　しばしの沈ちん黙もくの後、二人は揃そろって呟いた。

「……かわいいね」「……かわいいわ」

　何となく、戦士としてというより可愛かわいさで敗北した気がして、先輩格の二人はがっくりと肩を落とした。

　ちなみに蒼の心象では、戦場に轟とどろく猿えん叫きようのつもりである。

「殺シヤャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ!!」

　──という感じの、聞いただけで敵の心しん胆たんを震ふるえ上がらせる声を出しているつもりなのであった。

「ッ」

　現実ではそんな感じ。まして思考することなど放ほう棄きした怪物たちはまったく恐きよう怖ふすることなく、ひたすら攻こう撃げきを続けるのみだ。

　戦闘終しゆう了りよう後、先輩たちから声に関する指し摘てきを受けた蒼は顔を真っ赤にして恥はずかしがり、照れくささに周囲の地じ盤ばんを無銘天使〈天星狼ライラプス〉で叩いて割った。




「今日はこの辺にしておこうか。蒼、おつかれー」

「お疲つかれ様……」

　声の失敗もあって少し落ち込んだが蒼は元気です、と気を取り直す。

　ここは、蒼が育った領域である。生まれたかどうかはともかくとして、ここでハラカに戦闘技術を叩き込まれたのは間ま違ちがいない。

　とはいえ、荒れ果てた故郷である。街を一歩離はなれれば、地獄だってもう少しマシなんじゃないか、と思う程度に草木一本とてない荒あれ地ちの極み。その癖くせ、ひび割れた地面からはひっきりなしに灼しやく熱ねつの溶岩が溢れ出る。

　そしてたまに派手に噴ふき上がっては、周囲の準精霊たちを驚かす。昼夜問わず、大地からはごろごろと、まるで巨人の唸うなり声のような音が鳴り響ひびいている。

　そんな最果ての領域だが、ここを侵略されていると聞いたとき、存外に蒼は憤いきどおるものを感じた。

　どうやらこんな故郷でも、自分にとってはそれなりに思い入れのあるものだったらしい。

　……ただ、唯ゆい一いつ。気に入らない点があるとすれば。

「時とき崎さき狂くる三みがいない、むかつく」

　自分をコテンパンに負かした相手である時崎狂三が、どこにもいないことである。白クのイ女ー王ンとやらにも敗北した気がするが、知らない内にどこかへ飛ばされた、くらいにしか感じられなかったし、特にダメージを受けた記き憶おくもない。

　何となく、自分が鬱うつ陶とうしくなって適当に捌さばいた──そんな印象がある。つまり、負けてはいない。断じて、断じてだ。

　もちろん厳密には敗北と呼べるものかもしれないが、あくまで自分が敗北したのはあの精霊、時崎狂三ただ一人である。

　そうでなければ、なんか、みっともないし恥ずかしい。

　霊装ドレスの裾すそを所在なく握にぎり締しめて、しばし落ち込む。

「どしたん？」

　がばりと抱だきつかれたので、むずがるようにその腕うでから離れる。

「何でもない」

　先輩だろうが誰だれであろうが、基本的に蒼はそういう不ぶ躾しつけな口調である。

　戦いに先輩も後こう輩はいもないから、というのが持論であり彼女に勝てる準精霊などただの一人も存在しないのだから問題ない。

「いやあ、でも今の表情はいいわね。まるで、恋する乙女のようじゃない！」

　その言葉に、不覚にもどきりとした。

　同時に納なつ得とくもする。時崎狂三のことを考えるたび、この胸がもじょもじょとする感覚。自分が自分でなくなるような、ふわふわした感覚。つま先から痺しびれるようなこの感覚。時崎狂三を殺あいしたいと考えるこの気持ちは。

　恋こい心ごころ、だったのか。

「なるほど。これが恋」

　よし、次に出会ったときに告白しよう。この〈天星狼ライラプス〉を振りかざし、彼女の頭に叩きつけると同時に。

　ああ、でもそれでは自分の告白が聞こえないのでは。

　つまり、告白してから叩きつけるべきか。

「ありがとう、参考になった」

「？　よく分からないけど、蒼に感謝されるのは気持ちがいいわね！」

　この準精霊はまったく与あずかり知らぬことだが、蒼の目的はこのとき、常人とはかなりズレたベクトルへと突つき抜ぬけてしまった。

　殺意のような恋心、あるいは恋心のような殺意を。蒼はバラバラにすることなく、同時に受け入れた。

　古びた上に、現状とは少しばかりズレているが、あえて言うならこうであろう。




　蒼は時崎狂三に、ヤンデレてしまったのである。




　　　　◇




　──第イ九エ領ソ域ド。

　輝俐キラリリネムは〝準精霊をダメにする〟柔やわらかクッションにぐったりと横たわっていた。指一本とて動かしたくない、とばかりに全身をぐんにゃりさせている。

　その周囲ではスタッフたちがああでもないこうでもないと忙いそがしく働いていた。

　輝俐リネムは第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオン代理である。

　本来の支配者ドミニオンである絆ばん王おう院いん瑞みず葉はが第八領域ホドに向かったため、その代行として彼女は政務（とアイドル業務）を任されていた。

　だが、いかんせん。無責任さでは他の追つい随ずいを許さない彼女である。

　根っからのサボり魔まで楽天家。なので、こうして準精霊をダメにするクッションで怠たい惰だに時間を過ごしているのだった。

「あー、ひーまー……」

　輝俐リネムがじたばたと両足を動かす。それを見た瑞葉の秘書が深呼吸した。

「すぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　そして空手の息吹いぶきのように勢いよく吐はき出した。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

「おい、最初の深呼吸はため息の予備動作か」

「はい。思い切り失望したことを表現したかったので」

　リネムの指摘に秘書はケロリとした顔で告げた。

「うっさいなー、ポテチ食った指で眼鏡に指し紋もんつけるぞ」

「何でそんな悪魔的発想が思い浮うかぶんですか、この腐くされ外げ道どう」

「アタシ支配者ドミニオンなのにその言い草は酷ひどくない!?」

「我々の中で、あなたは瑞葉様のオマケのようなもの。駄だ菓が子しについている何か適当なアレです」

　リネムが何か言うと、秘書も遠えん慮りよなくやり返す。本来なら、瑞葉がおろおろしながらストップを掛かけるのだが、生あい憎にくと彼女は今出張中。従って、秘書は躊ちゆう躇ちよなくリネムを言葉という名の暴力でぶちのめすのである。

「……それから、桃もも園ぞのまゆかですけど」

「ん？　あの子がどうかした？」

「どうかした、ではありません。処分を決めていただかないと……。瑞葉様はお優やさしいので、彼女に関しては監かん視し付きで様子見しているだけなので」

「別にあの子が罪を犯おかした訳じゃなし。悪いのはルークと名乗った、あのエンプティじゃないの」

「いえ、その前に輝俐リネム……つまり、あなたを騙だました罪があります」

　そもそも、第イ九エ領ソ域ドを揺ゆるがした騒そう動どうの発ほつ端たんは桃園まゆかが輝俐リネムを唆そそのかしたことから始まっている。彼女はリネムを騙して『月の声』を手に入れることを画策し、あまつさえ瑞葉の精神的動どう揺ようを狙ねらってリネムが死ぬことを期待していた。

　スキャンダルもスキャンダル、大スキャンダルである。

「罪じゃないわよ、そんなの。あ、いやでも待てよ。ちょっと桃何とかさんを呼んでもらえる？」

「……会うんですか？」

「そりゃ会うわよ」

　秘書がため息をついて、傍そばにいたスタッフに指示を下した。

　リネムは名残なごり惜おしむようにクッションに触ふれていたが、よしと気合を入れて久しぶりに立ち上がった。




「……何よ」

　桃園まゆかはふて腐れたようにそっぽを向いていた。アイドルとしての活動は既すでに廃はい業ぎようしている。当然ながら、ファンは既に居なくなっているし専属のスタッフも他よ所そへと移った。残ざん酷こくなほどに、彼女はこの領域でハブられていた。

　それは本人もよく理解しているのだろう。

　半ば捨すて鉢ばちな様子で、彼女はリネムと向かい合った。

　リネムはひょいとまゆかに近付くと、無造作に髪かみの毛を摑つかんだ。

「あ、やっぱり。アンタ、エンプティ化してるじゃん」

「噓うそ……!?」

　愕がく然ぜんとしてまゆかはコンパクトを取り出し、自身の姿を確かく認にんした。

　……白はく髪はつ化の現象は起きていない。肌はだ色いろも変わっていない。まゆかは騙されたと理解して、リネムを睨にらみ付けた。

「メンゴメンゴ。今のは噓だけど……自覚はあるっしょ？」

「それは……」

　まゆかは目を逸そらし、不安げに両りよう腕うでで自分をかき抱いだく。支配者ドミニオンどころか、今の自分はアイドルですらもない。

　ただ必死になって生き足あ搔がいた結果、ここにいる。だが、ここにいるだけだ。今の自分は何もできず、何も求められない。

「……分かってるわよ、でもどうしようもないじゃない」

「ンなことないわよ？」

「じゃあ、何しろって言うの！　アイドルじゃないわたしに、何の価値も取り柄えもない！」

　リネムは首を傾かしげて言った。

「一つ、凄すごい取り柄があるでしょ？」

「──え？」

　ぽかんとした顔で、まゆかがリネムを見やる。自分に、何があるというのだろう。

「アンタ、ものすっっっっっっごい────腹黒じゃない！」

　その言葉に、まゆかはしばし硬こう直ちよくした後、わなわなと震ふるえて涙なみだ目めで絶ぜつ叫きようした。

「そんなん取り柄であってたまるかボケーーーーーーーーーー！」

「何でよ！　この第イ九エ領ソ域ドでアンタくらいよ、あそこまで割り切って皆みんなを駒こま扱あつかいして動かすことができたのは！　凄いわ、けんぼーじゅつしゅー？　ってやつよ！」

「褒ほめてるの!?　ねえこの人、ホントに褒めてるつもりなの!?」

「桃園さん、非常に残念ですが輝俐さんは本当に褒めているつもりなのです」

　割り込んだ秘書の発言に、まゆかは啞あ然ぜんとした。

「凄いバカだこの人」

「アタシはバカかもしれないけど、アンタが腹黒なのもまた確か。でもさ、それだって個性じゃない？　だったら、アイドルなんてやめちゃってそれを活いかす方向で生きれば、エンプティ化なんて心配しなくて済むと思うのよ、アタシ！」

「腹黒なんて、何に活かせばいいのよ！」

「第イ九エ領ソ域ドを守る方向とかで」

「……わたしの無む銘めい天使は、戦いにあまり向いてないんですけど」

「でも、頭は回るでしょ？」

「輝俐さん。つまり、桃園まゆかを門番スタッフとして配置しろ、ということですか？」

「正確にはその上ね。今って、なんか適当に見回ってるだけじゃない？　領域会議でそのこと喋しやべったら、めっちゃ他ほかから怒おこられたんだけど！」

「う。それは、確かに──」

　秘書が言い淀よどむ。

「……え、今まで適当だったの？　区分を決めて定期的に見回るとかではなく？」

　まゆかが訝いぶかしげに口を挟はさむ。秘書は恥はずかしげに頷うなずいた。

「昨日はここに行ったから、今日はここに行こう程度は決めている……と門番の方々は仰おつしやっていましたが……」

「それは定期的じゃなくて適当って言うのよ！　アンタたち、仮にも第イ九エ領ソ域ドを守らなきゃならない身分でしょ!?」

「ここ、あまりに平和過ぎたからねー」

「隣となりが第一〇領域マルクトなのに……そりゃ少し前までは〝人形遣いドールマスター〟のせいで、鎖さ国こく状態だったけど。アイツも死んで、今や後こう継けい者しや争いが再燃してるらしいし」

「……そうなのですか？」

　きょとんとした表情で、秘書が首を傾げた。

　まゆかは据すえた目で秘書を睨み、リネムを睨んだ。

「アンタたち、アイ活にかまけて肝かん心じんの領域を守るって仕事が全然ダメじゃないの」

「ん。瑞葉のところに報告来てなかったみたいだからねー。あの騒動で調べてビックリだ」

「……その件に関しましては、大変申し訳ありません……」

　秘書が頭を下げるのを見ながら、なるほどアイドルには聞かせられない、聞かせたくないからか──と、まゆかは心中で毒突づく。アイドルが支配者ドミニオンというデメリットがコレだ。

　アイドルとして輝かがやくために、領域の暗い話は彼女に辿り着く前に消えてしまう。

「で、情報も集めなかった訳ね？　大したことないって、もうずっと油断していた訳ね？　そりゃ、いつのまにか」

「情報が命なのにねー。アタシは死にかけてたから、それどころじゃなかったけど」

　リネムのぼやきに、秘書はますます小さくなる。

　それを見て、まゆかはフンと鼻で笑った。連れてこられてきたときは悄しよう然ぜんと佇たたずんでいた彼女は、いつしか自信を漲みなぎらせるように、ピンと背中を張っていた。

「いいわ、オッケー。わたしが指揮してあげる。とりあえず、その門番スタッフのボンクラたちをとっとと集めてちょうだい。わたしが一番偉えらいってことでいいわよね？」

「いいよー。報告はわたしか、瑞葉か、秘書ちゃんに」

　瑞葉の名前が出た途と端たん、まゆかの目がまたもや据わったものになった。

「瑞葉には嫌いやでーす。報告するならリネム先せん輩ぱいにしておきまーす」

　ぷい、とそっぽを向いて彼女は宣のたまった。その様子に、リネムが首を傾げる。

「アンタってば、瑞葉のこと嫌きらいなの？」

「大っっっっっっっ嫌いですよ！　わたしが持ってないもの、全部持ってますからネ！」

　噓ではなく、桃園まゆかは絆王院瑞葉が嫌いだ。憎にくんでいる、と言ってもいい。

　自分に無いものを全すべて持っている──誰だれからも愛され、努力して、しかも善良。底そこ抜ぬけに善良で、未来と自分と仲間たちを信じている。

　だから、大嫌いだ。

「ほへー」

「あとリネム先輩も負けず劣おとらず嫌いですので、そこんとこは勘かん違ちがいしないでください」

　そして輝俐リネムも嫌いである。

　彼女は瑞葉と逆だ。誰にも愛されなくとも平気な顔で、自分の道を定めて真っ直すぐ歩く。まゆかが彼女の死を望んでいたことも、まったく問題にしていないのだろう。

　──妬ねたましい。じくじくと考えている自分が、まるで馬ば鹿かみたいじゃないか。

「じゃあ報告はどっちにでもいいじゃん！」

「……先輩は嫌いですが、瑞葉さんとは一いつ緒しよにいたくないので」

「？　訳が分からないんだけど」

「分からなくていいですよ、これはわたしの気分的なアレですから。リネム先輩は嫌いですけど、喋っても良いというだけです」

「ヘンな後こう輩はいだ！」

「ええ、それではよろしくお願いしますね。ヘンな先輩♪」

　まゆかがふにゃりと笑う。小馬鹿にするはずだったのに、なぜか笑えみが蕩とろけてしまった。

「……いい顔で笑うじゃないの、アンタ」

　リネムが満足げに頷くと、まゆかはたちまち笑うのを止やめてそっぽを向いた。




　　　　◇




　──第八領域ホド。

　絆王院瑞葉は今回、この領域を訪おとずれた主目的を果たせずにいた。実の姉である絆王院華かれ羽は、彼女と話し合うことである。

　……瑞葉は過去の記き憶おくがほとんどない。気付いたら、この隣りん界かいで生きていた。ただ、彼方の世界げんじつの知識や常識はインプットされていた。ほとんどの準精せい霊れいはそうして生まれてくる──いや、墜ちてくる。

　過去の記憶が一いつ切さい無いものもいるが、わずかながら記憶を持ち越こしている者もいる。

　瑞葉の過去の記憶は、唯ゆい一いつ無二の事実──華羽が、自分の姉であるということだけ。

　それだけは、この隣界で目覚めてからずっとこの身に刻まれていた真実だ。

　自分と比べると華羽は色々な記憶を持っている、と思う。華羽は決して、瑞葉に彼方かなたの世界について語ろうとしなかったが。

　どんな家に住んでいたのか、両親はどんな人間だったのか、そして華羽と瑞葉は──どんな風に〝姉〟と〝妹〟として過ごしていたのか。

　華羽は一向に、まったく何も語ろうとせず。

　瑞葉は何となく空気を読んで、問い質ただそうとしなかった。そもそも、隣界で生きていくのが大変だったので、それどころではなかったのも確かだが。

　──でも、そろそろいいだろう。

　何となく、瑞葉はそう思ったのだ。予感した、と言い換かえるべきかもしれない。

　だから忙いそがしい時期ではあったが、第イ九エ領ソ域ドの運営を輝俐リネムとスタッフに頼たのみ、自分は第八領域ホドを訪れた。

　けれど、華羽はなぜか会ってくれなかった。会いたくなさそうな視線で見られることはあっても、明めい瞭りように拒きよ絶ぜつされるのは初めてだ。

　だからと言って第イ九エ領ソ域ドに戻もどる気にはどうしてもなれなかった。そうして、もう既すでに十日以上もだらだらと過ごしていた。

　瑞葉は気分転てん換かんに散歩でもしようと、絆王院城の門を出ることにした。しばらく歩けば要よう塞さいに、要塞と周囲の鉄てつ条じよう網もうを抜ぬければ砂すな浜はまに出られる。

　だが、瑞葉はそこまで向かう気はなかった。要塞までの小道を、ぼうっとしながら歩くだけでも充じゆう分ぶんだ。

「夏……」

　第八領域ホドはいつも、夏だ。

　春でも秋でも冬でも、夏なのだ。

　……昔はちゃんと、四季があった気がする。だが、華羽が支配者ドミニオンに就任してからは、夏しか訪れなくなった。

「夏が好きやからなぁ」

　そんな風に、彼女は笑っていたっけか。

　立派な姉であり、立派な支配者ドミニオンだと思う。彼女と喋るだけで、劣れつ等とう感に押し潰つぶされそうになる。

　……好きではあるのだけど。信しん頼らいしてはいるのだけど。

　でも、ずっと一線を引かれているような感覚があった。いや、一線を引いていたのは自分かもしれない。劣等感に苛さいなまれて、華羽を忌き避ひしていたのは自分だった……？

　首を横に振ふる。

　どうあれ、今の自分は第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオン。華羽と向かい合って、話をしなければならない。

　妹だからではなく──一人の準精霊として、だ。

　けれど、華羽は会ってくれない。大切な、とても大切な話があるのに。

「どうしようかなぁ」

　蟬せみの声が、うるさい。けたたましい生命の響ひびき。偽にせ物ものなのに、精せい一いつ杯ぱい夏であることを証明しようと鳴き続けている。

「あら、偶ぐう然ぜんですわね？」

　玲れい瓏ろうたる声。夏の暑さにもかかわらず、周囲を凍てつかせる氷の気配。

「時崎……狂三さん？」

　第イ九エ領ソ域ドで白クのイ女ー王ンと戦い、敗北した後行方ゆくえ知れずとなった時崎狂三が、そこにいた。

「え？　一体、どうして──」

　狂三が手を突き出し、瑞葉の言葉を制した。

「良いタイミングですわ。よろしければ、少々お話などいたしませんこと？」

「……あ、はい……」

「感謝いたしますわ」

　つい、と顎あごを引いて謝礼する。そのあまりに穏おだやかで典てん雅がな仕草に、瑞葉は少し目を奪うばわれた。

「わたくし、まだ来たばかりで詳くわしくないのですが──茶屋などございませんの？」

「あ、はい。知り合いがひっそりやっているお店があります」

「では、そちらへ参りましょうか」




　　　　◇




　瑞葉の案内でやってきた茶屋は、こぢんまりとしていて四人も入れば満員のようだった。

　坂の上にあるお陰かげで、美しい海と砂浜がよく見える（そのすぐ傍そばにある鉄条網と要塞はご愛あい敬きようということにしておいた）。

「いらっしゃいま……あら、まあ」

　瑞葉の顔を見て驚おどろいた様子の店員だったが、すぐに嬉うれしそうに冷たい麦茶を差し出した。

「瑞葉様がこちらへいらっしゃっていたとは」

「ええ、少し前からこちらに詰つめていまして。華羽姉様に会いたくて……まだ会えてないんです」

「華羽様、最近はこちらにもいらっしゃらないので残念です……」

「会えたら、お店に行くように伝えておきますね」

「ありがとうございます。それで、ご注文は何にしますか？」

「私はあんみつを……狂三さんは？」

「宇う治じ金きん時ときをお願いできれば……」

「はいはい、少々お待ちくださいね」

　店員が店の奥へと消えた。

　さて、と狂三が口を開こうとするとちりん、と鈴すずの音が邪じや魔まをした。

「あら、風ふう鈴りん」

　ちりんちりんと、海から来る風に吹ふかれて風鈴の鈴が鳴っている。

　硝子ガラス製の、丸い形をした風鈴はクラゲのような可愛かわいらしさがあった。

「鉄でできた風鈴もありましてよ」

「へぇ。風鈴ってどれもこういうものだとばかり」

「音に違ちがいがありまして。鉄の方は少し……楽器のようですわね。硝子の方は、作りが単純な分、音も素そ朴ぼくですわ」

「どちらがお好きですか？」

「鉄ですわね。多少の強い風なら、正しく鳴り響くので」

「お待たせしました、あんみつと宇治金時です。ではごゆるりと～」

　夏の風物詩とも言えるあんみつは、豆、寒天、それに小豆あずき餡あんに黒くろ蜜みつをかけたものが主流であり、大たい抵ていはこれにフルーツが添そえられている。

「考えてみれば、あんみつってよく分からないデザートですわね」

　狂三の言葉に、ですねえと瑞葉も同意した。

　小豆餡と蜜はどちらも単ピ独ンで勝負できるほどに甘い代しろ物ものだ。だから、小豆餡に黒蜜をかけただけでは、多分甘いだけだ。なのに甘くない豆やサイコロ状に切った寒天を加えると、あんみつになるのだ。

　この店のあんみつには、寒天と豆の他ほかに彩いろどりを加えるためかミカンやパイナップルが加えられている。

　瑞葉は最初に餡をしばらく食べてから、蜜がかかった寒天に挑いどみ、合間合間にフルーツを食べる。フルーツが酸っぱくなるが、そこがいい。

「スマホで見たのですが、あんみつってみつまめの派生系らしいですわね。豆と寒天に黒蜜をかけて食べていたところに、餡を増やしたとか」

「私はこの餡がボリュームを担保してくれて、好きですね」

　そんな他愛もない話をしながら、瑞葉は狂三の格好を見る。いつもの瀟しよう洒しやな霊装ドレスではなく、ビキニスタイルの水着の上から薄うすいパレオを纏まとっていた。

「あら？　この水着、気になりまして？」

「は、はい。お着き替がえになったんですね。驚きました」

「郷に入っては何とやら、と申しますでしょう？　あなたはいつも通りですのね」

「はい。水着はその……他人に見せるのは許可が必要なので……」

「……アイドルは大変ですわねぇ」

　ちりん、と鈴の音が会話を断った。

　沈ちん黙もくの後、ようやく瑞葉が本題を切り出した。

「狂三さんは……どうして此こ処こへ？」

「第三領域ビナーで白クのイ女ー王ンと戦いまして」

「え……!?」

　狂三は淡たん々たんと、第三領域ビナーにおいて自分が白クのイ女ー王ンに一矢報むくいて脱だつ出しゆつに成功したことを語った。

　それでも、激戦の熱が瑞葉には感じ取れたらしく、神しん妙みような表情で幾いく度ども頷うなずいた。

「……それで、第八領域ホドへ……大変だったんですね」

「ええ。……わたくしは第一領域ケテルに向かうため、ここもすぐに出る予定です。まあ、あなたの姉に押し留とどめられたせいで足あし踏ぶみ状態なのですが」

　姉、という言葉に瑞葉が反応した。

「狂三さん、華羽姉様ですが……様子がおかしかったりしませんでしたか？」

　困った、という感じに狂三は首を傾かしげる。

「わたくし、あの方とは出会って間もないので何とも……」

「ですよね……すいません、ヘンなことを聞いてしまって」

「あなたは華羽さんの、実の妹……ということでよろしいんですわよね？」

「……はい。私、彼方の世界げんじつの記き憶おくはほとんど存在しないのですが、それだけはハッキリと記憶しています。あの人は血を分けた、私の姉です」

　発言に迷いはなかった。

「姉し妹まいとしての思い出を覚えている訳ではなく？」

「はい。……ただ、もしかすると姉様の方は覚えているのかもしれません。でも、一度として私には話してくれたことがなくて」

　瑞葉は顔を俯うつむかせる。

　Ｓランクのアイドルとは、憂うれいの表情すら絵になるな──と狂三はぼんやり思った。そして、一つの矛む盾じゆんに気付く。

「佐さ賀が繰くれさんが仰おつしやるには、華羽さんは彼方かなたの世界については覚えてないと──」

「……いいえ。妹である私には分かります。姉様は、覚えていないのではなく。秘密にしているのです」

　瑞葉はそう断定した。

「私は……それが不満でした。そして不安でした」

　彼方の世界げんじつの記憶。

　狂三はどちらかと言えば、持っていると言えるかもしれない。自分の大義を覚えている。自分がやるべきことを知っている。

　……大切な人の名前を思い出せないのに、仇かたきの名前だけは覚えている。

　けれど、このことについて響ひびきに語ったことは一度もない。語っても無む駄だというか、気分を重たくさせるだけだから、ということもあるが何より──大切だからだ。

「……わたくし、響さんに秘密にしていることが幾いくつかありますわ」

「緋ひ衣ごろもさんに……？」

「ええ、ええ。共に死地を駆かけ抜ぬけた響さんを、わたくし大いに信しん頼らいしておりましてよ。でも、話していないことがあるのですわ。華羽さんも同じでは？」

　どれほど大切な友人でも……いや、大切な友人だからこそ。決して踏ふみ込んで欲しくないものがある。

「何もかもを分かち合うべきだ、という考えを否定はしませんわ。ですが、わたくしはその言葉に安易に頷くには、あまりに複雑な生き方をしてきたのですわ」

　人を殺した。

　山のように殺した。虫けらのように殺した。殺して殺して、殺し続けた。誰だれかを返り討うちにして、誰かを邪魔だと省いた。罪の多た寡かなど関係はない。いや、時崎狂三は時崎狂三というだけで、もしかしたら罪深いのかもしれない。

　けれどそのことについて、後こう悔かいをしていない。

　……ただ、それを声こわ高だかに響へ語ろうとは思わない。

「だから、あなたの姉も同じではありませんの？　あなたが妹だからこそ、語りたくないという事実はあるものでしてよ」

「それは──そうなのでしょうか」

「わたくしからも質問、よろしいですの？」

「あ、はい。どうぞ」

「佐賀繰さんからお伺うかがいしています。華羽さん、支配者ドミニオンになってからはすぐにあなたを切り捨てるように動いたと。恨うらみに思ってはいないのですか？」

　びっくりした、というように瑞葉は目を丸くして首を横に振ふった。

「いえ、全然」

「どうしてでしょう？　普ふ通つう……それは、恨むのではありませんの？　権力を握にぎった途と端たんに、用済みとなったのでしょう？」

「……違います、全然。むしろ逆です。姉様が第八領域ホドの支配者ドミニオンになってすぐは、ここも第一〇領域マルクトのように殺さつ伐ばつとしていました。だから、私はすぐにここを離はなれる必要がありました。私は姉様のように、戦せん闘とう向きではなかったので」

「では、自分から望んで？」

「はい、望んで。……そのお陰で、私は……アイドルになれました。リネムさんや他ほかの皆みなとも出会えました。第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオンにも。だから、此処へは妹の瑞葉としてではなく、支配者ドミニオンとして話に来たのです」

　そう言い切った瑞葉の眼まな差ざしは、何とも力強かった。

「……ふぅん。そういうことなら……」

　妹として、甘えに来たのではなく。一人の準精せい霊れいとして話をしに来たのであれば。

「わたくし、伝えておきますわ。恐おそらくまだ、華羽さんは瑞葉さんが会いに来た理由までご存知ないでしょう。それでも会わないというのであれば、それはもう華羽さんの怠たい慢まんに他なりませんし」

「……ありがとうございます、狂三さん」

「そう言えば、あなたは銃じゆうヶが崎さき烈れつ美みさんとはお知り合いですの？」

「え？　あ、はい。完全に敵対するまでは……」

「華羽さんが、銃ヶ崎さんについて語ったことはありまして？」

　その言葉に瑞葉は不思議な表情を浮うかべた──悲しんだのである。

「はい。よくお城へ銃ヶ崎さんは遊びに来てくれました。今はもう、難しいでしょうね。姉様は鬱うつ陶とうしがっていましたけど、私は羨うらやましかったです」

「羨ましい……？」

「だって、あの姉様が愚ぐ痴ちを零こぼしていたのは、銃ヶ崎さんだけでしたから。『あの子は本当に疲つかれるわぁ』って、楽しそうに言うんですよ。正直、ちょっと妬やけたくらい」

「あら、あら」

　微笑ほほえましい、と狂三は思うと同時、なぜ悲しむのだろうと首を捻ひねる。

「だから、今は悲しいです。……あの二人はもう、そんな風になれないと思いますから」

　それはもう、絶対的な立ち位置だ。

　第八領域ホドに集つどう準精霊たちは、二人が仲良くなること自体を許せないだろう。いや、許せないというよりは許してはならない。

　なぜなら、ここに居る彼女たちは殺し合いにならない程度の真剣勝負を行うことを、生きる理由としているのだ。

　エンプティ化を防ぐために、どこまでも真剣に。

　それがもし、八や百お長ちよう化すればどうなるか。……この第八領域ホド全体が、揺ゆれ動く。

　何もかもが信用できなくなる。殺し合いに発展する可能性もあり、エンプティ化が促そく進しんする可能性もある。

　そして、それを喜ぶのは──白クのイ女ー王ンだ。

「……解決したいものですが……」

　狂三はため息をついた。赤の他人のために動くのは、自分の信条ではない。ないのだが。

　白クのイ女ー王ンの利益になるものは、塵ちり一つとして我が慢まんならない。

「でも、解決といっても……どうやって？」

「そこですわね。……どうやって解決したものか……いえ、できるものなのか……」

「時崎様！」

　茶屋に飛び込んできたのは、佐賀繰唯ゆいだった。

「佐賀繰さん？」

「……緋衣殿どのが、砂すな浜はまにやってきました。彼女が言うには時崎様に、その……出てくるように、とのことです」

「──ほう」

　気配ががらりと変わったせいで、茶屋の娘むすめは焦あせって盆ぼんを落とし、佐賀繰と瑞葉の背中に冷たい汗あせが流れ落ちた。

「響さんが、わたくしに、出てこいと仰った……ということですわね？」

「は、はい。そうですかしら」

　佐賀繰が焦ってヘンな語ご尾びになっていた。

「うふ、うふふ。うふふふふ。このわたくしに出てこいと。響さん、ちょっとオイタが過ぎましてよ？」

　狂三が〈刻みず々でつ帝ぽう〉を構える。茶屋の娘は店の奥へと逃にげ込んだ。

「それでは瑞葉さん、佐賀繰さん、わたくし、ちょっとお出かけしてきますので。失礼いたしますわ」

「あ、はい。その……ほどほどに……」

「ええ、ええ。もちろんですとも。ほどほどに、ほどほどに叩たたきのめしてきますわね。それでは、ごきげんよう」

　茶屋の席から立った狂三は、パレオをちょいと摘つまんで挨あい拶さつすると走り出した。

「……大だい丈じよう夫ぶかしら、緋衣さん……」

「私からは何とも……。ただ、先方も妙みように気合が入っていたことは確かです」

「うーん……でも、緋衣さんが気合を入れてもなぁ……」

　緋衣響が一〇〇人いても、狂三に勝てはしないだろう。

「しかし、一矢を報むくいることはできますかと」

　佐賀繰はそう言いつつ、問題の本質は別にあると理解していた。一矢報いる……果たして、緋衣響はどういう方法で一矢報いようとしているのか。

　そこがある意味、恐ろしかった。




　　　　◇




　緋衣響は砂浜に一人、仁に王おう立ちしていた。要よう塞さいからの銃じゆう撃げきはない。どうやら先ほどの宣戦布告により、狂三が来るまでは待機中らしい。

「ふっふっふ、ふふふのふ。膝ひざが震ふるえてきましたよ」

『おお、武む者しや震ぶるい』

「いや、マジで怖こわくなってきて。でも、ポイさえ破けば向こうの負け。いくら狂三さんでも、この領域のルールを破るほど理り不ふ尽じんな真ま似ねはしない！　はず！」

『さーて、どうでござるかなー。我々、この第八領域ホドで桜のように散ってしまう可能性も残されているでござるからなあ』

「そういうネガティブ思考は禁止の方向でー！」

　響は深呼吸して、愛おそろしい（？）時崎狂三を待つ。今の気分、三国志に喩たとえるならば関かん羽うを待ち構えるモブ兵士という気分。一いつ般ぱん的にそれは死ぬのと同義ではないだろうか。

「い、いや。モブ兵士ではない、わたしは計略を以もつて狂三さんを制する……言うなれば、諸しよ葛かつ孔こう明めいみたいな役回りのはず」

　うんうん、と一人思い込もうとする響の前に、




「ひーびーきーさーんー？」




　関羽が、やってきた。

　砂浜にて、時崎狂三と緋衣響が対たい峙じする。両者とも体のどこかにポイを装着していた。

　戦意は明めい瞭りよう。あとは、戦うだけ。

　だが……響は当然のように理解している。真っ向勝負で勝てるはずがない、と。それは狂三も理解していて、意地悪い笑みを浮かべているのはいつ仕し掛かけても勝てる、という自信からだろう。

「こんにちは、狂三さん。ふふふ、まさか絆王院側にいるなんて。同じ場所から転移したはずなのに、随ずい分ぶんズレがありましたね」

　内心で冷や汗をかきつつ、響はとりあえず話しかけた。狂三はやる気満々である。だが、このままでは罠わなにも引っ掛かりそうにない。

「……ですわねえ」

　なので、とりあえず話しかけることにした。話しかければ、狂三は応じる。撃うつ気満々であっても、響が怯おびえねば話が始まらないからだ。

「でも、どうして絆王院さんについたんですか？」

「偶ぐう然ぜんですわ、偶然。たまたま絆王院さんのところに行っただけですわ。あと、そちらの体育会系的雰ふん囲い気きは、些いささか苦手でしたし」

「そ、そうですかー。では、戦うしかありませんね」

「ですわね。では遠えん慮りよなく──」

「でも！」

　危ない、銃を撃つ気満々だった。

「でも狂三さん、わたしたちこれではまるで──ロミオとジュリエットみたいだと、思いませんか!?」

「……まーた言ってますのね、それ」

　あまりに吞気な発言に、さすがの狂三も隙すきを見せた。

「愛し合う二人が引き裂さかれるなんて、ほらまさに！」

「誰だれが愛し合う二人ですの、誰が」

　狂三が呆あきれたように肩かたを竦すくめる。よし、掛かった……と響は内心でほくそ笑む。

「ところでやっぱり狂三さんがロミオですかね」

「わたくしがジュリエット。そこは譲ゆずれませんわね」

　つん、と狂三は主張する。馬ば鹿かげた話だと言いつつも、狂三的にそこは譲れないらしい。

　響はニコニコ笑いながら、尚なおも話を続ける。ゆっくりと目的地へ誘ゆう導どうさせるために、微び妙みように移動を続ける。

「おっと狂三さん、さすがの乙おと女めモード。しかしですね、言わせていただければ狂三さんの振ふる舞まいは、準精霊たちにとっては目の毒ですよ！」

「……な、なんですの目の毒とは」

「いやあ、だって狂三さんはいつでもカッコイイですから。そりゃあロミオとして憧あこがれる子もいるってことです」

　響は本心から喋しやべる。噓うそをつくコツは、大きい噓と小さい本音を繰くり出すことだ。狂三も響の歩調に合わせて、ゆっくりと動き始める。

「それはそれは。光栄ですわね。でも、わたくしはジュリエットですわ。ただ、わたくしは彼ら彼女らと違ちがってそもそも、争っている家族など存在しませんわ。従って、ロミオを一度摑つかんだら離はなしませんわよ？」

「狂三さんらしいですねー」

「──さて。何を策しているんですの、響さんは？」

「ぐえ」

　狂三が足を止め、目当ての地点を銃で撃った。途と端たん、どぼりと音がして砂浜の一部がへこんだ。

「落とし穴とは、何とも古典的ですわねえ」

　呆れたように狂三が呟つぶやいた。彼女の足あし下もとには、夜に響たちが掘ほった落とし穴。当然、上に擬ぎ装そうを施ほどこしてあったのだが、狂三の目はその微かすかな不自然さを見み逃のがさなかった。

「バ、バレてましたか……。でも、視線を送ったつもりはなかったんですけど」

「逆に不自然ですわよ。何気なく見ようとしない場所があるなんて、そこに何かがあるというアピールも同然ですわ」

　得意気に指し摘てきする狂三は、まだそれに気付いていなかった。

「ですが狂三さん、この戦いはわたしたちの勝ちです！」

　響の策は二段構え。第一段階が落とし穴、恐おそらく細心の注意を払はらっても間違いなく狂三は罠に気付く。

　だから、この状じよう況きようは織り込み済みだ。

　そして第二段階。真の切エりー札スであるトランプ少女、スペードエース。

　彼女は今、落とし穴の底に埋うまっていた。落とし穴の底に土を被かぶって隠かくれた彼女は、穴の縁ふちの狂三の声を聞いて居場所を確かく認にん。

　立つと、一気に壁へき面めんを駆かけ上がった。

「な……!!」

　完全に意表を突く形で、狂三の眼前へスペードエースが躍おどり出た。〈刻々帝ザフキエル〉を構えるも、懐ふところに入り込んだスペードエースへは角度的に撃つことはできない。

　手慣れた刀を使い、狂三のポイ目め掛がけて平面状態からの刺つ突き。

　間合いこそ著いちじるしく狭せまいが、スペードエースにとっては慣れた距きよ離りである。

　しかし、だ。

　次の瞬しゆん間かん、時崎狂三も、緋衣響も、そしてスペードエースも衝しよう撃げきを受けることになる。

　運命とは、時に思いも寄らぬ光景を与えてくる。




　狂三は飛び出してきたスペードエースを見て瞬時に状況を把は握あくし、迎げい撃げきは不可能だと結論付けた。だが、回かい避ひであればかろうじて可能だろう。

　背を反らしながら倒たおれ込むように後退する。

　スペードエースも、当然のように追い縋すがろうとする。だが、切先は体のポイへとわずかに届かず。必然、背を反らせた彼女の胸元に刃が届くことになる。

　……そして、繰り返すことになるが。

　時崎狂三の水着は、黒と赤を基調にしたビキニスタイルにパレオを纏まとったもの。

　スペードエースはポイを切り裂くことはできないと、反射的に寸止めした。

　寸止め。彼女の刀の切先が、狂三を傷つけることはなかったが──。




　ぶちん。




「は？」

「え？」

『む？』

　切先が届いた胸むな元もとの紐ひもが、耐たえ切れずに弾はじけた。次いで夏の風が、狂三の胸元をあけすけに広げた。

　見えた。

　時間が、凍こおり付いた。

　スペードエースも、緋衣響も、時崎狂三も、誰一人として動けなかった。

　あけすけな胸元。状況を認識することができない、脳が理解を拒こばんでいる。

「ぽろり!!」

　響が叫さけんだ。

　その絶ぜつ叫きようによって、ようやく狂三が動いた。

　顔を真っ赤にして、胸元を押さえてしゃがみ込む。スペードエースはその隙を見逃すことなく、迷わず容よう赦しやなくポイを貫つらぬいた。

『いよっしゃ！　でござる！』

「な、何てことを……！　響さん！　……響さん……？」

　激げき怒どした狂三が響に牙きばを剝むこうとしてピタリと止まる。スペードエースも釣つられて振り返る。

　緋衣響は、七しち孔こう噴ふん血けつしていた。

　満足げな表情を浮うかべて、

　気まずげに押し黙だまった二人は顔を見合わせる。狂三はビキニを手で押さえたまま、ぽつりと呟いた。

「……これ、わたくしの負けになりますの？」

『なるはずでござる』

「納なつ得とくいきませんわ……」

　響は安らかに、幸福そうに、鼻や耳や目から血を流していた。

「ぱっと見だと物もの凄すごい凶きよう悪あくなウィルスに感染した患かん者じやっぽいですわね」

『あー……』




　　　　◇




　目覚めると、狂三が菩ぼ薩さつの如ごとき表情で待ち構えていた。なお、どう考えても怒おこっていた方がマシ、という状況であるため、響はすぐに死の覚かく悟ごをした。

「お目覚めですのね」

　狂三の声は落ち着いている。響はしばし考えて、おずおずと尋たずねた。

「あの、わたし、なんか記き憶おくが飛んでるんですが……勝ったんでしょうか？」

「わたくし、負けたみたいですわね」

「おお……しかし何な故ぜ、わたしは……ってあれ？　手が赤い？」

「いえ、手だけではなく全身ですのよ」

　狂三が手鏡を響に突きつける。響の全身は真っ赤に染まっていた。まるで誰かに血を浴びせられたよう。

「狂三さん……いくら何でも酷ひどいと思います……」

「わたくしの責任にするのは勝手ですが、あなたの自じ滅めつでしてよ」

「え、マジですか」

『マジでござるなー』

　スペードエースが加わった。

「え。ってことはわたしって、何の脈みやく絡らくもなく血を垂れ流したんですか。物凄い凶悪なウィルスにでも侵おかされているんですか、わたしってば」

　……狂三はまじまじと響を観察する。

「記憶はありませんの？」

「あー、えー……確か落とし穴がバレましたよね。で、その底に潜ひそんでいたスペードエースさんが奇き襲しゆうを仕し掛かけて……」

「ですわね」

「そこからさっぱり覚えてません！」

　胸を張る響を、狂三は極きわめて訝いぶかしげに見やる。霊装ドレスの胸元は押さえたままである。

『怪あやしいでござるな……』

「……まあ、覚えていないというのであれば不問にいたしましょう。しかし、何ともはや腹が立ちますわね」

　ちらりとスペードエースを見る。

「それで。あなたは一体、何なのでして？」

『何なの、と言われてもでござるな……』

「キャルトさんはどうしましたの？」

『主あるじであるキャルト殿どのが逃にげる際に拙せつ者しやだけ捕つかまってしまったのでござるよ。で、何の因果か、緋衣中ちゆう佐さ殿の副官になったでござる。拙者、まだ軍ぐん曹そうなのに』

「はあ、なるほど…………中佐!?」

「そう、わたし中佐ですよ中佐！」

「第イ九エ領ソ域ドといい、響さんはどこでも出世しますのね……」

　呆あきれたように狂三がため息をついた。

「ええと、それで……狂三さん、負けを認めてくれますか？」

　おずおずと響が尋ねる。スペードエースは大だい丈じよう夫ぶなのか、とハラハラした想おもいで見守る。何しろ、エゲつない卑ひ怯きよう千万の奇襲だ。激怒して認められない、と言われたらそれまで。

　一方、響はもちろん彼女が負けを認めると確信していた。

「──仕方ありませんわね。どうあれ、ポイを破られたのは事実。わたくしの敗北です。以後、この第八領域ホドの戦争ごっこに手出しはいたしませんわ」

　狂三は非情ではあるが卑怯ではなく、負けを認めず逆切れするような真ま似ねはしない。

　殺し合いであれば、あらゆる手段で相手を叩たたきのめすだろうが、戦争ごっこでそこまではしない。

「よ、良かった……助かった……」

「あら、どうして助かったと？　わたくし、負けた程度で響さんを苛いじめるような狭い心の持ち主に見えまして？」

「い、いやあ……」

　ひくり、と響の顔が引き攣つる。

　この緋衣響という少女、実のところ──覚えているのである！　一から一〇まで、興奮して失血、昏こん倒とうしたのは計算違ちがいとはいえ、その直前の光景は完全に記憶しているのである！

　だが、だがしかしだ。

　もしそのことが露ろ呈ていしてしまえば、時崎狂三は微笑ほほえみながら物凄いおしおきをしてくるに相そう違いなく。

　下手をすると物理的打だ撃げきによる記憶喪そう失しつを促そく進しんされる可能性もある。

　そして問題は、恐おそらく狂三はそれを疑っているという点だ。先ほどからちらちらと訝しげな視線を送っているのがいい証しよう拠こだ。だが、まだ確信には至ってない。ということはこれから先、狂三は何度か鎌かまを掛かけてくるに違いない。

（それに引っ掛かったら……しぬ……！）

　響の全身から精神的発はつ汗かんがじわりと滲にじみ出た。

「……汗あせをかいてますわね、響さん？」

「夏ですからねえ。それから、やっぱり狂三さんと敵対していたのはキツかったですよ」

　響は平然と噓うそをつく。

　勝負は第二段階へと移行した。即すなわち──いかにして、狂三の尋じん問もんと分ぶん析せきから逃のがれるか。

　時崎狂三の胸を直視したことを悟さとられてはならない……断じて、断じてだ。

「ねえ、響さん。響さんは本当に何も知らないのですわね？」

　柔にゆう和わな笑みと共に、狂三が尋ねる。

「はい、もちろんです。……っと、そう言えばその手はどうしたんですか？」

　やはり狂三は疑っている、と響は確信した。狂三が手で胸元を押さえているのは、当然紐が千切れたからだ。それを何も知らないはずの響がいつまでも知らぬ振ふりをしているのは、当然ながらおかしいことである。

「……引っ掛かりませんでしたわねえ」

「いえ、ですから何も知らないんですってば！」

　狂三は立ち上がる。

「わたくしは華羽さんに敗北したことを知らせてきますわ。あなたたちは、叛はん逆ぎやく軍の陣じん地ちに帰き還かんするのでしょう？」

「え、もう行っちゃうんですか？」

　響は反射的に素すでそんな質問を投げかけた。狂三は一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたものの、不敵な笑みを浮かべて、響の頰ほおを軽く抓つねった。

「あなたは、まだわたくしたちの敵ですわよ？　それから特に響さん、一つお忘れではありませんの？」

「え？」

「来なさい、『シわスたタくスし』！」

　瞬間、影かげから欠伸あくびをしながら時崎狂三の分身体、シスタスが登場した。

「皆みな様さまこんにちは。そしてさようなら」

　彼女はにっこり笑って、水みず鉄てつ砲ぽうを構えた。

「ギャーーーーーーーーー！」

『いきなりでござるかーーーーーーーーーー！』

　二人は泡あわを食って逃げ出した。その背へ向けて、狂三が叫ぶ。

「まだまだこちらも負けるつもりはございませんわよー！　それから、響さんはこの戦いが終わったらじっくり尋問、いえお話しましょうねー！」

「うわーん、本当に何も覚えてないのにー！」

　噓である。

　狂三に噓をついている、誤ご魔ま化かしているという状じよう況きように奇き妙みような快感と後ろめたさを感じながら、響はボートに飛び乗った。




　　　　◇




「──上陸成功、全員揃そろっているね？」

　藤とう堂どう少しよう尉いの言葉に兵士たちは頷うなずいた。緋衣響と謎なぞのトランプが上陸したせいで、一騒そう動どう起きたらしく、見張りの数が少なかったのが幸いした。
















「無む銘めい天使確かく認にん。霊装ドレスも損傷がないか、互たがいに確認」

　彼女たちの無銘天使は、典型的な戦せん闘とう特化型に改造を施ほどこされている。霊装ドレスも潜せん入にゆうを容易にするためのスニーキングタイプ。

　リーダーである藤堂は悲ひ愴そうな決意を湛たたえた瞳ひとみで告げる。

「この第八領域ホドを第一〇領域マルクトのようにしてはいけない。そして、白クのイ女ー王ンの手に渡わたす訳にもいかない。この領域の平和と、秩ちつ序じよを保つために。我々は鬼おにになる。鬼として、絆王院華羽を必ず殺すのだ」

　少女たちは頷き、ぎゅっとか細い手で自分の武器を握にぎり締しめる。

「私たちは、多分死ぬだろう」

　──元より、殺した後のことは考えていない。

「でも、それは意味のある死だ」

　──死ぬことだけは確実なのだけど。

「この領域は、実はどこよりも平和だ。第イ九エ領ソ域ドでは平和すぎて順応できず、第一〇領域マルクトではあまりに過か酷こく過ぎる。そうかと言って、第ネ七ツ領ア域クや第六領域テイフアレトになど辿たどり着くこともできない、そういう半はん端ぱ者が仕方なく集まって、そして──自由に競走して生きていける」

　誰だれかと競走はしたい、だけど殺し合いはしたくない。

　消えてしまうのは、やっぱり少し怖こわい。でも、平和過ぎるのは退たい屈くつだ。

　第八領域ホドはそんな半端な準精せい霊れいたちにとっての、紛まぎれもない楽園だ。

　それを壊こわそうとしているのが、あの絆王院華羽──。

「報告によれば、明日が最終決戦になる。叛逆軍に潜もぐり込んで、何としてでも」

　──誓ちかい合う。

　心臓の鼓こ動どうは激しく、想いは恐きよう怖ふと高こう揚ようで千々に乱れる。

「殺すんだ。絆王院華羽を。女王の手先に堕ちてしまった彼女を」

　藤堂少尉と部下たちの決意は固く、強つ靭よくて。

　そして、決して間違えてはいなかった。




　　　　◇




「……時崎狂三を、負かしたと？」

「はい、かなり綱つな渡わたりでしたけど！」

「でかした！　じゃあもう大たい佐さだな、大佐！　私のすぐ下だ！」

　銃ヶ崎烈美は、ばんばんと響の両りよう肩かたを叩いた。

「あ、はい。ありがとうございます。それはそれとして、他ほかに大佐はいないんですか？」

「いないぞ！」

　銃ヶ崎は胸を張った。

「そんなことより、いよいよ明日は最終決戦だ！　諸君、もう一度あの要よう塞さいと城に挑いどむぞ！　今度こそ、勝利が我々を待っている！」

　難敵である時崎狂三を早々に排はい除じよしたことで、叛逆軍の士気は最高潮に達した。

　銃ヶ崎は一通りスピーチを終えると、響とスペードエースに耳打ちした。

「……少し話がある」




　二人は銃ヶ崎と共に、作戦会議室へと籠こもった。

「お話とは？」

「うん。……今度こそ、絆王院華羽に辿り着けると思うのだ」

「ええ、まあ……恐らくはいけると思います」

『拙者はついていくだけでござるが』

「で、さ。……どうすればいいんだろう」

　放課後に、補習で取り残された少女のように。銃ヶ崎は途と方ほうに暮れた表情を浮うかべて、そう言った。

「どうすれば……とは？」

「正直に言って。華羽ちゃんを負かせてやることしか考えてなくて。その後、どうするのかって、さっぱり分かんない！」

　胸を張ってそう銃ヶ崎は言ってのける。

　沈ちん黙もく。

　ヤバい、と響とスペードエースは直感した。

「……銃ヶ崎さん、もしかして」

『絆王院華羽を倒たおした後のこと、何も考えてなかったと？』

「というか、華羽ちゃんって今言いましたよね？　……友達ですか!?」

「そだよ？　うん、いやー……言う余よ裕ゆうがなくて」

「そりゃそうでしょうね!?　ラスボスが元友達だなんて、叛逆軍の士気がだだ下がりですよ！」

「え、元じゃないよ。私は今でも友達だと思ってるけど」

「そう来たかー！　いいですか、銃ヶ崎さん。一いつ般ぱん的に、それは、八や百お長ちようっぽいです」

　最大の問題がそれである。叛逆軍の準精霊たちは、これは第八領域ホドの覇は権けんを賭かけた戦いだと思っていたはずだ。殺し合いではなくとも、真しん剣けんの勝負なのだと。

　それが、銃ヶ崎と絆王院が友人であれば話は全すべて変わってしまう。

　おまけに叛逆軍は負け続けてきた。勝ったり負けたりではなく、一度も勝ったことがなかったのだ。

　つまりそれは──予め勝ち負けが決まっていたのではないか。そんな疑念を持たれても仕方ない状況に陥おちいる。

「何だと！　私と叛逆軍はいつだって真剣に戦ってきたぞ！」

「そう見えるのが問題なんですよ……」

『これは是ぜが非ひでも勝たなきゃならないでござるな……』

　響とスペードエースは揃って頭を抱かかえた。最悪の事態を想定する。八百長だという認識が広まった場合、準精霊たちの精神に深刻な悪あく影えい響きようを与あたえるだろう。具体的に言うと、エンプティ化が加速する。

　双そう方ほうの陣じん営えいが、競争できないほどに崩ほう壊かいしてしまえば。

　この領域は、完全におしまいだ。

「……華羽ちゃんとは、まだ仲良くしちゃダメ……か？」

　銃ヶ崎がおずおずと、心細そうに尋たずねる。うっ、と響が呻うめく。普ふ段だんの開けっぴろげで自信満々のリーダーは居ない。そこに居るのは、友達と久しく交流ができないことに胸を痛める、普ふ通つうの少女の姿だった。

『姉者……ど、どうすればよいでござろう』

「……い、今は黙だまっておくしか……なさそうです……」

「華羽ちゃーん……」

　三者三様の嘆なげきが、ひっそりと響ひびき渡った。




　　　　◇




「負けたん？」

「負けましたわ」

　くすくすと絆王院華羽は笑う。狂三はふて腐くされたようにそっぽを向いた。

「意外にあっさりやねえ。秘密兵器やってんけど」

「自身の力を過信したせいですわ。ええ、ええ。ぐうの音も出ないので、どうとでも言ってくださって結構ですわー」

　そう言って、狂三はごろりと畳たたみに大の字になって転がった。

　だが、華羽は特に責めもせず。ただ、どのようにして敗北したかを聞きたがった。

　狂三は渋しぶったが華羽の追つい及きゆうは執しつ拗ようで、とうとうビキニの紐ひもが切れて反射的に蹲うずくまったために負けたと自白させられてしまった。

　華羽の反応は劇的だった。

　大笑い、大だい爆ばく笑しよう、拍はく手しゆ喝かつ采さいである。

「あっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは！」

「笑いすぎですわ、笑いすぎですわ」

　華羽はお腹なかを押さえて、畳を縦じゆう横おう無む尽じんに転がった。

「腹筋が攣つるかと思たわ……くっ……」

　狂三はじっとりとした視線で、華羽を非難する。華羽は狂三同様、いつのまにか大の字になって、天てん井じようを見上げていた。

「しかし弱ったなぁ。ウチ、今回は本気で負けそうや」

「負けてしまっても、いいのではありませんの？」

「……そういう訳にもいかへんなあ。どうやっても、ウチは──第八領域ホドの支配者ドミニオンやから。勝ちに向かわないとあかんのよ」

　天井の木目をぼんやりと見つめる。

　狂三には、なんだかその中の一つが人の顔に見えた。

「あの木目、人の顔っぽくありませんこと？」

「どれやー？」

　狂三が指差した先を、華羽が眺ながめる。

「あー、ウチはアレ黒くろ猫ねこだと思ってたわ」

「拒きよ否ひしますわ。あんな怖い猫があってたまるものですか」

　狂三は即そく答とうした。何がおかしいのか、けらけらと華羽は笑う。

「猫好きなんや」

「ええ、ええ。……まあ、それなりに」

　照れたようにそっぽを向く。きっと、それなりどころか物もの凄すごく好きだろうな、などと華羽は思う。

「ウチは犬が好きやなぁ。瑞葉、犬っぽいやろ？」

　のんびりした口調で華羽が言う。さて、と狂三は瑞葉を思い出す。

「んー……あの子、どちらかというと猫なのでは？」

「いーや、犬や。断じて犬や」

「……あなた、もしかして犬がお好きですの？」

「そらそうやろ」

　だとするなら、瑞葉のことも好きなのだろう。

「会ってあげればいいではありませんの、瑞葉さんに」

「今いま更さらやなあ」

「……今、会っておかないと後こう悔かいするのではありませんこと？」

「まだ時間あるもん」

　そう言って、華羽は笑う。確かに、響に聞いた話では白はく髪はつ化が始まっただけではまだまだ時間があるとか。そこから薄うす皮かわを一枚一枚剝はいでいくように、白くなっていくのだと。

「時間なんて、あっという間ですわよ？　わたくしなんて、あってもあっても足りないくらいですわ」

「ああ……狂三はんは『時間』が武器なんやもんねえ」

「華羽さんの武器は？」

「ウチは風と桜や」

「あら、季節外れですこと」

　そうなんよー、と華羽はけらけら笑った。そして不意に尋ねる。

「……狂三はん。ウチのこと、最後まで見守ってくれる？」

「最後までって……最後まで、ですの？」

「うん。どうやろ」

「勝ち負けくらいは見届けて差し上げますわ。でも──」

　その先、華羽の望む『時間』まで見届けるのは無理だろう。

「ウチの死ぬところ、見て欲しいんやけどなあ」

　華羽はそう言ってまた笑う。

「あなた、きっと消えませんわよ。そういう人に限って、長生きするものでしてよ」

「励はげましてくれるんや。優やさしいなあ」

「まさか」

　狂三はせせら笑う。

「どうせ長生きするのですから、わたくしはとっとと第ネ七ツ領ア域クに向かいますわ。この馬ば鹿か騒さわぎが終わったら、ですけれど」

「そうなんかー」

　華羽は特に咎とがめたり、懇こん願がんしたりはしなかった。

「なんかなー、こうしてるとウチら……夏休みを満まん喫きつする女子高生みたいやなあ」

「……ああ、そうですわね」

「ウチらはクラスメイトで、こうしてだらだらしてる訳や」

「わたくしとあなたがクラスメイトだったら、交流がない気がしましてよ？」

「そうでもないと思うで。ウチも、いいとこのお嬢じようさまやし。クラス内の派は閥ばつで対立してそうやなー」

「あー……ありそうですわね」

　納なつ得とくしたように狂三が頷うなずいた。華羽は夢見るように呟つぶやく。

「後こう輩はいに瑞葉がいるやろ。んで、烈ちゃんと緋衣響さんもオマケにつけよか」

「響さんは、わたくしの取り巻きとかですわね。さすがです狂三さん、とか言ってそうですわ」

「そんな子なん？　その割には負けたんやね」

「……大きなお世話ですわー」

　華羽と狂三は天井に目を向けたまま、様々なことを語る。

「烈ちゃんはなぁ、ウチが名前つけてあげてんよ」

「それ前にも聞きましたわよ。あと、前回お伝え忘れましたが……独特のセンスですわね」

「褒ほめてないやろ、ソレ。……ま、ウチも冗じよう談だんでつけたんやけど思いの外喜んじゃってなあ……」

「ひどいにも程ほどがありますわね」

「そうやなあ。ウチ、ひどい奴やつやなぁ」

　蟬せみの声が、ゆっくりとヒグラシゼミへと切り替かわっていく。

「あ、夕暮れや」

「この蟬、どこかに居る訳ではありませんわよね？」

「そうや。日本の夏言うたら、やっぱ蟬の声無いとあかんかなぁって、第イ九エ領ソ域ドの準精せい霊れいに頼たのんで作ってもろた」

「凝こり性しようですわねえ……」

　とはいえ、蟬の鳴き声は悪くないと狂三も思う。

「夏やなあ」

「夏ですわね」

　淡たん々たんと、静々と、時間は過ぎていく。

　無限のように感じられて、その癖くせまったくもって刹せつ那なでしかない一日は、こうして過ぎ去っていくのだ。

　不思議なことに。それを、決して悪くないと感じる狂三がいた。

　珍めずらしいことだと思う。こうして翼つばさを休める時間を求めるなど。

「夏の……せいですわね、きっと」

　狂三の呟きは、ひぐらしの切々とした鳴き声に搔かき消されてしまった。











○戦争ごっこは愛いとしくて






　──そして、再びの戦争が開は始じまった。

　時とき崎さき狂くる三みという最大の障害を打だ倒とうしたとはいえ、要よう塞さいも絆ばん王おう院いん城も健在。しかし、今回こそはと銃じゆうヶが崎さき軍の士気は意い気き軒けん昂こう。緋ひ衣ごろも響ひびきの冷静で的確な判断力もあり、銃ヶ崎軍は怒ど濤とうのような勢いで砂すな浜はまに殺さつ到とうした。

「くっ……以前と違ちがう……！」

「やーらーれーたー！」

　悲鳴が上がる。次々と絆王院軍のポイが撃うち抜ぬかれていく。そして、これまで後こう陣じんにいた銃ヶ崎も、最前線に躍おどり出た。当然、否いや応おうなく絆王院軍はその圧あつ倒とう的なオーラに押されていく。

「怯ひるむなー！　全速前進！　全力前進！　愉ゆ快かい痛快呵か々か大たい笑しよう！」

　彼女の意味不明な言動も、テンションの上がりきった叛はん逆ぎやく軍にとっては勝利の喇叭ラツパのようなもの。

　銃ヶ崎の一挙一動に叛逆軍から喜びの悲鳴が迸ほとばしる。

　苛か烈れつ、豪ごう快かい、勇ゆう壮そう、そして美しい。野生の美というか、戦う少女の美しさ。

「これは……勝てますね！」

　響に部下が話しかけ、響はとりあえず「油断せぬよう」と言いつつも、彼女自身も勝つという確信があった。

　やった者は生を感じ、勝利したことに生を感じ、戦うことに生を感じる。

　やられた者もまた同じ。敗北しても、戦うことで生を実感する。

　輪廻の蛇ウロボロスのように、彼女たちは戦い続ける──喜びに生き続ける。

　要塞は遂ついに陥かん落らくし、絆王院城からも華かれ羽はと共に本隊が出陣。要塞で陣営を整え直した叛逆軍もまた、進しん撃げきを再開する。

　かくして、両軍は絆王院城前の原っぱで相対した。

「絆王院華羽ーーー！　いるかーーー！」

　銃ヶ崎の檄げきに応じて、ゆっくりと絆王院華羽が姿を現す。威い風ふう堂どう々どうとした銃ヶ崎烈れつ美みと、妖よう美び典てん雅がな絆王院華羽。扇おうぎをゆらゆらと動かしながら、華羽は口を開いた。

「騒がしゅうてかなわんわ。銃ヶ崎さん、また負けに来ましたのん？」

「バーカ、勝ちに来たに決まってるだろ！　もう何十回と負けたけど、今度ばっかりは勝ち筋が見えているぞ！」

「……ま、そやねえ。いつもとは五倍くらい生き残ってはるし。要塞も落ちたみたいやし」

　今まで、ここに辿たどり着いた時点で叛逆軍はほぼ負けが確定していた。いつもなら、要塞を落とせぬまま、ほうほうの体ていで辿り着いた状態……要塞と本陣から挟きよう撃げきを受け、ただでさえ少ない兵力がどんどん削けずられて、何もできぬままに敗北する。

　ところが、今回は要塞を陥落させた上に生き残ってここまでやってきた。背後の攻こう撃げきを気にすることなく、それどころか要塞に残した兵士から支し援えん砲ほう撃げきを行える。

　加えて、兵士はほぼ同数。

　更さらに言うなら、絆王院華羽を除いた絆王院の兵隊たちは鉄火場の経験が不足している。

　これまで、あまりに楽に勝ちすぎた弊へい害がいだ。

　しかし──絆王院華羽は揺ゆるがない。

「でもな。その程度で負けるほど、ウチらは弱くあらへんよ。な、みんな？」

　華羽の穏おだやかな笑えみは、絆王院の兵士たちの心しん胆たんを寒からしめた。時に恐きよう怖ふは、人を縛しばるだけでなく人の力を増ぞう幅ふくさせることもある。

　傷ついても、恐怖で立ち上がらせる。華羽の視線には、そんな力がある。

　叛逆軍に負けじと、絆王院軍が天を劈つんざくような怒ど声せいを発した。さりとて叛逆軍は怯まず、次々と非殺傷状態に改造した無む銘めい天使を構える。

「今度こそ勝つ！」──銃ヶ崎。

「今度も負かしたるわ」──絆王院。

　互たがいに喇叭ラツパを吹ふき鳴らす。

　全軍突とつ撃げき、と銃ヶ崎が叫さけんだ。やってまい、と絆王院が応じた。

　誰だれも死なない戦争が、始まった。




「瑞みず葉はさーん、ここからなら良く見えますわよー」

　そして戦場を俯ふ瞰かんする崖がけを探し当てた時崎狂三は、ぱたぱたと瑞葉に手を振ふった。瑞葉はぱたぱたと走り寄ると、不思議そうに首を傾かしげた。

「時崎さん、参加なさらないんですか？」

「……色々ございまして」

「瑞葉様」

　傍そばに控ひかえていた佐さ賀が繰くれ唯ゆいがひそひそと耳打ちした。あっ、と口を開けて瑞葉が慌あわてて頭を下げる。

「申し訳ありません、時崎さん」

「……いやまあ、構いませんわ」

　ストレートに謝られると銃じゆうの振るいどころがない。ここらへん、リネムであれば『あはははは！　負けたんだ、あはははは！』とか笑うので、思う存分イビれるのだが。

「戦せん況きよう的には……ああ、やはり叛逆軍の方が有利ですわね」

「で、でも。華羽姉様が凄すごいですよ」

　銃ヶ崎が周囲の兵士たちを纏まとめ上げてじっくりと絆王院軍を磨すり減らす叛逆軍と、華羽が単たん騎きで暴れることで、戦場の混乱を形成する絆王院軍。

　絆王院にはシスタスも加わっているが、やはり華羽の強さが突出していた。

　扇を一振りすると、桜の花か片へんが無数に現れ、風に乗って飛んでいく。小さな花片にもかかわらず、当たれば強きよう烈れつな打だ撃げきとなり、ポイは一いつ瞬しゆんで撃ち抜かれてしまう。

「防ぼう御ぎよ！　防御態勢！　華羽さんを囲んで、守ることに専念してくださーい！」

　響の指示が飛ぶと、彼女直属の部下たちが一いつ斉せいに動き出した。

　鉄板を持てるように加工しただけの、なんとも大おお雑ざつ把ぱな盾たてであるが、華羽の攻撃はその盾に阻はばまれてしまう。さすがに、桜の花片では鉄を貫つらぬけない。

「押し込んでそのまま待機！」

「イエッサー！」

　響の指示を聞いた兵士たちが、華羽の周囲を取り囲む。

「緋衣大佐！　押し込むのは止やめさせろ！　華羽が暴れ出すぞ！」

　銃ヶ崎の警告に、響が慌てて指示を変へん更こうしようとする──が、少し遅おそかった。

「しょうがないわあ。痛うて泣くかもしれんけど、そのへんは堪かん忍にんな？」

　華羽が動いた。

　取り囲んだ鉄の盾。その一角へと、無造作に突つっ込んだ。

「しっ！」

　扇で盾を突く。ぐしゃりと、盾が紙のように千切れた。同時に構えていた兵士も、勢いよく吹き飛んだ。

「え……えー!?」

　周囲の兵士が愕がく然ぜんとする。華羽はあっさりと包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした。

「お、追ってー！　それからもうちょっと遠巻きに！」

　響が指示を下す。だが、兵士たちは華羽の馬ば鹿かげた強さに凍こおり付いたように動けない。

「私が華羽を抑おさえる！　お前たちは周囲を取り囲むだけでいいぞ！」

　銃ヶ崎が叫び、華羽の追つい跡せきを開始した。

「緋衣大佐、指揮はそちらに任せる！　大だい丈じよう夫ぶ、もう半分は削った！　後は私の指揮を真ま似ねしてくれるだけでいい！」

「アイヨー！」

　そして、走り寄ってきた銃ヶ崎烈美と絆王院華羽が巡めぐり合う。

「ヤッホーそして高らかに死ね！」

「相変わらず下品やねぇ！」

　ガガガガガ、と機関銃マシンガン型の無銘天使が水を凄すさまじい勢いで発射。華羽の頭につけたポイを狙ねらう。

　しかし、その波は濤とうのような弾だん丸がん悉ことごとくを、華羽は扇で切って捨てた。

　周囲には盾の包囲網。

　銃ヶ崎が叫ぶ。声高らかに、楽しそうに。無む邪じや気きに。小学生の競走を思わせるような、爽さわやかさで。

「今度こそ、私たちが勝つ！」

「今回も、ウチの勝ちや！」

　華羽が応じる。面おも白しろそうに、愉快そうに。

　銃器が水を放つ、扇が花片を振りまく。銃ヶ崎が回かい避ひしながら、華羽に接近。誰も手を出せない、まるで竜たつ巻まきのような戦いの渦うず。




「──狙いはポイなのに、殺し合いみたいに激しいですわね」

　狂三が感かん嘆たんするのも無理はない。水と花片が弾たまとはいえ、掠かすめたら血が出る程度の破は壊かい力がある。瑞葉は祈いのるように、二人の戦いを見つめている。

「佐賀繰さんは、どちらが優勢だとお思いです？」

「……それは……」

　言い淀よどみながら、彼女はちらりと瑞葉を見た。瑞葉が頷うなずいたのを見て、彼女は口を開く。

「銃ヶ崎殿どのです」

「あら、同意見ですわね」

「……いつもより、華羽様の意識が散さん漫まんです。まるで……負けてもいい、というように」

「ですわね。でも、こうはお思いになりません？　いつもの方が気張りすぎていただけで、本当の華羽さんはこのくらいの実力だと」

「な──」

「……きっと、ずっと待っていらっしゃったんでしょうねえ」

　あまり有ることではないが。

　誰かのために強くなれる少女がいたとして。誰かが自分を負かすところに来るまで、ずっと頑がん張ばっていたとしたらどうだろう。

　見知らぬ赤の他人に倒たおされる訳にはいかないと、気張り続けて──。

　そして今、ようやく見知った誰かに倒されようとしているとしたら。




　──ほんま、強いなぁ。

　華羽は感嘆する。これが殺し合いだったら、多分四回は死んでいる。ポイを守るだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　彼女以外に倒されてなんてやらないと、気を張ることがない。

　そのせいで、どうにも一手遅おくれてしまう。

　それが嬉うれしくて、あと少しだけ悲しい。銃ヶ崎は自分が弱っているように考えているだろう。でも、違ちがう。

　自分のせいで本来の実力を発揮できていない──逆だ、逆なんだ。

　──ウチの実力なんて、こんなもんや。

　必死になって足あ搔がいて、努力して、気張って、そうやって生きてきた。

　それは瑞葉のためだったり、自分を慕したう少女たちのためだったり、あるいは大義のためだったりした。

　けれど、それももう終わり。

　楽しかった戦争ごっこも、もう終わり。

　いや、皆みなは変わらず続ければそれでいい。でも、自分は──もういいのだ。

　手て仕じ舞まい、店じまい、終わりの調べ、蛍ほたるの光。

　扇の一いつ閃せん、二閃、三閃。銃ヶ崎がそれらを紙一ひと重えで回避する。自分の動きを読み取られているような感覚──いや、きっと読んでいるのだ。

　何度も何度も、映像か何かを見て華羽の動きを研究したのだろう。自分がこう攻撃を繰くり出せば、こう回避し、回避された場合はこう動くからそれを逆手に取って──。

　涙なみだが出るほどに嬉しい。

　いつまでも続けたいと思うのは、きっと気のせいではない。

　ああ、でも──。

　終わりがあるからこそ始まりがあり、始まりがあるからこそ終わりがある。

　絆王院華羽と銃ヶ崎烈美が始まってから、もうすぐ終わる。

「──無銘天使〈桜おう劾がい散さん華げ〉・〝小こが嵐らし〟」

　盾に囲まれた決けつ闘とう場に、真の意味の竜巻が顕けん現げんした。桜の花片が散る、散る、散る。

　頭のポイどころか、全身を引き裂さきかねない本気の技わざを、華羽は躊ちゆう躇ちよなく繰り出した。




　銃ヶ崎は、不敵に笑う。

「その技は、もう見切ったのサ！」

　叫ぶと同時、彼女は自身の無銘天使を発動させた。

「──無銘天使〈鉄ヴア火ジユ風ラン雷タナ〉！　機能モード……〝砲カノン〟」

　機関銃マシンガンの形状が変わっていく。口径はより大きく、銃じゆう身しんは最も早はや砲ほう身しんへと切り替かわる。銃ヶ崎はその巨きよ大だいな大砲を設置すると、叫んだ。

「全員、散れ！」

　響の命令でこそないが、その更さらに上の威い厳げん溢あふれる叫さけびに周囲を取り囲んでいた盾の兵士たちは、あっという間にその場を離はなれた。

　銃ヶ崎は知っている。あの竜巻を放った華羽は、霊れい力りよくを大量に消費する故ゆえか動きを止める。逃にげることもできなくなる。

　……いつもならば、それでいい。本気の状態なら、あの花片一つ一つが剃刀かみそりのように全身を切り刻むのだが……そうでなくとも、あの竜巻に巻き込まれればそれで敗北だ。

　しかし、銃ヶ崎にはあの竜巻を貫く大ほ砲こがある。

　竜巻の向こう側、不可視の状態であるが──。

「分かるぞ、華羽！　お前はそこにいる！　射フアてイア！　放フアてイア！　撃フちア抜イけア！」

　銃ヶ崎は、華羽の居場所を読んでいた。

　火か砲ほうが唸うなりを上げて、特大の水すい弾だんを放つ。竜巻も意に介かいさず、砲弾は真っ直すぐに華羽へと向かって行く。

「あ────」

　感覚で理解した。間ま違ちがいなくポイへ直ちよく撃げき──穴が空くどころか、吹ふき飛んでしまっただろう。竜巻がゆっくりと消えていく。

　気付けば、周囲の誰だれもが息を吞のんで見守っていた。戦いの手を休めて、ただ見ていた。

「ああ……」

　絆王院華羽の、これまで一度たりとも破られることのなかったポイが、枠わくも残さず消し飛んでいた。

　華羽はどこか落ち着いたような、安あん堵どしたような口調で告げる。

「ウチの負けやねえ」

　歓かん声せいと悲鳴が、同時に爆ばく発はつした。




「負けちゃった……そんな……」

　瑞葉がへなへなと崩くずれ落ちる。素す早ばやく抱だき留めた佐賀繰唯は、狂三に言った。

「これで……第八領域ホドは銃ヶ崎烈美が支配者ドミニオンとなります」

「ですわね。……本来であれば、今度の叛はん逆ぎやく軍は華羽さんになるのかしら？」

「はい。敗北したので、従わない者も出てくるでしょうが……」

　とはいえ、紙一重の差だったことは間違いない。

　更に今回はイレギュラーの要素が多すぎた。偶ぐう然ぜんの一勝と考えても差し支えないだろう。

「……でも、華羽さんは退たい陣じんするようでしてよ？」

「え……!?」

　唯と瑞葉が、慌あわてて戦場へと目を向ける。

　ぱんぱん、と汚よごれを払はらって立ち上がった華羽が銃ヶ崎と向かい合っていた。華羽ははぁ、と軽くため息をついて、その癖くせどこか晴れやかな顔で告げた。

「あーあ、とうとう負けてもうたわ」

「どうだ見たか！」

　銃ヶ崎が笑え顔がおでＶサインを作る。それを見た華羽は苦く笑しようして、頷いた。

「はいはい、アンタの勝ちアンタの勝ち。絆王院城改め銃ヶ崎城を譲ゆずったるわ」

「え？　マジで？」

　首を傾かしげる銃ヶ崎に、華羽はますます呆あきれる。

「……アンタ何のために戦ってきたのん？」

「いや……勝つためで……そこから後のことは全然考えてなかったけど……」

　呆れた、と言わんばかりに華羽は嘆たん息そくする。

「まあ、おいおい支配者ドミニオンがやるべきことについては教えたるわ」

「えー……私が支配者ドミニオンやるのか？」

「勝ったんやから当たり前やろ？　勝利には責任を持たんとあかんよ。勝利して得られるものがなーんもなかったら、アンタについてきたのが可哀かわい想そうやんか」

　ふて腐くされたように、銃ヶ崎がそっぽを向く。子供のようだ、と思って華羽は笑う。

「さて。ええな、皆の衆。ウチは負けた、正々堂々とコテンパンにのされたんや。それに不服なら、自分の力で銃ヶ崎さんに勝たないとあかんで」

　その言葉に、周囲がざわつく。

　いつも勝ち負けが決まっていたせいか、皆は状じよう況きようを上う手まく理解できていないらしい。

　仕方なく、響が手を掲かかげて尋たずねた。

「あのー……つまり、これから先どうすれば？」

「これから先はそうやな……」

　華羽が口を開こうとすると、それを制するように銃ヶ崎が叫んだ。

「パーティーだ！」

「……ぱーてー？」

「だってほら、私たち勝ったんだぞ。だったら後はオフサイドだ！」

「……それを仰おつしやるなら、ノーサイドではありませんこと？」

　やってきた狂三が、呆れ混じりに尋ねる。銃ヶ崎はそうとも言うー、と口笛を吹いて誤ご魔ま化かしに入った。

「……ま、好きにしとき。ウチはもう、支配者ドミニオンやないし。アンタが支配者ドミニオンや。これから先、第八領域ホドはアンタが率いていくんやで？　まあ、もちろん戦わなアカンけどな」

「え、めんどう……」

　華羽がギロリと睨にらむと、銃ヶ崎は身を縮ませた。

「わ、分かった分かった！　勝ったからには責任を持つ。よし、じゃあ支配者ドミニオンとして命ずる。絆王院の連中も一いつ緒しよにパーティだ！」

　その言葉に、周囲は戸と惑まどい半分ながらも歓声をあげる。

　戦争は終わった。どうせまた始まるのだろうが、一大イベントが終わったのだから──少しくらいは、はしゃいでもいいだろう、と。
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　パーティ会場は砂すな浜はまが選ばれた。先ほどまで戦っていた場所でパーティというのも風ふ情ぜいがなく、絆王院城に全員が入るという訳にもいかない。

　その点、砂浜であればバーベキュー気分だ。

　夏ということもあり、水着だし。水みず鉄てつ砲ぽうという遊び道具もある。

　当初こそ絆王院側と叛逆軍側でやや気まずい雰ふん囲い気きがあったが、殺し合いには至らなかったという事実が、彼女たちにとっても気楽だったのだろう。

　やがて極ごく々ごく普ふ通つうの、少女たちのパーティーとなって盛り上がり始めた。

　狂三は響と二人、少し離れた場所にいた。

「やー、やっと会えましたね！」

「ええ、ええ。お久しぶりですわね、ところでわたくしの水着がはだけたことを覚えておりまして？」

「……いえ！　特に何も！」

　水が高きから低きへと流れるような自然さで、狂三は水着の記き憶おくについて執しつ拗ように問い質ただそうとする。油断すると敗北だ、と響は心に強く戒いましめた。

「ふぅん。……それはともかく、無事終わりましたわね」

「わたしも肩かたの荷が降りました。もー、大たい佐さとか懲こり懲ごりです」

「いいんじゃありませんの。緋衣大佐として、第八領域ホドでのんびり勝ったり負けたりして暮らすのも、性しように合っているのでは？」

「ハハハ、まさかー」

　響は先ほど、パーティ会場で作成された花火を手にして言った。

「折角です、花火しませんか？」

「風情ですわね、喜んで」

　差し出された花火を、狂三は澄すまし顔で受け取った。火を点ともす──青く赤く黄色くと、極ごく彩さい色しきの輝かがやきが、夜を照らした。

「あはははは！　たーのーしーいー！」

　響がススキ花火を両手に持って、くるくると回り出す。やけにテンションが高いのは、戦争が終わったせいだろうか。

「花火を振ふり回すのはおやめなさいな、もう」

　そう窘たしなめつつも、狂三もススキ花火を宙で動かす。彼女は文字を描えがいていた。

　ただ、問題はその文字が相変わらず分からないことだ。名前、名前がどうしても思い出せない。脳を抉えぐり取られたように、あの人の名前だけが──。

「やめやめ。前向きに考えるべきですわ」

　彼方の世界げんじつへの道は遥はるかに遠く。

　それでも、あの人への想おもいは薄うすれゆくこともなく。

　ただ──この微睡まどろみのように温かな世界は、どうしても自分を油断させる。このまま、此こ処こで長い休きゆう暇かを取ってもいいのだと。そう思わせてしまう。

「響さん、そろそろ花火はお止やめなさいな」

「えー」

　ぶつぶつ言いつつも、響は持っていたススキ花火をバケツに突つっ込んだ。

「新しく支配者ドミニオンとなった銃ヶ崎さんに、第ネ七ツ領ア域クへの門を開くよう、お願いしに参りますわよ。ここは……あまり長く居すぎると、どうしようもなく怠たい惰だになってしまいそうです」

「う。……痛いところ突いてきますね、狂三さんは」

　この第八領域ホドは、他ほかの領域と比ひ較かくすると圧あつ倒とう的に楽しい。

　激しい訓練ですら、思いっきり汗あせを流すだけでさして苦しくはない。殺し合う訳ではなく、歌う訳でもないから精神的な疲ひ労ろうも軽い。

　おまけに──何と言っても、夏だ。

　暑い夏が、ずっと続いている。休んでもいい、とこの領域全体で囁ささやかれているような気分になる。

　ミンミンゼミが鳴く昼も、ヒグラシが鳴く夕暮れも、静かになった夜も、どれも──否いや応おうなく、夏休みを想起させる。

「あ、狂三さん。花火ですよ、花火！」

「花火ならもうやったでしょうに──」

　響はぐい、と狂三の首を強引に海へと向けた。それで、響が言いたかったことを狂三も理解する。

「……あんな花火、いつ準備しましたの？」

「あれは、ずっと前から勝ったときのために取っておいたそうです。海の向こう側で、勝利の報しらせを受け取った留る守す番ばん組が、倉庫から引っ張り出してきたみたいですね」

　夜空に、大輪の向日葵ひまわりが咲さいた。打ち上げ花火、それも超ちよう大型。

　少女たちが歓声をあげる。

　ここまで来れば、もう絆王院側でも叛逆軍側でも関係はない。

　ただひたすらに、暴力的なまでに華はなやかな美を──見ているだけで、心が満ちていくのだろう。

「さ、行きますわよ」

「見ないんですか？」

「見る必要などございませんわ」

　狂三は内心で付け加える。一緒に見たい人が、この世界には存在しないのだ。

　それに何より──この空から見る花火はあまりに美しくて、立ち止まってしまいそうになるのだから。

「銃ヶ崎さんはいらっしゃいまして？」

　狂三は歓かん声せいをあげて打ち上げ花火を見守っていた叛はん逆ぎやく軍の準精せい霊れいに声を掛かけた。

「リーダーなら、要よう塞さいの向こう側にある茶屋で絆王院華羽と喋しやべってるみたい」

「あら」

『おや、銃ヶ崎殿どのに会いに行くのでござるか？』

　砂浜に寝ね転ころんでいたスペードエースがひょいと立ち上がった。

「はい、そうです。スペードエースさんも一緒に行きます？」

　響の誘さそいにスペードエースはこくんと頷うなずいた。いや、トランプが少し折れ曲がった。

『そうでござるな……ここは危険でござるし……』

　よく見ると、体のあちこちが黒く焦こげている。恐おそらく花火の余波だろう。
















「紙は燃えやすいですわね……」

『せめてプラスチックであって欲しかった……！』

　愕がく然ぜんと膝ひざを突く……いや、折れ曲がるトランプであった。
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　準精霊しようじよたちが雲散消しよう滅めつしていく。未練を最後まで残し、怨えん恨こんを最さい期ごまで引き摺ずりながら。だが、そんなことに絆王院華羽はかまっていられない。

「烈ちゃん！」

　走り寄って、抱だき起こす。その肌はだの冷たさに、ぞくりとする。

　霊装ドレスが解けていく。

「しっかりせえや！　なあ、烈ちゃん……なあ！」




　奇き襲しゆうだった。

　華羽は銃ヶ崎を茶屋へ誘うことにした。準精霊もバーベキューに参加しているため、茶屋は灯あかりもついておらず、ひっそりと静まり返っていた。

「えー、折角だから騒さわぎたいんだけど。華羽ちゃんも一緒に」

「ウチかてそうしたいのは山々やけど、その前に伝えるべきことが山ほどあるんやって」

　新たな支配者ドミニオンとしてやるべきことや、緊きん急きゆう事態の対処法、各領域の支配者ドミニオンとの関係、その他諸もろ々もろ。

「メンドクサイなー……」

「ダメや。勝ったのにアンタたちが叛逆軍にまた戻もどったら、第八領域ホドの均きん衡こうが崩くずれてまう。勝っても意味がないなんて周囲の皆みなを空っぽにするも同然やで？」

　ぶぅ、と銃ヶ崎は膨ふくれる。メンドクサイ、と言いつつも律りち儀ぎにメモを取っているあたりは真ま面じ目めさが窺うかがえる。

「次からは防衛戦やでー？　またお互たがい勝手が違ちがうさかいな」

「そんなに違う？」

「違うでー。あんな……」

「あー、それは長くなりそうだし自分で見つけるべきことだからいい。パスパス」

　今度は華羽が膨れる番だった。銃ヶ崎は気にした様子も見せずに叫さけぶ。

「でも、こんな風におしゃべりするのも久しぶりだな！」

「そやねえ。……まあ、そっちが負けまくってたせいやけど」

　からかうように華羽が言うと、銃ヶ崎はそっぽを向いた。

「今回は勝ったもん」

「はいはい。すごいすごい」

　どん、と大きな音に二人ははっとして外を見やる。

　砂浜の遥か向こう、叛逆軍の居る側から大輪の花火が打ち上げられていた。

「おー……」「はー……」

　二人揃そろって感かん嘆たんの声を上げ、それが何だかおかしくて笑ってしまう。

「あんなもの、持ってたんやねえ」

「いつか使う日が来るって信じて待ってたからな！」

　銃ヶ崎が胸を張る。その笑え顔がおが、華羽には少し眩まばゆすぎた。

「ところでさ、第八領域ホドの季節って華羽ちゃんがコントロールしてるんだっけ？」

「そやけど？」

「じゃあ、例えば……夏から秋にしてもいいのか？」

　銃ヶ崎が気楽に問い掛けると、華羽が微かすかに拳こぶしを握にぎって悲しげに眉まゆを寄せた。

「ご、ごめん！　今のなし！」

　それに気付いた銃ヶ崎が、慌あわてて謝罪する。だが、華羽はゆるゆると首を横に振った。

「……季節を変えるのは別にええけど。少しだけ待ってくれると嬉うれしいわ」

「少し？」

「そや。もうちょっと、夏に浸ひたりたいからなぁ」

「もうかなり長い間、夏やってる気がするんだけど……」

「好きなんよ、夏」

「そんな暑苦しい格好してるのに？」

「暑苦しくないで？　案外、涼すずしいもんや」

　華羽が笑う。銃ヶ崎は訝いぶかしげに華羽を眺ながめて言った。

「ちょっと抱だきつかせろ」

　返事を待たず、銃ヶ崎は華羽を抱き締しめた。

「な、ちょっと。離はなしてくれへん？」

「うーん……確かに熱が籠こもってる感じはないなあ」

「そやろ？　……離してくれへん？」

「シャンプーいいの使ってるなー」

「ええい、気色の悪い！　はーなーれーやー！」

　華羽はぐいぐいと扇おうぎで銃ヶ崎の顎あごを押すが、彼女はびくともしない。やがて華羽は諦あきらめたのか、扇を下ろした。

「……な、華羽ちゃん。私に隠かくしていること、あるだろ？」

　不意打ちのように銃ヶ崎がそう言い放った。心臓に突き刺ささる言の葉に、少女は微かに震ふるえた。

「……ある、けど」

「言いたくないのか、言えないのか。信しん頼らいされてるのか、されてないのか。どれだ？」

「言いたくないけど、信頼はしとるで」

　華羽の言葉を聞いて、銃ヶ崎がそっと華羽から離れた。

「ん。なら、いいんだ。ちなみに私は秘密が一いつ切さいないぞ！」

「はいはい、そないなこと知っとるわ」

「信頼されてるな！」

　見る者を鼓こ舞ぶするような笑顔に、華羽も釣つられて笑う。

　希望を持ってしまう。希望に縋すがりたくなってしまう。そんなもの、ありはしないと言うのに。それでも、華羽は──

「……実は、ウチな」

　絞しぼり出すような台詞せりふ。絆王院華羽は、その瞬しゆん間かん限りなく無防備だった。

　水みず鉄てつ砲ぽうではない、殺し合うための無銘天使ぶきの微かな動作音。

「伏ふせろ！」

　華羽は銃ヶ崎に突き飛ばされる。轟とどろく五つの銃じゆう声せいは、華羽ではなく銃ヶ崎を撃うち抜ぬいた。

　目の前が真っ赤に染まる。希望が、音を立てて崩れていく。

「まだだ！　倒たおせ！」

　いつか時崎狂三が言っていた、自分を本気で殺そうとしていた叛逆軍側の準精霊。華羽は知らぬが、名前は藤とう堂どうといった。

　あの楽しい戦争ごつこあそびにも参加せず、自分を殺せば片が付いて第八領域ホドが平和になると誤ご認にんしてしまった少女たち。あるいは、誰だれかに唆そそのかされたのか。

　いずれにせよ、彼女たちはかつてリーダーと仰あおいだ銃ヶ崎ですら障害物として諸共に排はい除じよした。何であれ、どうであれ、その振ふる舞まいは断じて許せるものではない。

「絆王院華羽！　ここでお前を討うつ、第八領域ホドのために！」

「……ほうか。なら、砕くだけいな！」

　霊れい力りよくを固めて放たれる無数の弾だん丸がん。水鉄砲とは比ひ較かくにならぬ、殺傷を目的とする武器。だが、それは華羽にとっては惨みじめなほどに矮小だった。

「〈桜おう劾がい散さん華げ〉──〝天カミキ牛リムシ〟」

　桜の花か片へんが、まるで別個の生命体のように蠢うごめいて五人を包み込む。

「これ、は……!?」

　躊ちゆう躇ちよなく冷ややかに。絆王院華羽の無銘天使は、五人を嚙かみ砕いていく。華羽はそれで彼女たちへの関心は放ほう棄きした。

「烈ちゃん！」

　華羽の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。




　茶屋までの道を、時崎狂三たちはのんびり歩いていた。

「あ、狂三さん。華羽さんと銃ヶ崎さんなんですが──」

「親友なのでしょう？　話は聞いておりますわ」

「お互いに敵として、戦い続けないといけないなんて……辛つらいですよね」

「なるようになる、と言いたいですが……」

　いずれにせよ、華羽は銃ヶ崎と別れを告げなければならない。それは銃ヶ崎にとっては、かなりショックな出来事だろう。

「……夏ももう、終わるんでしょうか」

　ふと、響が思いついたように呟つぶやく。

『支配者ドミニオンが交代すると、季節も変わるのでござるか？』

「変わるかもしれませんわね。この季節は、華羽さんの希望によるものだそうですし」

「でも、正直見た目だけだと華羽さんって夏は似合いませんよねー。ガッチリ和服だし」

「わたくしだって、夏は似合いませんけど夏は好きですわ」

「そうだったんですか？」

「ええ、ええ。……どうしてでしょうね、第八領域ホドに辿たどり着いてから気付いたことです。わたくし、夏が好きですわ」

　夏が元から好きなのか、あるいは好きになったのか。

　好きになったとすれば──それは一体、何な故ぜなのだろう。

　曖あい昧まい模も糊ことした答えが、摑つかめそうで摑めない。

「そうですかー……わたし的には、早く秋になった方が過ごしやすいかな、と思います」

　少しふて腐くされたように、響はそう呟いた。

『季節にまで嫉しつ妬とするとか、重いでござるなこの準精せい霊れい……』

「嫉妬とかしてませんけど!!」







「──烈ちゃん！」

　茶屋の方角から華羽の悲鳴が上がった。

　狂三が真っ先に走り出し、響は即そく座ざにその後をついていく。更さらに遅おくれて、スペードエースが走り出した。

　じりじりと、嫌いやな予感が狂三の胸を焦こがす。

　あの時、絆王院華羽が狂三に告白した内容。




　──ウチな、ちょっともう目的がズレてもうてん。

　──このまま戦ってたら、空っぽエンプテイになるのが進むだけ。

　──それはホラ、辛いしアカンやろ。ウチがエンプティになるのは、秘密や。

　──だからその前に、華はな々ばなしく負けたい思うとるねん。

　──あ、でもわざと負けるのは無しや。全力で戦って、全力で負けな。

　──そうしたら、第八領域ホドを出るのもええかもなあ。




　華羽は夢見るように、そんな言葉を口にしていた。していたのに、何かが起きた。起きてはならない、致ち命めい的てきな何かが。

「華羽さん！」

「時崎さん……」

　血ち塗まみれの銃ヶ崎を抱だき締める華羽が、そこにいた。

「っ……〈刻々帝ザフキエル〉──【四の弾ダレツト】！」

　反応は速かった。何かを求められるより先に、銃ヶ崎に時間を遡さかのぼる弾丸を撃ち込んだ。

　穿うがたれていた穴は塞ふさがれ、血は戻もどる。

　しかし──。

「烈ちゃんは……!?　なあ、なあ、起きて……起きてや……」

「少し……遅おそかったかもしれませんわ」

　時崎狂三も含ふくめて、隣りん界かいにいる準精霊たちの肉体は厳密に言うと血肉を持った生命という訳ではない。霊力が肉体を構成し、あらゆる物質を形成する。

　それ故ゆえに眉み間けんに穴が空こうが、心臓を破は壊かいされようが、それで死ぬことはない。しかし、準精霊は霊結晶セフイラの欠片かけらを核コアとして動く生命体だ。

　霊結晶セフイラの欠片は準精霊の肉体、精神の設計図のようなものであり、これが霊力を準精霊の肉体として構築させている。この隣界で指に傷がつくというのは、外傷を把は握あくした霊結晶セフイラの欠片が『指に傷がついた』という情報を肉体に与あたえるのだ。

　もちろん、修復すれば『ついた傷が治った』として肉体は容易に修復する。だが、今の銃ヶ崎が問題なのは、霊結晶セフイラの欠片が果たしてどの情報を刻んでいるか、だ。もし、『弾丸に撃たれたことで死亡した』となっていれば、いくら時間を巻き戻しても無む駄だだ。死を選んだ者に、生を与えることだけはできない。

　そういう意味であれば、銃ヶ崎烈美は分ぶん水すい嶺れいに立っている状態である。

　霊結晶セフイラの欠片が死を刻むか、それとも生を選ぶのか、その狭はざ間までたゆたっている……選ぶのは、銃ヶ崎烈美だ。

「彼方かなたの世界的には昏こん睡すい状態のようなもの。目を覚ますか、このまま消えてしまうかは、正直に申し上げて、五分五分ですわね」

「……烈ちゃん、ウチ、庇かばって……」

　愕がく然ぜんと膝ひざを突つく華羽。その髪かみの毛が、夜風に吹ふかれてはらはらと色を変えていく。

「一体何が──」

　砂すな浜はまから慌あわてて駆かけ寄ってきた叛はん逆ぎやく軍と絆王院軍は、共に最悪の光景を見た。

　しまった、と狂三は自身のミスに舌打ちする。あの悲鳴が上がった瞬間、まずやるべきは響とスペードエースを砂浜に向かわせて、状じよう況きようが落ち着くまで抑おさえ込むべきだった。

　だが、もう遅い。

　彼女たちは見てしまった。

　倒れた銃ヶ崎烈美、それを抱える絆王院華羽、茶屋に残った戦せん闘とうの痕こん跡せき。そして何より、華羽の艶あでやかな黒くろ髪かみから、色が消えていた。

　恐おそらく、銃ヶ崎烈美は華羽にとって最後の楔くさびだった。彼女がいたから、かろうじて華羽は空っぽになることを免まぬかれることができていた。

　しかし、その楔が壊こわれて消えた。

　更に間の悪いことに、その場にいた狂三と響、スペードエース以外の全準精霊が誤解してしまった。

「……華羽様、あなたが……あなたが、銃ヶ崎様を？」

　言ってはならない言葉を、誰かが言った。

「お待ちなさい！」

　すかさず狂三が叫さけぶ──立ち上がり、宙へ向けて〈刻々帝ザフキエル〉を撃つ。

「華羽さんはわたくしに、銃ヶ崎さんを助けるよう懇こん願がんしました。くだらない憶おく測そくはお止やめくださいまし。流言飛語で華羽さんが傷つけば、銃ヶ崎さんの方が傷つきますわよ？」

「……狂三さん！」

　響の切せつ迫ぱくした叫びに、狂三はまたも選せん択たくを誤ったことに気付いた。まず、抑えるべきは他ほかの誰よりも絆王院華羽だった。

「姉様！」

　砂浜にいたであろう瑞葉が叫ぶ。その叫びに、誰もが瑞葉の視線の先へと顔を向けた。

　華羽は茶屋の屋根に飛び乗っていた。美しかった黒髪は、するすると色が抜け落ちていく。月光に煌きらめいて白銀に輝かがやいていた。着物の乱れも、

　凄せい絶ぜつだった。

　凄絶なほどに、美しかった。

「逃にげますの？」

　狂三が言葉を投げかける──華羽は、くすりと笑って頷うなずく。

「ウチがしたんやない、言うても信じられへんやろうからねえ」

「ここで逃げたら、その確信を持たれますわよ？」

「……それでも、ええんよ。ウチ、それはそれで」

　ああ、と狂三は嘆たん息そくする。

「わたくしの敵に、なるかもしれませんわよ」

「そやなあ、それが妥だ当とうなところやろうなぁ。ウチは空っぽや。最さい期ごはパッと散って、おしまいにしたいわ」

「……そんな戯ざれ言ごとに乗る気はありませんわ」

「ダメです、姉様！　自や棄けにならないで……！」

「いいや、あかん。ウチは敵に回らないとダメなんや。……またな」

　華羽が扇おうぎを開くと、たちまち桜さくら吹雪ふぶきが周囲を覆おおった。幸い、攻こう撃げき力はない。だが、その分だけ量が圧あつ倒とう的だった。

　狂三は茶屋の屋根に飛び乗って、周囲を見回す──華羽の姿はない。

　あまりに痛々しい静せい寂じやく。加担した訳でもないのに、いじめの現場に出くわしたような、そんな気分。原因は万人にあるのに、誰一人として悪い訳ではないのが最悪だった。

　華羽は虚きよ無むを抱いだき、姿を消した。

　周囲の者は、その行動によって彼女が犯人だと思い込んだ。

「……なんとも、なんとも。腹立たしいですわ」

　そして狂三は追いかけることができなかった。

　蕭しよう々しようとした風が、その場にいた全員を通り抜ぬけていく。

　夏が──もうすぐ、終わろうとしていた。











○むかしがたり






　──沈しずんでいく。

　足を引っ張られている、苦しくて苦しくて、耐たえられないほど苦しくて。視界が青から黒へと変わっていく。まるで、深海に引き摺ずり込まれていくよう。

　呼吸ができない。声が出せない。

　……ああ、でも。どこかでそれを心ここ地ち良いと感じる自分がいる。

　溺おぼれ死ね、何もかもを漂ひよう白はくして、そして虚無の器うつわに歓かん喜きを満たせ。

　あの方のために死ね、あの方のために投げ出せ、あの方のために受け入れろ。

　声が耳の中へ、虫のようにするりと入り込む。

　幻げん覚かく、幻げん聴ちよう、そう言い聞かせようとしても駄だ目めだった。どうしようもなく、汚お染せんされていくのが分かる。そしてそれは苦痛ではなく、快感だ。

「……っ！」

　目が覚める。

　自分の意識が正しいかどうかを、まず確かく認にんする。

　私の名前は、絆ばん王おう院いん華かれ羽は。妹の名前は、絆王院瑞みず葉は。敵の名前は、敵、敵の名前は──。

「白クのイ女ー王ン……。ウチの、敵は、あの女王や」

　今日も、昨日と同じ自分であれた。

　だが、論理を司つかさどる自分が冷静に通達する。

　自分の敵、自分の憎にくむべき敵、滅ほろぼすべき敵を思い出すのに、一分以上の時間が掛かった。

　昨日までは、五秒でその認識に辿たどり着いた。

　だが今日は一分。環かん境きようの変化だけで、この時間差は生じない。

「……進んだんやな……一気に……」

　エンプティ化。虚無の少女となり、白クのイ女ー王ンに隷れい属ぞくする信徒となる。

　ため息をついて、華羽は改めて周囲の環境を確認した。第八領域ホドの外れ、誰だれが念じてこんなものを建てたのか、不明なほどに崩くずれた廃はい屋おく。

「ま、ええか。さて……ほな、死にに行かんとな」

　……本当は、探すつもりだった。

　新しい生き甲が斐い、生存権利を獲かく得とくするための夢、あるいはただ単純に、自由な何かを。

　しかし、どうも自分の運命はそういう風にできていなかったらしい。

「しゃあないか、しゃあないなあ」

　立ち上がる。もう、密ひそかな自じ慢まんだった黒髪はわずかに前髪に少し残るだけとなった。

「……烈れつちゃん、無事やろか」

　時とき崎さき狂くる三みが時間を巻き戻したことで、消しぬ滅ことだけは回かい避ひできた。しかし、その後どうなったのかは不明だ。

　生きているのか、消えてしまったのか。

　それすらも知ることのできぬ自分の境きよう遇ぐうが、少しだけ呪のろわしい。

「──絆王院華羽さん」

　呼びかけに振ふり向く。エンプティたちが微笑ほほえんで、廃屋の玄げん関かんに立っていた。その数は思っていた以上に多く、髪型や容姿の違ちがいはあれど、全すべてが〝漂白〟されていた。

　その中の一人が進み出て、両りよう腕うでを広げる。

「お迎むかえに上がりました。白クのイ女ー王ンの声なき嘆なげきを聞き届けたのですよね？」

　彼女たちがどうやって自分を嗅かぎ付けたのか、彼女たちはどこにいたのか、疑問が山のようにある。なのに、どうしても敵対心が湧わかない。今の自分はエンプティと同じ種だと、心の何ど処こかで認めてしまっている。

「ああ──そうなるんかな」

「この領域も、いずれ白クのイ女ー王ンの支配下に置かれます。その時こそ、華羽さんが支配者ドミニオンに返り咲ざけば──」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、と退けるのは簡単だ。だが、彼女の提案には抗こうしがたい誘ゆう惑わくがある。

「せやなあ。戻もどりたいなぁ」

「戻れますとも。私たちは、捧ささげることによって満ち足りるという幸福を得るのです」

「……満ち足りる、か」

「乾かわいているのでしょう？　餓うえているのでしょう？　空っぽが、怖こわいでしょう？」

　乾いている。

　餓えている。

　虚無が怖い。

　何もかも、彼女たちの言う通りだ。

「ウチは……何すればええの？」

「白クのイ女ー王ンのために、滅ぼしてしまいましょう。だってこの隣りん界かいは、存在してはいけない世界なのです」

　……堪こらえた。

　あと一押しされれば、落ちていたかもしれない。

　だが、エンプティは言葉選びを誤った。

「──ちゃうわ、ソレ」

「え……？」

「この世界は、どんな悪意があるにせよ……奇き跡せきそのものや。何な故ぜって、ウチがここにいるからや。ウチがここに居て、夏を感じていることが奇跡。だから、後の人生全ては余分やもん」

「何を、言って」

「おおきにな。アンタたちのお陰かげで、立ち位置を思い出せたわ。──さいなら」

　エンプティたちの眼前で、絆王院華羽が扇を開く。

「空っぽになったから言うて、アンタたちに負ける筋があるかいな」

　無む銘めい天使〈桜おう劾がい散さん華げ〉。

　桜の花か片へん一つ一つが、剃刀かみそりのような切れ味を伴ともなってエンプティたちに襲おそい掛かる。

「ど、どうして……!?」

「分からんやろな、アンタたちには。この隣界が、どんなに素す晴ばらしいか」

　凍こおるような視線。

　エンプティたちは己おのれの間ま違ちがいを悟さとった。絆王院華羽はどれほど空っぽになろうとも、器そのものが歪ゆがんでいる。

「こんな……気持ち悪い世界に……何の……価値が……」

「瑞葉が生きているからや。ただそれだけ、ただそれだけで──この隣界には、千金の価値があるんよ」

　華羽の言葉の意味を完全に理解できぬまま、エンプティたちは散華した。

　呼吸を一つ。

「さて、ほな死にに行こか」




　　　　◇




「さて、さて。どうやってあなたのお馬鹿なお姉さんをマトモに戻すかですが──」

　狂三は腕うで組ぐみをして考え込む。

　その言葉を、絆王院瑞葉は啞あ然ぜんとして聞いていた。ここは〝元〟絆王院城。最上階で、銃じゆうヶが崎さき烈れつ美みは布ふ団とんに寝ねかせられていた。狂三、響ひびき、スペードエース、そして瑞葉がその布団を取り囲んでいる状態だ。

「……殺さないのですか？」

「殺す寸前まではやらないと、いけなそうですわね」

　現状はかなりの割合で最悪だ。

　第八領域ホドの準精せい霊れいたちは、何をすればいいのかすら分からない。引っ張っていたリーダーが二人、同時にいなくなったのだから無理もない。

　特に絆王院側は深刻だ。敗北しただけではない、自分が信じていたリーダーが空っぽエンプテイに変化してしまったのだ。ほんのわずかではあるが、エンプティ化が進んだ準精霊たちもいるようだ。

　放置しておけば、彼女たちも底無し沼ぬまに嵌はまるだろう。

　ともあれ、そうなると期待されるのは緋ひ衣ごろも響と絆王院瑞葉である。一時的に彼女たちがリーダーを代行し、ともあれ華羽の捜そう索さく及および第ネ七ツ領ア域クと第イ九エ領ソ域ドへの使者を派は遣けんすることを決定した。

　姉である華羽がエンプティ化したとはいえ、瑞葉は第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオンであり、かろうじて信しん頼らいは保たれている。

　しかし、華羽が支配者ドミニオンとして返り咲くことはないだろう。

　その為ためにはまず、銃ヶ崎烈美が起きるのを待たねばならないのだが──。

　その一方で、華羽を放置していても良い訳がない。一刻も早く探し出し、そして倒たおす必要があった。

「エンプティ化を食い止めるために、殺し合う……矛む盾じゆんではありますが、今のところコレが一番、華羽さんのためになりそうですわね」

「第一〇領域マルクト形式ですか。……そうですね、それしか思いつかないです。他ほかに、華羽さんが求めているものが分かれば別ですけど」

　元エンプティである響が同意を見せる。

『で、ござるが。……あそこまで進行していては手て遅おくれなのでは？』

　スペードエースの指し摘てきに、響が考え込む。

「……劇的な出会いを果たせば、あるいは」

　かつて響はそうだった。もう、本当に死ぬ一歩手前で。ある一人の準精霊に救われた。

　彼女のことを思い出すだけで、胸は切なく痛みを帯びる。

「となりますと、銃ヶ崎さんしかいませんわね。わたくしの【四の弾ダレツト】で傷は修復しましたが、彼女の精神が帰き還かんしなければ……」

　昏こん々こんと、銃ヶ崎は眠ねむり続けている。

「……引っ張り出すしかありませんね」

　響が言った。その声には、微かすかな緊きん張ちようが滲にじみ出ていた。

『引っ張り出す……でござるか？』

「記き憶おくに侵入ダイブして、刺し激げきするんです。わたしの〈王位簒奪キングキリング〉で」

「……そんな能力もありますの？」

「無いですよ。……スマホを使って釘くぎを打つみたいに有り得ない使い方です。ただ、わたしの無銘天使は記憶を奪うばい、肉体を模も倣ほうするもの。その際、間違いなく準精霊の……魂たましいみたいなものに、接アク続セスしていると思うんです」

　漠ばく然ぜんとした、何とも曖あい昧まい模も糊ことした表現だが響の言葉には確かな重みがあった。

「……具体的には、どのように進めますの？」

　狂三が尋たずねると、響が何とも複雑な表情を浮うかべた。

「えーとですね……〈王位簒奪キングキリング〉を使って、わたしが銃ヶ崎さんを強ごう奪だつする寸前まで到とう達たつしてから、強引に解除します」

「あら、あら。どう考えても不ふ穏おんな空気しかないやり口ですわね。響さん、デメリットを正直に申告なさいませ」

　狂三の冷たい目線に、響の背筋に嫌いやな汗あせが流れた。

「まず……今の銃ヶ崎さんの状態だと、強奪が成功してしまいかねません。つまりわたしと銃ヶ崎さんが入れ替かわります。当然、わたしが消えてしまいます。それから、強奪する寸前に解除するというのも……やったことがないので、可能かどうか不明ですし、その状態の自分がどうなるかも分かりませんが、かなり危険です」

「感覚で構いません。成功率は？」

「三……いえ、二割くらい……」

「却きやつ下かですわ。最低でも八割になるよう再考してくださいまし」

　狂三はあっさりと却下した。デメリットがあまりに大きすぎる。もちろん狂三も銃ヶ崎を救いたいとは思う。だが、無む謀ぼうな作業に緋衣響を投入するほど愚おろかではない。

「……銃ヶ崎さんと親しい誰だれかと共同作業を行うなら、いけるかもしれません」

「銃ヶ崎さんと親しい方、というと──」

　それはつまり、絆王院華羽ということになる。

「……見えましたわね。つまり、銃ヶ崎さんを救うためには華羽さんを助けなければならない。華羽さんを助けるには、エンプティ化を止めねばならない」

「しかも、殺さずに……ですね」

「狂三さん、成功率は？」

　響が先ほどの問い掛かけを逆に投げかける。

　狂三はまったく躊躇ためらうことなく、こう告げた。

「一〇割ですわ。必ず、華羽さんをここまで引き摺ずってきますわね」

　時崎狂三が不敵に笑う。その笑えみに、ようやく周囲の緊張が解けていく。

　彼女ならば、きっとやってのける。不可能などない。少なくとも、響は確信している。

『ならば、後は華羽殿どのが発見されるのを待つだけでござるな』

「でも、成果は芳かんばしくないようです。佐さ賀が繰くれさんにも手伝ってもらっているのですが──」

　直後、タイミングを測ったようにスマホのメッセージアプリから連れん絡らくが届いた。

　佐賀繰唯ゆいが、絆王院華羽を発見したのである。
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　唯がその廃はい屋おくを発見したのはまったくの偶ぐう然ぜんではなく、丁てい寧ねいな分ぶん析せきと論理があった。

　まず、華羽が対岸に向かうのは考えにくい。そのためには茶屋から要よう塞さいの脇わきを通り、砂すな浜はまから海を横断しなければならないからだ。

　華羽が茶屋の屋根から姿を消すとき、桜の花片がバラ撒まかれたとはいえ、あの準精霊たちが誰一人気付かない、というのは可能性が低い。

　なら、当然まず華羽は絆王院城の方向へと向かう。城内には入らず、その背後にある山さん岳がく地帯へと向かうだろう。

　多少険しくはあるが、鬱うつ蒼そうとした森林は華羽を包み隠かくすに違ちがいない。

　だが、分析ではそこまでだ。後は地道に捜そう索さくするしかない。そこで唯は瑞葉が指示を下した準精霊たちと話し合ってグリッド捜索を行うことにした。

　山岳を枡ます目めに区切って、塗ぬり絵のようにエリアを一つずつ探たん索さくしていく。そこで唯は、廃屋を発見したのだ。

「……臭におう」

　死し臭しゆうと呼ぶには、あまりに淡あわい残のこり香が。通常の準精霊では感知できる代しろ物ものではないが、唯はくノ一であり、絡から繰くり仕じ掛かけの人形である。

　ここで戦せん闘とう……と呼ぶには、あまりに一方的な戮りく殺さつがあった。複数人の命を、一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらしたのだろう。

「ここね」

　唯は地べたに足あし跡あとを発見した。廃屋を出たのは、それほど前ではない。足跡を追っていけば、見つけられる可能性が高い。

　唯は決断し、廃屋を出た。

　樹上に移動すると、音もなく枝から枝へと跳とび移っていく。地上の足跡は、まだ続いている。〈隠形霊装・三四番イヅナ〉で、唯の身は半ば不可視の状態だ。

　不意に、景色が明るくなる。

　森にぽっかりと、開けた場所がある。そこに彼女がいた。正座したまま、瞳ひとみを閉じている様は、まるで瞑めい想そう中のようでもある。

「……ん？　唯か。よう見つけたやん」

　瞼まぶたを開くことなく、華羽は唯の存在を指摘した。動どう揺ようし、少し迷ったが唯は口を開いた。

「……はい。華羽様。どうか絆王院城にお戻もどりを」

「それ以上近付いたら、多分ウチはアンタを殺すで？」

　その言葉に、足が凍り付いた。やるという確信があった。あと一歩踏ふみ出せば、華羽に造作もなく切り刻まれる。

「ウチを倒したいんなら、時崎さんを呼んで。ウチは、ここにいる。ずっとや」

「……畏かしこまりました」

「唯」

　呼びかけに、唯が立ち止まる。華羽は変わらず、瞼を閉じたまま口を開く。

「空っぽになると、価値観が変わるんや。餓うえて、飢かつえて、何か違うもので器うつわを満たさないと、どうしようもなくなる」

「それは──」

「ウチは、殺し合いで満たされる。……さ、戻って場所を時崎さんだけに知らせるんや。間ま違ちがっても、他の皆みなに知らせたらあかんで。……死人がようけ出るだけや」

「はっ」

　唯はするりと後方へと飛び退のき、捜索中止の狼煙のろしを上げた。彼女は言葉通り、そこから動くことはないだろう。

　時崎狂三を待つ。そして殺し合う。

　エンプティ化が加速し、自我が崩ほう壊かいするまでに。
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　狂三は佐賀繰唯の報告を聞き、頷うなずいた。

「……案内してくださいまして？」

「無論です」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　響の不安そうな質問に、狂三はしばし考え込む。

「一〇割、と言ったでしょう？　ただ、そうですね。材料は必要ですわ。瑞葉さん、少々よろしくて？」

「あ、はい……何でしょう」

「華羽さんの、力を教えてくださいまし。無む銘めい天使と霊装ドレスの力で、何ができるのか、できないのか──」

「……それは……無理です」

「あら、なぜですの？」

「私も、華羽姉様の能力は知らされていません。無銘天使の名は〈桜おう劾がい散さん華げ〉。扇おうぎを開くと花か片へんが散って攻こう撃げきする……程度です。霊装ドレスも名前──〈華ブ創ル霊ー装メ・・一ア七レ番ス〉以外は何も」

「……用心深いですわね」

　瑞葉は苦く笑しようして言う。

「信用されていなかったのかもしれません。姉様は、謎なぞめいた方でした」

「……そうですの？　わたくし、華羽さんはとても、とっても……あなたのことを、慈いつくしんでいらっしゃったと思いますわよ」

　狂三はくすりと笑った。

「わたしたちもついていっていいですよね？」

「……いえ、できればわたくしと華羽さん、二人だけにしてくださいまし。間違いなく、凄せい惨さんな殺し合いになりますわ」

「わたしは平気ですけど……」

　響が不満を漏もらすと、狂三は軽く彼女の額を指で弾はじいた。

「いくら平気といっても、見せたくないものもありましてよ？」

「むー、しょうがないですね。では、わたしたちは待ってますね」

「ええ、ええ。他ほかの準精せい霊れいの皆様にも、それを徹てつ底ていさせてくださいまし」

「分かりました。それは、私と緋衣さんで告知しておきます」

「あとは──シスタス！」

　影かげから、ぬろんと両りよう腕うでが現れた。ひゃっ、と瑞葉が悲鳴を上げる。

　シスタスが影から登場した。

「何ですの、『わたくし』？」

「……わたくしと華羽さんの戦い、高確率で邪じや魔まされると思いますわ」

「ですわね」

「なので、露つゆ払はらいをとことんお願いいたしますわ」

「ええ、ええ。承りましたとも。『わたくし』。なら、先に参りますわね」

　シスタスはふわりと天てん守しゆ閣かくから、飛び降りた。

「シスタスさんはどちらへ？」

「露払いですわ。佐賀繰さんの分析が正しければ、白クのイ女ー王ンに共鳴してしまったエンプティたちが、間違いなく潜ひそんでいますわ。華羽さんはそちらに与くみしていないようですが、放置しておけば汚お染せんされるという可能性もありましてよ」

「姉様が……白クのイ女ー王ンの側に……？」

「その可能性もある、という程度ですわ」

　狂きよう信しんは虚きよ無むによって産み落とされる。

　そして今、絆王院華羽は間違いなく危険な状態だ。

「纏まとめるとこういうことですわね。わたくし、時崎狂三は第八領域ホドの支配者ドミニオンで強い力を持っている絆王院華羽と殺し合い、生と死の狭はざ間まで彼女のエンプティ化を防ぎ、理性を取り戻させてからここまで引っ張ってくる、と」

「はい。それからわたしが交代して、華羽さんと共に〈王位簒奪キングキリング〉で銃ヶ崎さんの精神こころに侵しん入にゆう。彼女を救出します」

「まあ、まあ。わたくしも響さんも、とっても大変ですわね。ここはまるで夏休みのように長閑のどかだというのに」

「まったくですねー……という訳で、さっさと華羽さんを連れてきてくださいね」

　響はそう言って、片手を掲かかげた。

「ええ、即そく日じつ配達でお届けいたしますわ」

　狂三は不敵に笑って、その手を叩たたく──パン、と良い音が響ひびいた。
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　一度は退けたはずの囁ささやきが、またも大きくなりつつある。頰ほお肉を嚙かみ千切って、その痛みで抵てい抗こうする──退けられない。あの想おもいが、日に日に大きくなっていくのが感じられる。嫌いやなのに、気持ち良かった。

　──満ち足りたいと思ったことは？

　──痺しびれるような幸福を感じたことは？

　──あなたが、ここにいる意味を知りたいと思ったことは？

　──ねえ、ねえ、ねえ。自分の苦く悩のうを、煩はん悶もんを、絶望を、消し去りたくはない？

「……ほっとけって話や」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　風に吹ふかれて、木々の葉がざわめいている。笑い声にも似ている気がした。

「はよ来て、はよ、はよ……」

　死を待ち焦こがれる。生を渇かつ望ぼうする。やり直しを要求する。ぐるぐると一秒ごとに願望が変わる。

　心臓の鼓こ動どうが、耳に響く。酷ひどい頭痛がする。記き憶おくを、失いそうになる。大事なものが欠落していく。

　息吹いぶきで邪じやを祓はらう……少なくとも、囁きは弱まった。

　そして、知覚した。

　森のざわめきが一瞬にして鎮しずまった、というか銃じゆうを突つきつけられて強制的に黙だまらされたようなイメージ。ひぐらしが鳴き始める。瞼を開けば、青空は夕焼け空に変わっていた。

　意識を喪うしなっていたのか、時間を感じないほどに堪たえ忍しのんでいたのか。

　いずれにせよ、彼女が────来た。

　夕焼け空に溶とけ込むような、黒と赤の霊装ドレス。手には古式ゆかしい短銃と長銃。

「間に合いましたかしら？」

「間におうたわ。堪かん忍にんな、時崎さん」

「正座のしっぱなしで、足が痺れたりなどはしていませんでしょうね？」

「アホいいな」

　苦笑いしつつ、華羽は立ち上がった。鬱蒼とした森林の中、ここだけは開けているせいで、夕焼け空がよく見える。

　死ぬにはいい感じの赤い空。

　殺すにもいい感じの紅あかい空。

「……殺しあおか」

　扇──〈桜おう劾がい散さん華げ〉を開く。

「きひひひひ」

　狂三が笑って、得物を突きつける。今、狂三が握にぎっている武器は水みず鉄てつ砲ぽうではなく、引き金トリガーを引けば致ち命めい傷しようを負わせる破は壊かい力を持つ古式銃。そして、彼女の背後に広がる巨きよ大だいな時計の文字盤ばん。

　恐きよう怖ふと、それ以上の歓かん喜きが華羽の胸に染しみ渡わたる。

「──絆王院華羽。無銘天使〈桜おう劾がい散さん華げ〉」

「──時崎狂三。天使〈刻々帝ザフキエル〉」

　桜が散る。影が集束する。

「さあ、さあ」「ウチらの」「わたくしたちの」「戦争デートを」「デートたたかいを」




　──はじめましょう。




　響き渡る銃声。

　かくも世界は美しく、残ざん酷こくで、だからこそ生死きにたたいいと乞こい願うのだ。




　コンマ数秒の速射。放たれた影の弾だん丸がんを、〈桜おう劾がい散さん華げ〉が弾く。だが彼女が扇を振ふる一動作で、五発の弾丸が襲おそい掛かかる。

「〝鉄火〟」

　それを、硬こう質しつ化した花片が防いだ。狂三が舌打ちする──絆王院華羽を取り巻く無数の花片。当てられる気がまるでしない。

「【一アのレ弾フ】……！」

「とまあ、そう来るわなぁ」

　自身に【一アのレ弾フ】を撃うち込み、加速。接近戦を挑いどむ。

「〝顎門あぎと〟」

　扇を振る──花片が襲い掛かる。間かん一いつ髪ぱつ、木の幹を蹴けり飛ばして方向転てん換かんした。

「扇の一振りで桜の花片が鉄に変化する。取り巻くも襲うも自由自在ですわね。標準的ありきたりですが、厄やつ介かいな武器ですこと」

「そっちはけったいで古ふる臭くさい銃器やもんねぇ」

　挑ちよう発はつではあるが、狂三はあえて挑発に乗った。
















「あら、あら。この優ゆう雅がさがお分かりになりませんの？」

「分からんわ。無骨な銃なんぞ、ウチら準精霊には似合わへん……と言うと、あの子の悪口にもなるか。……あれ、あの子の名前……何やったっけ……」

　虚うつろな目をした華羽に、狂三は告げる。

「銃ヶ崎烈美。あなたが名付けて、あなたと共にいた準精霊ですわよ」

　彼女の名前を聞いた途と端たん、華羽の目に光が戻もどる。

「……ああ、そうや。そやったなあ……何で、そんな大切なこと……忘れてしまいそうになってるんやろ。どうでもええことは、覚えとるのになあ」

「大切だったからこそ、では？」

「かもしれんなぁ！」

　ゆるりと、華羽が倒たおれ込むようにその一歩を踏ふみ出した。

「〝波は濤とう〟」

　先ほどの花片は大だい蛇じやのように襲い掛かってきたが、今度のそれはまさに津つ波なみそのものだった。扇から生み出される花片が爆ばく発はつ的に増ぞう殖しよくした。

「くっ──！」

　後方へ跳ちよう躍やく。森の中へと逃にげ込む。だが、花片の一枚一枚は小さく、木々ではその侵入を防ぐことはできない。ずざざざざ、と洪こう水ずいのように花片が襲い掛かる。

　思考に割さく時間は少なく、状じよう況きようも厳しい。

　だが、しかし。

「【三ギのメ弾ル】……！」

　散々と修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけた狂彼三女にとっては、まださしたる危機ではない。

【三ギのメ弾ル】によって老化を加速させられた大木が、次々と枯かれて倒れていく。その中の一つに飛び乗り、片かたっ端ぱしから大木を蹴り上げた。

「そちらが波なら、こちらは筏いかだを作らせていただきますわね」

　たとえ枯れても大木の重さは、花か片へんを防ぐに足る代しろ物ものだ。大木を筏というよりはサーフボードのように使いこなしながら、狂三は接近して〈刻々帝ザフキエル〉を連射する。

　しかし、華羽にとってはまだ危機的状況ではない。瘦やせても枯れても、彼女は支配者ドミニオン。

「〝刃にん傷じよう〟」

　閉じた扇おうぎに花片が集まり、まるで剣けんのような形状に変化する。

　刃は渡わたり一〇メートル以上に伸のびたそれで、やってくる大木を切断した。更さらに狂三の脳天を叩き斬きろうとする。

　寸前、両手の〈刻々帝ザフキエル〉で受け止める。〈刻々帝ザフキエル〉がぎちりと軋きしむが、その銃身が切断されることはない。

「何でもありですわね、その扇！　いえ、もしや扇ではなく花片の方が本体でして？」

「正解や。この扇は……何ちゅうか、触しよく媒ばいみたいなもんでな。何でもええねん」

　らちが明かないと見て取ったのか、華羽が距きよ離りを取る。

　刀身を形成していた花片は、扇の一振りであっさり散った。……だが、地に落ちることなく華羽の周囲に滞たい留りゆうする。狂三にも理解できる──その一つ一つが、剃刀かみそりの切れ味と鋼はがねの硬かたさを誇ほこっている。先ほどの巨大な刀の方が、まだ玩具おもちやに等しい。

「……なんか、知ち恵えついてもうたみたい。時崎さんの技わざ、覚えてるで。【一アのレ弾フ】が加速、【二ベのー弾ト】が遅ち延えん、【四の弾ダレツト】が巻き戻し、【七ザのイ弾ン】が……停止やったかな」

「エンプティ化の弊へい害がいですわね。情報の共有化を強制的に行うのでしょう」

「……ってことは、ウチがなりかけてるのも含ふくめてモロバレ？」

「ええ、ええ。モロバレですわ。もっとも──だから、どうしたという話です」
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　向日葵ひまわりのように黄色い霊装ドレスがひらひらと宙を舞まう。

　エンプティたちの悉ことごとくが、陽光のように明るい黄色の下で息絶えた。

「──お生あい憎にく様さまですわ。あなたがたの存在は本当に気の毒ですが、耐たえようとする方まで仲間に引き入れようとするのは、見過ごせませんわね」

　シスタスはそう冷れい酷こくに告げて、引き金トリガーを引いた。エンプティたちは白に輝かがやき、散っていく。何かできたはず、という勘かん違ちがいの歓喜を抱いだきながら。
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「……という訳で、邪じや魔まは入りませんわ」

「礼を言うべきなんやろうな、たぶん」

　華羽は獰どう猛もうに笑い、狂三は短銃を握り直す。

「何を企たくらんでるのか、よう分からんけど──」

「ええ、それはもう企んでいますわ」

　殺し合うが殺さない。殺さないが殺されない。殺すが、殺さない。

　あらゆる矛む盾じゆんを抱かかえ込んでなお、時崎狂三は──静かに笑った。

「【二ベのー弾ト】！」

　弾丸の選せん択たくは、時間の遅延。狂三は木々を薙なぎ倒す勢いで動き回りながら、【二ベのー弾ト】を放つ機会を窺うかがう。

　彼女の腕うでであれば、十と重え二は十た重えと自分を守る花片たちをかいくぐって撃ち抜くことができるだろうか？

　……否いな、だ。

　弾丸は引き金トリガーを引いた時点で、ただ真っ直すぐ突き進むだけ。当たる確率はゼロに等しい。

　加えて、これで狂三の戦術も読めてきた。【七ザのイ弾ン】ではなく、【二ベのー弾ト】を使うというのは、時間の大量消費を惜おしんでいるということ。

　ならば、と華羽は選択する。

　万が一にでも、【二ベのー弾ト】を喰くらわぬように徹てつ底てい的に防衛する。

　木々に隠かくれつつ、彼女の『時間』が尽つきるまで待つ。そうなれば、彼女の切り札は全て消える。

　じっくりと、罠わなを仕し掛かけて、待つ。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【二ベのー弾ト】！」

　これで彼女が【二ベのー弾ト】を撃つのは七発目。だが、いずれも華羽の体に届くことはない。全てを回かい避ひした。

　狂三に気付かれぬよう、彼女は少しずつ、自身の守りに用いていた花片を周囲に仕込んでいく。仕込んだ花片の群れは合計五つ。それらは地面に落ちて擬ぎ装そうを施ほどこされており、注意して観察しなければまず分からない。そして、戦せん闘とうの最中に何もない地面を注意して観察する訳もない。

　罠に落ちろ。そこへ足を踏み入れろ。防戦一方の自分を与くみしやすいと思い込め。

　知力を振り絞しぼって、殺し合う。ただそれだけで、充じゆう実じつする己おのれの業。

　遠ざかる虚きよ無む、遠ざかる囁ささやき。

「ホント、お人好しやねえ時崎さん」

「あら、あら。何のことですの？　わたくしがお人好し？　きひひひひ！　それはまた、素す敵てきな冗じよう談だんですわ！」

　今だ。

「──〝奇き貨か〟」

　扇を開く。擬装されていた花片が正体を現す。前後左右上方から殺さつ到とうする、花片やいば。

「ふむ、なるほど。前言撤てつ回かい。わたくしたち、相あい性しようが良いですわね。お互たがいにお人好しそのものですわ」

「え……？」

　狂三が地面を蹴った瞬しゆん間かんだった。

「【二ベのー弾ト】は時間を遅延させる弾丸。【七ザのイ弾ン】のような強力さはありませんが、そこはそれ。使い方次し第だいというものですわ」

「……！」

　ほんの一瞬で、形勢が逆転した。彼女の花片を蹴け散ちらしながら、何かが華羽に叩たたきつけられた。前後左右天地、逃げ出す隙すき間ますら与あたえずに。

　血を吐はいた。

「……木……？」

　狂三は変わらず、静かに微笑ほほえんで佇たたずんでいる。……いや、その笑い方は微笑みなどというものではなく。夜空の三日月のように──ニタリ、と不ふ吉きつな笑顔だった。

「……とはいえ、こちらも二手ほど足りませんでしたわ」

　受け止めきれなかった花片が、狂三の霊装ドレスを切り裂さいていた。だが、致ち命めい傷しようではない。花片のほとんどは、突とつ然ぜん吹ふき飛とんだ倒とう木ぼくが薙ぎ払はらっていた。

　彼女が【二ベのー弾ト】で狙ねらっていたのは、華羽ではなく横たわる倒木だった。

　だが、不思議なことが一つ。倒木がどうして、自分に向かってくるのだろう。華羽は激痛に喘あえぎながら、必死になって考える。

　時間の遅延……遅くなる……。倒木を蹴けっても、解除されるまで遅延は続く……。

「あー……そういうことか……」

「ええ。わたくしの【二ベのー弾ト】は、力の伝達そのものも遅おくれさせることができましてよ」

【二ベのー弾ト】を撃うち込まれた木は、その瞬間あらゆるものが遅延する。蹴り飛ばしたとしても、その力だけが貯たまっていくだけでその場に留まるのだ。

「後は……一いつ斉せいに叩きつけることができるよう、【二ベのー弾ト】の間かん隔かくを調整しながら戦うだけですわね」

「よう言うわ。それどんだけ難なん儀ぎなんや」

　呆あきれた、とばかりに華羽がため息を零こぼす。狂三は軽く言っているが、今のは桁けた外はずれの技だ。弾だん丸がんの能力が異常なのではなく、それを行使した狂三が桁外れなのだ。【二ベのー弾ト】でどの程度時間を遅延させるのか、どの程度の力を籠こめて蹴るのか、どの座標に力のベクトルを向けるのか、弾丸の適切な発射間隔──ありとあらゆる問いをコンマ数秒で解かなければ、この結果は生み出せない。

　ズキリと響ひびくような痛みが、全身を貫つらぬいた。

「……痛っ」

「お苦しそうですわね」

「木に前後左右叩きつけられたからなぁ。……ウチの負けや。はよ、殺し」

「あら、殺して構いませんの？」

「そらそうや。だって、ウチはエンプティのなりかけやで？　いつ白クのイ女ー王ンの味方になるか、分からんやろ？」

「耐えきればよろしいではありませんの」

「……無理やと思う。それにウチかて、いつ自分たちを裏切るか分からんのがウロチョロしてたら、怖こわいわ。絶対に始末せな」

「でも、生き甲が斐いさえ見つければ──」

　準精せい霊れいがエンプティにならず、消しよう滅めつせずにいるためには何かしらの生きる理由を見つけねばならない。

「それ無理なんよ。だってなぁ、ウチ、実は──」




　──もう、とっくの前に死んでるんやもん。




　その当たり前のような言葉は、強く狂三の胸に響いた。











○咲さき誇ほこれ、切々と






　絆ばん王おう院いん華かれ羽はは、隣りん界かいに来たばかりの頃ころはそれを思い出せていなかった。自分が絆王院という苗みよう字じであり、瑞みず葉はという妹がいて。そして父、母、祖父、祖母、沢たく山さんの使用人に囲まれて……退たい屈くつというには、贅ぜい沢たく過ぎる恵めぐまれた暮らしをしていたこと。

　覚えているのはそれだけ。

　隣界は怖くて、刺し激げき的で、気の休まるヒマもないが、充実した毎日だ。

　……退屈な日々に戻もどりたい、と思うことも時々あったがそれもすぐに忘れてしまった。

　過去などどうでもいい。現在こそが重要だ。

　第一〇領域マルクトでとある準精霊と戦ったとき、『隣界編成コンパイル』に──暗黒の記き憶おくに、吞のみ込まれた。

　その記憶を持つ精霊が誰だれなのか、何物なのかは分からない。

　何者かが空間震を起こしたときの記憶だった。見み渡わたす限り瓦が礫れきの山、そしてそこに一人佇む少女じぶん。

　短い記憶だったが、それは爆ばく発はつ的な勢いで華羽の記憶に刺激を与えた。

　封ふうじていたはずの記憶が、蘇よみがえったのだ。

　自分は災害で死んだはずだった。原因は不明だ。地じ震しんか、空間震か、あるいは台風か、それとも人じん為い的な事故だったかもしれない。まあ、どうでもいい。

　ともあれ華羽は瓦礫に押し潰つぶされ、火災が起きた。父も母も祖父も祖母も使用人も死んだことを理解した。もうもうと立ち籠める煙けむりに咳せき込みながら、自分自身で「ああ、これはもう無理だ」と理解した。

「──姉様！」

　妹が泣いている。嫌いやだ、嫌だ、と叫さけびながら腕を引っ張っている。

「あかん、あかんよ。さっさと逃にげな」

　声を大にしてそう言いたかったが、どうも肺が押し潰されたのか、喉のどが震ふるえても声が出なかった。




　神様、神様。

　ウチがこんな酷ひどい目に遭あって死ぬんは、まあしゃあないかもしれません。

　でも、だったら。妹の瑞葉くらいは見み逃のがしてください。

　意味もなく死ぬんやったら、せめて──意味のある生を。




　そこで、確かに自分は死んだ。

　なのに瞼まぶたを開けば、そこは別天地。泣きじゃくっていた瑞葉は、自分がなぜ泣いていたのかも分からないようだった。

　共通する意識は一つ。

　自分たちは人間ではなく、準精霊と呼ばれる存在になったのだと──ただ、それだけ。




　　　　◇




「思い出した途と端たん、エンプティ化が進んでもうてなぁ」

「死人だと自覚したから……？」

　狂くる三みの問いに、弱々しく華羽は答える。

「分からんけど……そうかもしれん。ウチみたいに、死ぬ直前まで明めい瞭りように記憶してるゆーのは、あんまおらんかったしな。おってもアレや。そういうのは、大たい概がい第一〇領域マルクトにたむろってんねん」

　第一〇領域マルクトは第八領域ホドと違ちがい、明瞭に殺し合いを是ぜとする領域である。生と死の狭はざ間までなければ、生きていけなくなった準精霊が集つどう場所だ。

「……ということは第一〇領域マルクトに行けば……」

　まだ、望みはある。あそこで殺される寸前まで殺し続ければ。生きていける可能性が残っている。

「うん。でもな、分かってしもうたわ。ウチ、殺してまで生きたないねん。それにもう一つ、嫌なことがあってな。……それが、嫌やねん」

「その嫌なこと、とは？」

「……言いたないし、言わんでもその内分かるわ」

　諦あきらめたように、華羽は笑った。

「だから、ウチは死ぬことにする。……ええやろ？」

　長い沈ちん黙もくの後、狂三はゆっくりと首を横に振ふる。

「それを許可するのは、わたくしではありません。華羽さんがお好きに選びなさいませ。……ですが、一つだけやっていただきたいことがありますわ。あなたは、銃じゆうヶが崎さきさんを救わなければ」

「烈れつちゃん、どないしたん？」

「昏こん睡すい状態ですわ。銃ヶ崎さんと一番強く結びついているあなたが居なければ、恐おそらくあのまま亡くなられるでしょう」

　その言葉に、ほう、と華羽はため息をついた。

「……そりゃ助けなあかんなあ、はよ連れてって。あ、でもその前に……」

「前に？」

　華羽はひょいと肩かたを竦すくめた。

「傷治してくれへん？」

「ええ、もちろ（銃じゆう声せい）」

　狂三はにっこり笑って引き金トリガーを引いた。放った弾丸は【四の弾ダレツト】。巻き戻った傷が修復するが、華羽は目を見開いていた。

「喋しやべってる最中にいきなり撃つかいな、フツー!?」

「他人に【四の弾ダレツト】を撃つときは、ちょっと驚おどろかせたくなるのですわ。お茶目なジョークですわよ」

「ええ加減にせー」

　得意気な狂三の頭を、華羽が扇おうぎで軽く叩たたいた。

「つれないですわね、もう」

「ええからはよ戻らんと」

「ちなみに響ひびきさんは『やらないでくださいよ！　絶対にやらないでくださいよ!?』と仰おつしやるので当然、眉み間けんにぶっ放しましたが。なぜか目をひん剝むいて怒おこられましたわ」

「あー、それはやるな。ウチでもやる。その振りはあかんわ」

「でしょう？　わたくし、悪くありませんわー」

「いや悪いやろ」

　二人は顔を見合わせて、なぜか笑い出す。

「……妙みようにうまが合いますわね、わたくしたち」

「何でやろうなあ。ウチ、あんま友達とか作るタイプちゃうねんけど」

「烈ちゃんさんは？」

　華羽が照れた顔でそっぽを向いた。

「あの子は……ほら、アレよ。親友とか、戦友とか、仲間とか、そういうやつ」

「ああ、何となく区別をつけていますのね」

「あんたにとっての緋ひ衣ごろもさんみたいなもんや」

「……いえ、別に。響さんは別にそういう存在ではありませんわ」

「ほー……」

　訳知り顔の華羽が妙にムカついたので、狂三は軽く脚あしを蹴けった。当然のように、華羽は蹴り返してくる。

　更さらにそれを蹴り返し、蹴り返され、やがて不毛なつかみ合いキヤツトフアイトになる寸前で、「こんなことをやっている場合ではない」と気付いて、慌あわてて走り出した。




　　　　◇




　天てん守しゆ閣かくに飛び込んできた華羽と狂三に、響たちが安あん堵どの表情を浮うかべた。

「姉様！」

「あー、瑞葉。あとでなー」

　抱だき着いてきた瑞葉の頭をぐしゃぐしゃと撫なでると、華羽は眠ねむる銃ヶ崎に歩み寄っていく。瑞葉は硬こう直ちよくしていた。冷たくあしらわれる、と思っていたのに撫でられてしまって、どうすればいいのか分からなくなったのだ。

「あれからずっと寝ねとるんかい、このねぼすけ」

　くすりと笑って、銃ヶ崎の鼻を摘つまんだ。

「さて……緋衣さん、どうすればええの？　何か必要なもんとか、ある？」

「大だい丈じよう夫ぶです。必要なのは、わたしの無む銘めい天使だけですから」

　響は右手に、自身の無銘天使──〈王位簒奪キングキリング〉を召しよう喚かんした。巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめという凶きよう悪あくな外見に、周囲がざわつく。

「あ、見かけはゴツいですけど、ダメージとかはほとんどない類たぐいの代しろ物ものですので！」

　響はそう言いつつ、右手で華羽の手を握にぎる。

「では時間もないので早さつ速そくですが、銃ヶ崎さんの精神に侵入ダイブします。と言っても、ただ気絶したようにしか見えないと思いますけど」

「了りよう解かい了解。ほな、烈ちゃん助けてくるわ」

「華羽さん、ご武運を。……いえ、武運ではありませんわね。あなたの心を、大切にしてくださいまし」

　周囲が見守る中、〈王位簒奪キングキリング〉が銃ヶ崎の胸に触ふれる。

「銃ヶ崎烈れつ美みの核コアに接続──行きます！」

　ぐらりと、風景が歪ゆがんだ。猛もう烈れつな勢いで記フイ憶ルムが逆に回転していく。

　銃ヶ崎烈美を構成するもの。信条、性格、理念、様々に大切なもの──。

　そこへ、飛び込んでいく。




　　　　◇




　──スタート。

　孤こ独どく、ひとりぼっち、恐きよう怖ふ、行き先不明のバス停に佇たたずんでいる。

　名前は消えてしまった。

　隣界、準精せい霊れい、与あたえられた霊装ドレスと無銘天使。

　雨は降り止やまず、さりとて目的地はなく。

　さて、どこへ行けばいいのだろう？

「こっちや、こっち」

　一人の少女が現れ、手を引っ張ってくれた。この隣りん界かいで生きるために必要なことを学び、戦うことを学んだ。

　ああ、でも私には名前がありません。

　霊装ドレスがあっても、武器があっても、肝かん心じん要かなめの自分が無いのです──。

「適当でええなら、ウチがつけたるわ」

　そう言って、彼女は誰だれとも知らぬ私に居場所を作ってくれたのです。




　罪悪感しかない。

　だって、あの名前は本当に適当だった。本当に気軽に、私ウチはあなたの人生に指針を与えてしまったのです。こんな罪深いことはありません。

　恩を感じる必要はない。もっと、もっと良い名前をつけてくれた誰かがいたはず。

　だから、そんなに綺き麗れいな瞳ひとみで私ウチを覗のぞき込まないでください。

　あなたには、素す晴ばらしい人生があるのです。




　──中間地点。

　私に名前をつけてくれた彼女は、何というかひとりぼっちのような顔をしていると私は思いました。

　強いです。妹を含ふくめた皆みなに尊敬されています。気取っていますが、気品があります。

　なのに、どうしてか、どうしてか、彼女はどうしようもなく寂さびしそうなのです。

　だから、恥はずかしい話だけど友達になろうと思いました。

　少しでも彼女の寂しさを埋うめることができる、そういう存在になろうと。




　恥ずかしいにも程ほどがある。

　私ウチに言わせれば、彼女は向日葵ひまわりのようだった。

　燦さん々さんと夏に輝かがやく、宝石のように美しかった。

　あなたと競きそい合い、あなたと分かり合い、あなたと話し合う。

　そしてその度たびに、彼女は輝きを増していった。本当に第八領域ホドを治めるべきは烈ちゃん以外にいないと、そう思う。

　妬ねたましさはなく、ただ嬉うれしくて誇ほこらしい。




　──行き止まり。

　……私は何をすればいいのでしょう。私は何と戦えばいいのでしょう。

　心のどこかで気付いてしまいました。私はもう、彼女と会えないと。

　だったら、私の生きている意味など、まったくない。




「……アホやねえ、アンタ」

　のんびりした声が信じ難がたくて、慌てて振り向いた。

「……華羽ちゃん？」

　会いたかった、勝ちたかった、負けたくなかった、寂しくさせたくなかった女の子が、そこにいた。

「帰るで、烈ちゃん」

　差し伸のばされた手を、首を傾かしげながら握り返した。

「なんで、ここにいるの？」

「ふしぎ現象や」

「そっか、ふしぎ現象か」

　銃ヶ崎はそれで納なつ得とくすることにした。彼女がふしぎと言えば、多分ふしぎでいいのだ。

「でも……大丈夫？　また、仲良くできる？」

「……少しなら、仲良くできるで」

「少しってどのくらい少し？」

「食い下がるな、アンタ……。えーと、そやな。一いつ緒しよに遊びに行こか」

「んー、まだ足りない」

　折角なので、可能な限り譲じよう歩ほを引き出すことにした。

「お泊とまりでもする？」

「そこまでやるのなら、一日一緒にいよーよー。楽しいよ、その方が！」

「ま、そんくらいならしゃあないなあ」

「それで、ずっと一緒に遊ぼうよ！」

　わずかな逡しゆん巡じゆんがあった。今のは高望みすぎかと思った銃ヶ崎が恐おそる恐る顔を覗き込む。

　絆王院華羽はほんの一いつ瞬しゆんだけ、泣き笑いのような表情を浮かべたが、銃ヶ崎の訝いぶかしげな顔に、すぐに広げた扇で口元を隠かくし、くすくすと笑って言った。

「……そやなあ、ずっと一緒に遊ぼうか。せやったら、戻もどる？」

「ん、戻る。……ところで戻るってどうやって？」

「んー、知らん。戻ろう思たら戻れるんちゃうの？」

「えー、そんないい加減な……」

「いえ、そのいい加減な感じでいいんですが可能な限り早くしてください！」

　唐とう突とつに、誰かが割り込んできた。

「あ、緋衣さん」「おー、緋衣大佐！」

「二人ともさっさと立つ！　精神の内側でまったりしていたところで、何の解決にもなりゃしないんですよ！　ほら、見てください向こう！」

　響が指差した方角へ、二人して顔を向ける。そして揃そろって首を傾げた。

「うむ、なんか地面が崩くずれてるっぽい？」

「しかも、なんか近付いてきてるみたいやねえ」

　巨大な地割れが起きていた。まるでゼリーやプリンをスプーンで突つき崩すように。

「ええ、わたしが強ごう奪だつしてますからね。銃ヶ崎さんの精神や人格を。つまり、あれはええと、メタファーみたいな？　あの地割れに吞のみ込まれるとー……何と現実のわたしが銃ヶ崎さんになります」

「……た、大変なことしてくれてるではないかーーー!?」

「だからとっととキャンセルしたいんですよー!!　わたしだって、銃ヶ崎さんになる気は毛頭ないんですから！」

「え、えーと、どうすればいいのだどうすればいいのだ!?」

　わたわたと慌てる銃ヶ崎の両りよう肩かたを響が摑つかみ、揺ゆさぶる。

「空を飛んでください！」

「飛んでどこに!?」

「とにかく上へ上へ向かってください、あなたが精神の表面に浮ふ上じようすれば、わたしが強制的に弾はじき飛ばされますから！」

「わ、分かった……華羽ちゃんも、ほら！」

「あ、うん。ほな、緋衣さん。ちょいと飛んでくるわ」

　ふわりと、銃ヶ崎と華羽が宙に浮いた。銃ヶ崎は指示通り、とにかく真っ直すぐ上へ上へと飛んでいく。

「うわー、これが私の頭の中ってやつか！　なんか滅め茶ちや苦く茶ちやだなー！」

　ケラケラと楽しそうに銃ヶ崎が笑う。

「誰かの頭ん世界に飛び込むなんて、初めての経験やけど……ガラクタ箱引っ繰くり返したみたいやなあ、烈ちゃんの頭」

「何だよー。華羽ちゃんの頭ん中だって、きっと何か凄すごいアレだろ」

「アレって何やアレって。ウチの頭はもっとこう、綺麗なもんや」

　整理整せい頓とんされて、漂ひよう白はくされた、空っぽの──。

「なら、私がお邪じや魔まして滅茶苦茶にする」

「……それはそれで、面おも白しろそうやねえ。ウチのこと、滅茶苦茶にしてみ？」

　くつくつと華羽が笑う。たちまち銃ヶ崎の頰ほおが真っ赤に染まる。これで、存外彼女は純情というか、そちら系のネタには弱い。

「なっ、何だよそれっ。私、そういうの、駄だ目めだからっ」

「はいはい。おぼこな子やねえ、ホント」

「オボコ？　それ、武器の名前か何か？」

「そやな、瑞葉にでも聞いてみてな。あの子も割かしアレやしなぁ」

「ああ、そうだ！　思い出した！　私、起きたら支配者ドミニオンなのか!?」

「そうや」

「やること一いつ杯ぱいじゃないか！」

「そやなー」

「遊ぶヒマとかなくない？」

「んー、遊ぶ方優先してもええんちゃう？　今まで、頑がん張ばってきたんやろ」

　華羽の言葉に、銃ヶ崎は一瞬戸と惑まどったような表情を浮うかべたが、すぐに納得したように幾いく度どとなく頷うなずいた。

「そうだなー、たまには休きゆう暇かも罰ばちが当たらないよな！」

「そうそう、当たらん当たらん」

「じゃあ、目が覚めたら──遊ぼう！」

「……うん。いっぱい遊ぼうなー。でも一つだけ」

　首を傾げる銃ヶ崎に、華羽は言った。

「ウチの顔見て、あまり驚おどろかんでな？」

　その口調はいつもよりも少しだけ、自信が無さそうだった。

　やがて、空の色が変わり始めた。暗い夜が終わり、夜明けが訪おとずれる。黄金色の輝きが、銃ヶ崎の世界を染めていく。

「……綺麗なもんやなぁ」

「わ、私綺麗か!?」

「ちゃうわ。……この風景が綺麗や言うてんの」

「何だ、そっちか」

「何や、アンタも綺麗綺麗可愛かわいい可愛い言うて欲しいんか」

　しばらく押し黙だまっていた銃ヶ崎は、ぽつりと呟つぶやいた。

「……そりゃ、私だって……誰かに言われたいと思うときはあるぞ……」

「ほほう。誰かって、伝説のあんちゃんとか？」

「伝説のあんちゃん？　それって、あの『隣界編成コンパイル』でたまに見ることのできる噂うわさの？　それ、デマじゃないの？」

「デマちゃうみたいよ。あの時とき崎さきさん、伝説のあんちゃん追いかけてるみたいやし」

「え!?　いや、待て。あの男の子って、確か彼方の世界げんじつに居るはずだよな!?」

「そうそう。だから、時崎さんは隣りん界かいを片かたっ端ぱしから巡じゆん礼れいしてるんやって。第一領域ケテルに辿たどり着けば、ひょっとしたら向こうに戻れるかもしれんやろ？」

「……正気の沙さ汰たじゃないな、それ！　凄いな、あの時崎って奴やつ！」

「そやなあ。あれが、恋こいっちゅうもんなんかなあ」

　ため息を一つ吐はき出す。

　銃ヶ崎は空を見上げて、呟いた。

「なあ──私たちも恋とかできるのかな？」

「できるんちゃう？　……ウチは、恋とかしてないけど」

「寂さびしい奴だなあ、華羽ちゃんは」

「ウチはそれでええもーん。さ、多分そろそろ出口やで」

　華羽の言葉に銃ヶ崎も空を見上げた。黄金を通り越こして白に輝く空が、無限に広がっていた。感覚的に、銃ヶ崎もここが終点だなと理解した。

「よし、それじゃいっちょ目覚めるとするか！」

「アンタのせいで、ウチも色々と大変やったからなー」

　手を空に伸ばすと、空気の膜まくのようなものへと触ふれた。更さらに力を入れると、ぶつりと千切れる。それで、二人は気付いた。今までの自分たちはきっと水中にいたのだ、と。




　──目覚めた。




　銃ヶ崎はむくりと起き上がって、繫つないだ手に気付いた。自分の手を、華羽がしっかりと握にぎり締しめていた。ちなみに狂三の膝ひざで眠ねむっていた響も、ぱちりと目を覚ましていたが役得とばかりにしがみついて眠ったふりをしていた。

「華羽ちゃん……」

「烈ちゃん……おはような」

　その、真っ白な髪かみを見て銃ヶ崎は一瞬、泣き出しそうな表情を浮かべた。

　逆に華羽は、くすくすと楽しそうに笑う。笑って、髪の毛を弄いじくり廻まわす。

「白いのも、結構似合うやろ？」

「……大だい丈じよう夫ぶなんだよな、それ？」

「全然問題なし、や」

　狂三はその言葉を聞いて、微かすかに顔を背そむけた。その声こわ色いろは知っているはずの狂三ですら受け入れてしまうほどの、説得力を帯びていた。

　華羽は今、全力で噓うそを吐ついている。そしてそれを、銃ヶ崎は──。

「良かったー！」

　叫さけんだ銃ヶ崎は華羽を抱だき締める。無む垢くな笑え顔がお、無垢な喜び。どうやら銃ヶ崎は、きちんと信じているようだった。

「それじゃあ、遊ぶぞ！　ええと、何から始めようか何から！」

「何でもええけど、着き替がえたらどうや？」

「え？　あ、私ってば寝ね間ま着きか。よし、霊装ドレスに着替えるからちょっと待ってろ！　今日からしばらくは遊び続けるぞひゃっほう！」

　布ふ団とんから跳はね起きた銃ヶ崎は、元気一いつ杯ぱいに飛び出していった。

「緋衣さん、瑞葉。悪いんやけど、しばらくは遊ばせてくれへん？　どっちみち、ウチがいたら色々とこじれるやろ」

「え、ええ。それは構いませんが──」

「そうだ瑞葉！」

　着替えた銃ヶ崎が、あっという間に戻ってきた。彼女は瑞葉の肩かたを摑み、無む邪じや気きに問い掛かけた。

「おぼこって何だ？」

「おぼ……おぼ!?」

　瑞葉が困こん惑わくし、顔を真っ赤に染める。響が寝た振ふりをしたままニヤリと笑い、狂三はその頰を抓つねった。

「おう。華羽ちゃんが瑞葉に聞けば教えてくれるって！」

「姉様ーッ!?」

「ええがなええがな、教えたり教えたり。支配者ドミニオンたるもの教育も必要やで？」

「ん？　何だ、難しい話なのか？」

「いえ、別にさして難しくは……銃ヶ崎さん、耳を」

　瑞葉は迷った末に、そっと銃ヶ崎の耳に囁ささやいた。

「おぼこ、というのはですね……ごにょごにょ性的なアレやコレやのごにょごにょ体験をしているかごにょごにょしていないかです」

　耳打ちされている銃ヶ崎の顔が、見る見る内に紅くれないに染まっていく。

「華羽ーーーーーーーーーーーーーー！」

「あははははははははははははははははは！」

　ケラケラと華羽が笑い、銃ヶ崎が追い回し始めた。




　──一件落着した、と周囲は思っている。華羽はそう思わないし、狂三もそう思わない。

　銃ヶ崎はどうなのだろう。天てん真しん爛らん漫まんに笑みを浮かべる彼女からは、まったく窺うかがい知しれない。狂三はしばし迷った末に、響には伝えておくことにした。彼女の袖そでを引っ張り、二人してそっと城を出る。あれ以来、開店休業状態だった茶屋に行き、店員にしばらくの間、店を貸し切りたいとお願いすると、ちょうど遊びに行きたかったのだ、と大喜びで去って行った。

「えっと……どうしました？」

「華羽さんのエンプティ化は、止められそうにありません」

「──え？」

　きょとんとした表情で響が首を傾かしげ、狂三の言葉の意味を知って見る見る内に青ざめた。

「ど、どういうことですか!?　解決したんじゃ……！」

「いいえ。華羽さんのエンプティ化は止まっていません。恐おそらく早晩のうちに空っぽになるでしょう」

「でも、進行は止められるはずじゃ……」

「そのためには、殺し合わなければならないのですわ。そして、それを華羽さんは拒きよ絶ぜつなさいました。第八領域ホドを第一〇領域マルクトのようにする訳にもいかず、第一〇領域マルクトには行きたくない、と」

「どうして……。第一〇領域マルクトに行けば、支配者ドミニオンにだってなれるでしょうに」

「……それは」

　狂三にもそれは、分からない。ただ、漠ばく然ぜんとだが答えは見えている。

　恐らく、彼女は──。

「ともかく、華羽さんはもう止められませんわ。そして厄やつ介かいなことに、支配者ドミニオンに任じられるほどの力を持っておられましてよ」

「……白クのイ女ー王ンに利用される可能性がある……？」

「ええ、ええ。わたくしが懸け念ねんするのはそこで、恐らく華羽さんもそれを自覚していますわ。ですから──」

「……消しよう滅めつを選ぶ、ということですか？　そんな！」

　響ががたりと、茶屋の椅い子すから立ち上がった。狂三も迷っている、他ひ人と事ごとのはずなのに、どうしようもなく苦く悩のうしている。

　死ぬか、殺すか。

　その二択たくであれば、狂三は迷わず殺すことを選ぶ。

　だが、それは自分が時崎狂三だから言えること。……華羽にそれを押しつけるほど、彼女は自身が正しい道を歩んでいるとは思わない。

「でも、間ま違ちがってます」

「それは、わたくしたちが決めてもよいものなのでしょうか？」

「……っ」

　響が顔を伏ふせた。

「何か……方法は……ないんですか……」

　途と切ぎれ途切れに呟かれる言葉。狂三は響の手を握り、悲しげに尋たずねた。

「わたくしが、それを伺いたかったのですわ。彼女を他ほかに救う手立てはないのですか。例えば、生き甲が斐いを変えることはできませんの？」

「それは……分かりません」

「他の……瑞葉さんや、輝俐キラリさんのように、第イ九エ領ソ域ドで穏おだやかに暮らすことは？」

「それも……」

　分からない、と無念を籠こめて響は呟いた。

「……多分、華羽さんも既すでに色々と試ためしたのではないかと思いますわ。それで色々と試したり、調べたりした末にあの結論に達したのでしょう」

　華羽だって、最初から諦あきらめていた訳ではないだろう。

　支配者ドミニオンなのだから、情報も手に入るはずだ。その上で、そういう結論を出さざるを得なかった。

「せめて、第一〇領域マルクトで生きられれば……。いえ、駄だ目めですね。第一〇領域マルクトですら、個人差があります。聞いてみた感じ、華羽さんのそれは一番重度……ここまで生きてきたのが奇き跡せき的です」

　響の握った両手は震ふるえている。

　かつて空っぽエンプテイであった響にとっては、決して他人事ではない。

「何より、華羽さん自身が第一〇領域マルクトで戦うことを望んでいないのですわ。いえ、少しややこしいですわね。生きるためには殺すしかない。でもそれを生き甲斐にすることを拒こばんでいる……」

　狂三は華羽の、力無い笑みを覚えている。狂三と真しん剣けんに殺し合ったことで、少しだけ隣りん界かいに踏ふみ留とどまることができたが……永遠に時崎狂三と殺し続ける訳にはいかない。

　駄目だ、どうしようもなく──行ゆき詰づまっている。

「……ともかく、二人の様子を見守るしか……」

「それしかなさそうですわね……」

　響と狂三は揃そろってため息をついた。

　蟬せみがまた鳴き出し始めた。風ふ情ぜいがある、と喜んでいたのが今は妙みように五う月る蠅さい。

「……華羽さんはずっと苦しんでいたんでしょうか」

「お話をお伺うかがいする限り……そのようでしたわ」

　親友でも……親友だからこそ、伝えられない。

「おーい、緋衣大佐に時崎狂三ーーー！」

　二人して椅子の上で、びくりと飛び跳ねてしまった。

　振り向けば、銃ヶ崎がいた。その後ろに、華羽がそっと佇たたずんでいる。

「なあ、なあ！　絆王院城──あ、いや違ちがうか。私の城なんだけど、しばらく瑞葉に任せることにした。で、華羽ちゃんが別べつ荘そう持ってるらしくて。そこでしばらく遊ぼうと思うんだけど、どうだ!?」

　どうだ、と言われても。

　狂三と響は顔を見合わせ、とりあえず頷うなずくより他ない。

「よし、じゃあ早さつ速そくだ！　私たちで、たっぷり夏休みを満まん喫きつするぞ！」

　銃ヶ崎が拳こぶしを突つき上げた。

　その様子を華羽は見守り、狂三と響は応じられずに目を逸そらす。

「乗ってよーーー!?」

　銃ヶ崎の叫びが、茶屋にこだました。

　華羽がくつくつと笑いながら、銃ヶ崎の頰ほおを突っついた。

　空っぽエンプテイになるとは、とても思えないほど華羽は潑はつ剌らつとしている。響は一いつ瞬しゆん、狂三の勘かん違ちがいじゃないか、と期待しそうになった。

　華羽がからかっているだけで、空っぽになることなどない、と。

　しかし華羽は、響と目が合うとそっと唇くちびるに指を当てた。それから、銃ヶ崎の後ろで力無く笑う。その笑みを見た瞬間、響も否いや応おうなく悟さとった。

　──ああ、終わっている。

　彼女はもう、とっくの昔に終点に辿たどり着いていたのだ、と。

「ほな、ウチの別荘にいこか。歓かん迎げいするでー」




　　　　◇




　別荘、と言えば聞こえはいいが日本の古い民家そのもの、という感じの作りだった。

　華羽は澄すまし顔で「風情があるやろ」と告げる。銃ヶ崎は「あの天守閣よりよっぽど人間らしいや！」と喜んでいた。

「あら、お風ふ呂ろ場ばは清潔かつ大きいですわね。ならば良し、ですわ」

　狂三は風呂を覗のぞき込み、満足そうに頷いた。

「水回りは最新設備。隣界には虫もおらんから、開けっ放しでも問題ないしなぁ。これが現実世界やと、縁えん側がわでは百足むかでカナブンカメムシが飛び交かうわ、蚊かが血を吸って難なん儀ぎするわで……」

「百足は飛びませんわよ？」

「天てん井じようから落ちてくるから飛ぶみたいなもんや」

「う」

　想像したのか、狂三は背中を震わせた。準精せい霊れいだろうが精霊だろうが、百足が落ちてきてビックリしない奴やつはいないのである。

「それよりわたくし、ベッドでないと眠ねむれないのですが」

「布ふ団とんや布団。ベッドなんてそぐわんもの、誰だれが許すかいな」

「狂三さん、狂三さん。良ければ人の字になって眠りましょう」

「わたくし、貞てい操そうの危機を感じた場合は〈刻々帝ザフキエル〉を無意識にブッ放しますが、それでよろしければ……」

「前言撤てつ回かいさせてください！」

「せっかく四人いるんだから、井いの字になって眠ろうぜ！」

「つまり二人の上に……二人が交差して乗る……面おも白しろいですわね、響さんが下で」

「つまりただ重いだけーっ！　いえ！　重くありません、狂三さんの体重は天使の羽のように軽いです、サー！」

〈刻々帝ザフキエル〉で両頰をぐりぐりされる拷ごう問もんに、響は屈くつした。

「よし、井を作るなら私が上になっていいよな！　華羽ちゃんってば重そうだし！」

「……いや、重いのはそっちやろ」

「あ？」「ん？」

　銃ヶ崎と華羽が睨にらみ合う。親友であり、親友であり、親友だが、譲ゆずれないものも世界にはあるのだ。

「どちらが重いかなど、体重計で計測すれば一発ではありませんの？」

　そして、喜んで火に油を注ぐタイプの時崎狂三が、洗面所にあった古い体重計を引っ張り出してきた。

「さあ、どちらから参ります？」

「……わ、私からいくぞ！」

　銃ヶ崎が上着と靴くつ下したを脱ぬいで、そっと降り立った。遺い憾かんながら、体重は準精霊の最重要秘ひ匿とく事じ項こうであり、強しいて言語的表現を許されるのであれば『彼女は少し理想の数字と違った気がして顔をしかめて首を傾げた』という程度だろう。

「次はウチやな。……破ッ！」

　不敵に笑った華羽は霊装ドレスを全部脱いだ。

「ひょえぇ!?」

「そこまで!?」

「これで負けたら、絶望的ですわね」

　華羽は全ぜん裸らで、何も身につけず、体重計に乗った。繰くり返しになるが体重とは準精霊にとっての最重要秘匿事項であり、強いて言語的表現を行うならば『華羽は体重計の数字を見て勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべ、ドヤ顔した』あたりであろう。

「ががががが、ちょっとそこどけー！」

　そして銃ヶ崎も全裸になった。が、いかんせん同じ戦せん闘とう型とはいえ、体を鍛きたえに鍛えていた銃ヶ崎と、適度な運動を行いつつも絞しぼっていた華羽とではあまりに肉の質が異なっていた。

「そん、な──」

　身長はほぼ同じ、体型もほぼ同じ。なのに重みだけが違う。どうしても違う。

　そんな悲しい真実が露あらわになったのであった。

　ちなみにその後でこっそりと狂三と響も計量し、狂三が勝ち誇る顔になった。




　体重計で思う存分遊んだ後は、四人でひとまず室内の清せい掃そうを行うことにした。

「……隣界ですし、ぱっと内部をリセットすればいいのではありませんの？」

「狂三さんらしい豪ごう快かいなやりかたですね……」

「一応、それなりに愛着あるし。勘かん弁べんしてなー」

　……と華羽の主張が通り、四人は手に手に掃そう除じ道具を持ってぱたぱたと清掃を開始した。

　こんなことしてていいのかな、と響はちらりと思う。

　だが、こんなことだからこそ──しなければならないのかも、と思い直す。

　華羽の態度は、髪かみが白くなった状態でもあまり変わらない。消しよう滅めつすることへの恐おそれもない……ように見える。

　それは覚かく悟ごを決めているのか、それともまだ諦めていないのか。

　後者であるといいな、と響は願う。けれど、恐らくもう一方の答えが正しいのだろう。

　絆王院華羽は、既に自身の結末を受け入れているのだと。




　　　　◇




　掃除が終わる頃ころ、狂三と響は別荘を少し離はなれた森を散策する……という名目で外出し、影かげの中に引っ込んでいたシスタスを呼び出した。銃ヶ崎は華羽と共に夕飯の支し度たく中だ。四人も台所にいるとかえって邪じや魔まなので、華羽と銃ヶ崎、狂三と響で交代で食事を作ることにしたのである。

　だが、呼び出されたシスタスは「わたくしが提案するようなことは何もありませんわ」と言って、首を横に振った。

「シスタス、あなたは……華羽さんの決断に賛成ですの？」

「ええ、ええ。『わたくし』が願うのは勝手ですが、わたくしは見守ることを推すい奨しよういたしますわ」

「でも、シスタスさん……」

「隣界こちらも彼方の世界あちらも、美しいばかりの場所ではない。そんなこと、とうの昔にわたくしたちは知っているはずでしょう？」

　知っている、知っているとも。

　緋衣響は復ふく讐しゆうに身を投じたことがあり、時崎狂三はそもそもが凄すさまじい過去と激戦を乗り越こえて、此こ処こに居る。

　あの一番平和な第イ九エ領ソ域ドですら、戦いは回かい避ひできなかった。

「死も、消滅も、隣界では避さけられぬ結末。そして、大たい抵ていは唐とう突とつに訪おとずれるもの。で、あれば……華羽さんは幾いく分ぶんマシ、という考え方もできますわ」

「それは──」

　第一〇領域マルクトで、無念のまま散っていく準精霊たちがいた。

　第イ九エ領ソ域ドや第八領域ホドですら、例外ではない。

　いずれにせよ、彼女たちは終わることができずに消えていった。華羽は……自分で終わりを定めている。

　ここがゴールなのだ、と。

　ここで別れるべきなのだ、と。

　だから華羽の在あり方はもしかすると、理想的なのかもしれない。

「……でも、やっぱり……」

　何か、足りない気がする。何かを見ていない気がする。響はそう思う。

「そろそろ夕食ではありませんの？　わたくしは、これで失礼しますわ」

　シスタスが狂三の影の中へ飛び込む。同じ時崎狂三とはいえ、誕生した瞬間やそれぞれが歩んだ過去で主義や主張は異なる。ましてシスタスは他ほかの狂三とはあまりに違う過去を生きてきた。それきり、シスタスは呼びかけても出てこなくなった。




　夕食は茄な子すの煮に浸びたし、焼き魚、豚ぶた肉にくの生しよう姜が焼き、合わせ味み噌そのみそ汁しるに白米といった、和風然としたものだった。

「久しぶりに手ずから作ってみたけど、どうやー？」

「あ、おいしいですねコレ。うん、生姜焼きをおかずに白飯食べておみそ汁を飲む……うう、日本人っぽい……！」

「響さん、あなた日本人じゃありませんの」

「わたし、割と国こく籍せき不明です」

「私、どう考えても日本人じゃないっぽいんだよな」

　銃ヶ崎がぽつりと呟つぶやいた。

「今から改名しよか？」

「嫌いやだね、私この名前が好みだ。国語辞典で調べたけど、銃ガンで烈しくてヴアイオレンス、美しいビユーテイってことだろう？　フフン、私に相応ふさわしい名前じゃないか！」

「確かに部分部分で意訳すると、素す晴ばらしい名前に思えますわね……」

「そう言えば、狂三の狂ってクレイジーの狂か？」

　銃ヶ崎の問い掛かけに、響がはいはいと手を上げた。

「どちらかというとMADNESS狂気が狂三さんには似合ってると思います！」

「ウチはINSANITY狂気の方がそれっぽいと思うわ。ＳＡＮ値チェックとか、よう言うやろ？」

　華羽が乗った。狂三はふん、とそっぽを向いた。

「ええ、ええ。何でもよろしいですわ。わたくし、この名前気に入ってますのでお気き遣づかいなく」

「名前といえば、ウチの名前よく間ま違ちがえられたわ」

　華羽がふと思い出したように呟いた。

「間違える？」

「あー、もしかして華羽ではなく、枯かれ葉はとかです？」

　響の言葉に、華羽がそうそうと頷うなずいた。

「華はなやかな羽、と書いて華羽なんに。国語の朗読で枯葉って単語が出てくる度たびに、アホな男子が笑うてたわ」

「まあまあ。わたくしであれば、即そく活いけ締じめですわね」

「怖こわっ！　活け締めがどういう意味を指し示しているのか分からないけど、怖！」

「ウチはそんなに狂きよう気きがかったやり方せんよ。せいぜい、活き作りや」

「そっちも存分に怖いですよ！」

「具体的にはウチの名前笑わろうた男子をこかしてズボン脱がせて、足をそれで縛しばってやな……」

「華羽さん、案外ヤンチャだったんですのねえ」

「昔の話やもーん。それにウチは専守防衛、ウチの名前をからかったか瑞葉にちょっかい出したか、そのどちらかしか喧けん嘩か買わんかったし」

　素知らぬ顔で、華羽は答える。

「彼方の世界げんじつのこと、私はサッパリ覚えてないんだよなー」

　銃ヶ崎が首をひねる。

「不思議なものですわね。いえ、覚えていないのはいいのですわ。でも、なぜかわたくしたちは、様々なことを知っている。例えばわたくしは、わたくしの持つ天使が〈刻々帝ザフキエル〉という名前であることを知っていますわ。でも、彼方の世界げんじつの記き憶おくはところどころ朧おぼろ気げでしてよ。まるで、長い夢のよう」

「せやせや。隣りん界かいはな、ながーーーーーい夢なんよ。夢やから、悪夢もあるし良い夢もある。そんで、いつか醒さめる夢や」

　華羽は楽しそうに笑い、焼き魚をはむはむと咀そ嚼しやくする。

「私は醒めたくないぞ。ここが夢なら、ずっと夢でいいや」

　銃ヶ崎はそう呟いて、生姜焼きに箸はしを伸のばした。




　　　　◇




　夜になった。さすがに井いの字で眠ねむるのは却きやつ下かされたが、全員が一いつ緒しよの部屋で眠るという銃ヶ崎の提案が通り、敷しかれた四つの布ふ団とんに四人が潜もぐり込んだ。

「……いいなあ、こういうの」

「銃ヶ崎さん、わたくし眠りたいのですけど」

「いいじゃんか。折角の夜だ。何か話そう！」

「話すって何ですか？」

「緋衣大佐、こういうときの話題って何がいいんだ？」

「うーん、定番だと恋こいバナですが──」

「恋バナ、恋バナですのね。では、わたくしから」

「やめておきましょう。なんか狂三さんの独演会になりそうですから」

「え……」

　狂三の声がどん底に沈しずんだ。響はうっと言葉に詰まった。

「あ、あの……私も恋バナとかしてみたいんだが……」

「ほうほう、それは興味あんなぁ。好きな人でも、おるん？」

　おずおずと手を掲かかげた銃ヶ崎に、華羽がからかうように尋たずねる。

「……いや、そもそもアレだ。恋ってどんな感情……なんだろう……」

「そこからかいな」「そこからですか」「そこからでして？」

　銃ヶ崎は顔を紅あかくして、うううと呻うめき声を出しながら布団に顔を隠かくして囁ささやいた。

「だって、分からないんだもん。みんな、言葉じゃ説明しきれないって言うし」

　みんな、とは恐らく叛はん逆ぎやく軍のことだろう。

「皆みんなにも聞いてたんかい」

「何人かは、昔、一度だけ出会った記憶の中の王子様に恋をしているって聞いてな」

「ほう、王子様……ほう……」

　途と端たん、狂三の声が低くなった。げ、と響は呻いた。この話題、深く掘ほり下げていくと狂三の地じ雷らいに到とう達たつしてしまいそうな気がする。

「よく分からんが、恋をした準精せい霊れいは強いんだ。なんかこう、やることなすこと潑はつ剌らつとしてて、輝かがやいててさ」

「そうやろうねえ。恋心は強いんよ」

「……え、その物言い。もしかして、華羽ちゃんも恋とかしてるのか!?」

「してない……とは断言できんなぁ。ウチ、恋しとるかもしれんわ」

　くすくすと笑う華羽に、三人が衝しよう撃げきを受けた。同時に、狂三と響は素早くアイコンタクトを取る。

　恋をしている、ということはこの隣界に未練があるということ。

　その未練を更さらに強く持てば、この隣界に存在し続ける理由になるかもしれない──！

「相手は誰だれですの？」

「聞きたいです！」

　狂三と響の台詞せりふに、華羽は笑って首を横に振ふる。

「残念。それは乙おと女めの秘密っちゅうやつや」

「むぅ。そう言われると聞くのが悪くなるな。よし、この話はやめよう！」

　銃ヶ崎の言葉に、響は慌あわてて反論した。

「いや、やめないで続けましょうよ！　相手は身近な誰かかもしれないんですよ!?」

「秘密や秘密。言わへんもーん。さ、寝ねよ寝よ」

「──銃ヶ崎さんではありませんの？」

　そして、狂三は直球を叩たたき込んだ。銃ヶ崎はぎょっとして凝ぎよう固こし、響はしまった狂三の口を塞ふさぐべきだった、と後こう悔かいした。

　華羽はやんわりとした笑え顔がおで、狂三の問い掛けに答える。

「半分正解や」

「～～～～～～ッ!?」

　その言葉に、銃ヶ崎が思わず布団から飛び退のいた。わたわたと、高速の盆ぼん踊おどりを踊っているように手足をばたつかせる。

「え、ええぇ!?　な、えと、えーーー!?」

「残り半分は秘密なー？」

　狼ろう狽ばいする銃ヶ崎を他よ所そに、華羽はくつくつと笑う。銃ヶ崎はパニックになったまま、外へと飛び出した。

「響さん、追ってくださいまし？」

「アイアイサー！」

　響も布団から飛び出すと、銃ヶ崎を追いかける。

　それを見送り、狂三は呆あきれた顔で華羽に尋ねる。

「本気ですの？　それともただの冗じよう談だんでして？」

「全部本気やよ」

「でも、ならば──なぜですの？」

　どうして、死のうとするのか。

　生きることを諦あきらめるのか。

　恋をしているなら、生き続けるのが当然ではないだろうか？




　──いや、何かが、違ちがう気がする。




　何かが狂くるっている、何かがズレている。自分には、彼女の気持ちが分かる。

　同じことを行った。生きていることを振り捨ててでも、その一いつ瞬しゆんの交こう錯さくを、邂かい逅こうを、狂おしいほどに求めた。

　だって、それが幸せだった。遠からず果てる生命を更に縮めてでも。

　彼女に反抗することになっても。

　……ノイズだらけの記憶を振り払はらう。目の前で柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべる華羽に、仕方がないと微笑みかける。

「あなた、本当に好きですのね」

「うん、めっちゃ好きなんや」

　華羽の秘密めいた微笑みを、狂三はようやく理解できた気がした。




「ああうううあああぅぅぅああああ……」

　銃ヶ崎は蹲うずくまってひたすら羞しゆう恥ちに堪たえ忍しのんでいた。

「銃ヶ崎さーん、将軍ー、大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「ぜんぜんだいじょうぶじゃない」

　仕方なく、響もしゃがみこむ。顔を真っ赤にして苦く悩のう（？）する彼女は、年相応という感じで何とも可愛かわいらしい。

「良かったじゃないですかー。好きって言われちゃって、このこのー」

　肘ひじで突つっつくと悶もだえるのが、ちょっと楽しい。

「いいけどさ！　いいけどさー！」

「ああ、それとも恋と言われて違うと思ったとか？」

「う」

　ピタリと、銃ヶ崎の動きが止まる。

「ど、どうかな……よく分からないけど、嬉うれしい……って思った……」

「なら、いいじゃありませんか」

「で、でも。……半分だけだし」

「全部、好きになって貰もらえばいいじゃないですか！　少なくとも、見向きもされないよりは、数倍チャンスがありますよ!?」

　自分で言っていて大ダメージである。まあ、そういう〝彼女〟が好きなのだから仕方がないといえばないのだが。

「響も……その、恋とかしてるのか？」

「……まあ、それなりに……多分、これが恋なんじゃないかと。あるいは、恋じゃなかったとしてもいいかな、と」

　いつか必ず訪おとずれる離り別べつのために、響は狂三の後をついていく。犬のように忠実に、猫ねこのように悪戯いたずらをしながら。

　必ず別れるというのに、それを悪いと感じられない自分がいる。

　相手に尽つくしているから、ではない。何というか、そういうものが報ほう酬しゆうではなく。

「──一緒にいたいんですよ、つまるところ。一秒でも長く。それが恋というものかな、とわたしは思っています」

「……でも」

　銃ヶ崎は不意に顔をくしゃりと歪ゆがめた。はらはらと彼女の目から涙なみだが零こぼれていく。

「…………でも、華羽ちゃんは死のうって考えてる」

「やっぱり知っていたんですね……」

　当然だ、知らないはずがない。彼女は平和な第八領域ホドとはいえ、支配者ドミニオンになるまで上のぼり詰つめた準精霊だ。

　華羽のエンプティ化が、ほぼ末期状態であるなら──消しよう滅めつも時間の問題だと、理解しているだろう。

「でも、それなら銃ヶ崎さんも一緒に止めましょう、華羽さんを！」

「……怖こわいんだよ」

「怖い……？」

「もし、もし、私が説得して、泣いて消えないでって頼たのんで、懇こん願がんして、縋すがり付いて、それでも、それでも華羽ちゃんが消えちゃったら……！」

　怖い、と彼女は泣き叫さけぶ。

「……でも、このままだとその恋心すら伝えられないじゃないですか！」

　それは辛つらいことなんだ、と響は知っている。

　結局、伝えられなかった宙ぶらりんの恋心。それは時に、明めい瞭りようたる復ふく讐しゆう心に変へん貌ぼうすることさえもある。

　自分がそうだったから、知っている。

「断言します。せめて、せめて自分の想おもいをありったけ伝えないと──銃ヶ崎さんは、絶対に後悔し続けます」

「想いを……ありったけ……」

　響は彼女の両手をしっかりと握にぎり締しめ、強引にでも立ち上がらせる。

「明日！　夕暮れ時！　告白しましょう！」

「こくはく!?」

「わたしの直感ですが、多分残り時間は二日もありません。……だからこそ、戦いましょう。そう、これは戦いです。銃ヶ崎さんがデートして、絆王院華羽さんに生き甲が斐いを叩きつけてやるんです！」

「わ、私が……デート……う、うう……じ、自信ない……」

「大丈夫ですって、半分の恋こいを全部の恋に変えちゃいましょう！」

　しかし残り半分の恋を捧ささげているのは、一体誰なのだろう。

　銃ヶ崎も、華羽が関かかわっている相手は妹である瑞葉と佐さ賀が繰くれ唯ゆいくらいしか知らなかった。

　実じつ妹まいである瑞葉、絡から繰くりである佐賀繰唯、二人とも恋れん愛あい対象というには、ちょっと首を傾かしげる存在である。

　では、誰なのだろう。

「支配者ドミニオンの誰か……とかですかね……？」

「いや、それはない……と思う。領域会議の後は、いつもぐったりしてたし……精神的にとにかく疲つかれるんだって。第一、他ほかの支配者ドミニオンと仲良くしてたら、それだけで噂うわさに上ると思うぞ」

「それはまあ、確かに」

「だから、残り半分が誰かは分からない……私の知らない華羽ちゃんがいるぅ……」

「でも、銃ヶ崎さんは間ま違ちがいなく恋心の半分を占しめているんです。暫ざん定てい同率でも一位です。だったら……やるしかないでしょう」

「……やるしか、ない」

　銃ヶ崎は羞恥や苦く悶もんといった様々な表情を浮かべていたが、やがて決意を秘めた表情に切り替かわり、そして静かに宣言した。

「分かった、やる」

「よし、やりましょう！」

　銃ヶ崎と響は手をがっつりと組んだ。互たがいの眼まな差ざしに、ようやく希望が点ともった。

　残り半分。

　彼女が恋している誰だれか。銃ヶ崎は、うっすらとだが気付いている。

　それはもしかすると、銃ヶ崎では絶対に敵かなわない相手ではないか、と。











○ラスト・ダンス






　──麗うららかなる春を。

　──切々とした秋を。

　──哀あい哭こくたる冬を。

　──そして。ただ輝かがやかしい夏をここに。




「デートしよう！」

　銃じゆうヶが崎さきの宣言に、華かれ羽ははぱちぱちとまばたきを繰くり返した。

「デートか？」

「うん、駄だ目めか？　嫌いやか？」

「……駄目でも嫌でもあらへんよ。そっか、デートか……デートかぁ……」

　華羽は赤くなった両頰ほおを手で押さえて、はにかんだ。

「なんやなんや、嬉しいなぁ。ええよ、デートしよか」

「うん！」

　狂くる三みは肘で響ひびきを突っついた。

「響さんの入れ知恵ですの？」

「ええ、これならイケますって！」

　狂三はその言葉に反論するのは止やめておいた。いずれにせよ、これは必要なことだと思うのだ。

「ところで烈れつちゃん」

「ん？」

「デート言うけど、何やるんや？」

「……………………」

　だらだらと、銃ヶ崎の顔から汗あせが流れ出す。

「まさかとは思うけど、何も考えてへんかったとか？」

　華羽の指し摘てきに、銃ヶ崎がたちまち泣き顔になった。ため息をついて、華羽がハンカチで銃ヶ崎の目を拭ぬぐう。

「ほらほら、折角のデートやのに酷ひどい顔や。まずその前に、霊装ドレスを加工して、ちゃんと他所デート行きにしとき。ウチはできるけど、烈ちゃんは霊装ドレスの見た目変えられる？」

「あ、うん。多分できる」

「ウチもちゃんと着き替がえるから。ちょっと待っててなー」

　たん、たん、と軽い足取りで華羽は隣となりの部屋へと向かい、襖ふすまをとんと閉めた。

「あら、あら。浮うかれてますわね、華羽さん。……響さん、銃ヶ崎さんの霊装ドレスですが、デザインはお二人で考えた方がよろしいかもしれませんわよ」

「狂三さんは？」

「わたくしは、華羽さんの霊装ドレスを考えますわー。ま、わたくしが居ても足しにならないかもしれませんけれど」

　狂三はそう告げると、華羽の部屋へと向かった。残された響と銃ヶ崎は、頷うなずき合う。

「よし」「やろう！」

　絆ばん王おう院いん華羽を驚おどろかせるような、素す敵てきな装よそおいをしてやるのだ──！




　　　　◇




「……と、向こうが思っていらっしゃるようですが何か一言」

「どどどどないしよ、ウチ、ほぼこれ一いつ張ちよう羅らであとは寝ねるときの寝ね間ま着きだけなんやけど」

　泣き出しそうな華羽に、先ほどの余よ裕ゆう綽しやく々しやくっぷりはない。

「まあ、わたくしも服のバリエーションにはあまり自信がございませんが……」

　それでもまあ、Ｓ級アイドルをやった経験もある。彼女に似合う服装を提案することくらいは、造作もない。

「白ワンピに麦むぎわら帽ぼう子し一いつ択たくです」

「それ、あまりにベタすぎひん!?　なんやのウチ、夏の幻まぼろしかなんか？」

「え、ベタすぎますかしら、やはり。でもわたくし、普ふ段だんが黒赤基調なので、やはりそういう感じの服に憧あこがれが……」

「アンタが着る訳やないんやけど！　着るのはウチー！」

「でも、それはそれとしてわたくし、洋装はお勧すすめですわよ。普段とのギャップに銃ヶ崎さんも衝しよう撃げきを覚えるはずですわ」

　ジタバタしていた華羽が、ピタリと止まる。

「……ビックリするか、それはええなぁ」

　くつくつと華羽は笑う。

「うん。烈ちゃんを驚かしたるわ！」




　かくして、デートの時間がやってきた。

「そちらはよろしくて？」

「ばっちこい、です！」

「ええ、ええ。こちらも準備できましたわ、それでは襖を開けますね」

「はい。せーの！」

　狂三と響が同時に襖を開く。華羽は白ワンピースでこそなかったが、白のノースリーブブラウスに、膝ひざ上うえのショートパンツ。普段の和装とは違ちがい、膝から下や両りよう腕うでがすうすうして落ち着かないが、本人の顔立ちのせいもあって上品に纏まとめられている。

　どうだ、と胸を張ろうとした狂三たちだが──銃ヶ崎を見て凍こおり付いた。

　銃ヶ崎烈れつ美みは、浴衣ゆかただった。普段はざっくりとしか纏められていない髪かみの毛は綺き麗れいに編み上げられ、髪かみ飾かざりをつけていた。姿勢は叛はん逆ぎやく軍だった頃ころに檄げきを飛ばしていたときと変わりなく、背筋が真っ直すぐ伸のびている。

　美しい、と狂三は素直に感かん嘆たんした。

「ど、どうかな……？」

「……ん、んんっ。似に合おうとるよ」

　その言葉に、銃ヶ崎もぱっと表情が華はなやいだ。

「ありがと。それじゃ、ええと……どこに行こう？」

「このあたりの散歩でええんちゃう？　水着できゃいきゃい、という感じでもないし、ぼんやり歩いているだけでも、案外楽しいで？」

「なら、そーするよ」

「ほな行こか、烈ちゃん」

「うん！」

　どちらからともなく、手を握り合った。行ってくるー、と狂三と響へ声を掛かけて少女たちは出立した。

　取り残された二人の内、狂三は悔くやしがり、響は胸を張った。

「予想外でしたわ。まさか、浴衣とは」

「ふふーん、我が軍の勝利です！　……ところで、このデートで華羽さんのエンプティ化は止められます……よね？」

　響の問い掛けに、狂三は無言で首を横に振ふった。

「どうしてですか？　恋こいは強い感情です。華羽さんが本当に恋をしているなら──」

「……響さん、華羽さんが恋をしているもう一人の相手はお分かりでして？」

「え、いや。それは分かりません。でも……わたしの考えだと、この隣りん界かいとか、そういうのじゃないんですか？」

　この奇き跡せきのような世界に恋をしている。
















　世界が大切で、愛いとしくて、だけど世界はそれに応じないから──。

「あら、まあ。そんな、温かなものであれば。わたくしも喜んで、どうにかいたしましたし、どうにかできましたかもしれませんわねえ」

「……違うん、ですか」

「……ええ、ええ。違いますわ。悲しいくらいの見当違いです。わたくしも、そうであれば良かったのに、と思っていましたわ」

　でも、響には心当たりがない。

　絆王院華羽が恋をする相手なんて、周囲にも、支配者ドミニオンにも──。

　……いや、待て。

　一人いる。

「まさか」

　慄りつ然ぜんとした顔で、響は狂三を見る──狂三は気まずげに目を逸そらした。

「どうにも、ならないんですか」

　響の訴うつたえ。狂三は無言で〈刻々帝ザフキエル〉を構えた。

「わたくしたちにできることは、せめて……せめて、彼女たちの別れを静かに迎むかえさせることくらいですわ」

　そう言って、二人の姿が見えなくなったことを確かく認にんしてから、引き金トリガーを引いた。森の奥から、するりと現れたエンプティが狂三たちを睨にらむ。

「響さん、見張りを」「了りよう解かいです」

　絆王院華羽の結末を感じ取ったエンプティたちが、集結していた。

　警告も忠告も一いつ切さいなく。狂三は〈刻々帝ザフキエル〉を放つ。最も早はや、彼女たちはこの場に集つどった時点で罪深い。華羽を仲間に引き入れようとする時点で、時とき崎さき狂三の敵対者だ。

　あの二人の、今から行うことの尊さを考える。

　エンプティたちが恍こう惚こつの笑えみを浮かべながら邪じや魔まをして良いものでは断じてない。

「絶対に邪魔はさせませんわ。──〈刻々帝ザフキエル〉！」

「そしてもちろん、わたくしも参加致いたしますわ。人の恋こい路じの邪魔する輩やから、鳴こうが喚わめこうが撃うたれるに決まっておりますわ」

　狂三だけでなく、シスタスも加わって銃じゆう撃げきを開始する。抵てい抗こうらしい抵抗は最初だけ、後は速すみやかな蹂じゆう躙りんだった。生き残ったエンプティたちは至し極ごく当然のように壊かい滅めつした。




　　　　◇




　手を繫つないで、ただ歩く。それだけで胸の奥で、火花が散るような感覚がある。

　それは決して、心ここ地ち悪いものではない。

　散ったあと、胸にじんわりと温まるものが残るからだ。

　華羽が微笑ほほえみかけてくれることが、とても嬉うれしい。だから、一いつ生しよう懸けん命めいになって話題を探す。幸いにも、話題が尽つきることはない。

　何しろお互たがいに、ずっとずっと話題は溜たまっていた。支配者ドミニオンとそれに対する叛逆者。立ち位置が違い過ぎて、会話などできるはずがない。

　そんな日々が、長く長く続いた。

　だから、例えばこんな本があった、こんなゲームがあった、友達（というよりは部下だが）のこんな愉ゆ快かいな事件があった。

　そういう、話せば消えるはずの話題がずっと積もり続けていたのだ。

「……これって、恋なのかな？」

　そして唐とう突とつに、銃ヶ崎が爆ばく弾だんめいた言葉を放ほうり投げる。だが、その表情は一層真しん剣けん味みを帯びていた。

「私は、華羽ともっと喋しやべりたいよ。話題なんて尽きないし、こうして触ふれていたい。一いつ緒しよに海に行きたいし、遊びたいし、やりたいことが沢たく山さんあるよ」

　そう言って、じっとじっと華羽を見る。

「烈ちゃん。やっぱり分かってたんやねえ」

　当然か、と華羽はゆるりと息を吐はき出した。

「そりゃ分かるよ。華羽ちゃんのことなら、何でも。……あ、いや分からないことが一つだけある」

　それを聞くのは、終わりの合図のように思える。

　でも、それを聞かないと前に進まないようにも感じる。

　微笑ましい、他愛ない答えであって欲しいと銃ヶ崎は望む。深呼吸。華羽はじいっと、宝石のような瞳ひとみで銃ヶ崎を見つめている。

「……華羽ちゃんが恋をしているもう半分の人は、誰だれ？」

　ほんのわずか、華羽が身じろぎした。

「どんな準精せい霊れい？　支配者ドミニオン……じゃないよな。でも、だったら分からない。私のことが嫌きらいとか、別に好きじゃないなら分かる。それは、悲しいことだけど」

　違う、きっと違う。

　もしそうであったら、そうであったなら、彼女はきっと頰ほおを染める。恥はずかしげに、それでも恋を語ってくれるはずだ。

　なのに、彼女の表情に浮うかぶのは諦てい観かんだ。

　だから、彼女の恋の相手とは言うのも憚られる相手ということになる。

「ウチな」

「うん」

「白クのイ女ー王ンに、恋をさせられてん」

　つぅっと華羽の目から涙なみだが流れた。

　瞬しゆん間かん、銃ヶ崎は領域という領域に流れる噂うわさを思い出した。

　白クのイ女ー王ンに忠誠を誓ちかったエンプティたちは、狂きよう信しんを以もつて彼女に仕える。

　それは──ある種の洗脳能力のようなものだろう、と噂されていた。そしてそれは、エンプティにしか効果がないもので、だからエンプティになりさえしなければ安全なのだろう、と。だが──。

「させられた、って……どういう、こと？」

「ウチ、白クのイ女ー王ンと戦ったことあるねん。多分……やけど」

　戦せん闘とう型の準精霊、更さらには別領域の支配者ドミニオンも加わって大激戦を繰くり広げたはずなのだ。戦闘の記き憶おくや、共に戦った者たちの顔がどうしても思い出せないが。

〝ほとんどは初めまして、か〟。

　あの台詞せりふは篝かが卦りけハラカだけではなく、自分や他ほかの支配者ドミニオンにも向けられたものではなかったか。

「その時、ウチは……多分、攻こう撃げきを受けたんやと思う。それでその時、〝恋心〟に感かん染せんさせられたんや」

「恋、心……」

　エンプティたちは白クのイ女ー王ンに恋をしている。それもただの恋ではない。

　命を賭とすことに、躊躇ためらいのない恋だ。

　……だが、その力は想像以上に強力で、凶きよう悪あくで、情熱的で絶望的だった。白クのイ女ー王ンにとって、恋心とはウィルスであり、武器だ。

　侵おかして、冒おかして、犯おかして、壊こわす。

「半分しかないの。ウチ、烈ちゃんのことホント好きやったのに。もう半分しかなくなってもうた」

「華羽ちゃん……」

　銃ヶ崎は駆かけ寄ろうとして、動けなかった。

　諦あきらめるな、頑がん張ばれ、負けるな──月並みな言葉しか浮かばない自分が、嫌いやになる。

　多分そういうことを、華羽は死ぬほどやってきたのだ。やってきて、それでも止められなくて──。

「だから、しょうがないんや。これで、お別れしよ？」

「華羽……！」

　駄だ目めだ。自分にはまだ伝えたいことがある。

　でも、言葉は想おもいを削けずってしまう。好きだ、とどれだけ叫さけんでもどれほど好きかが相手に届かない。一〇〇回同じことを言っても、声を大にして叫んでも、完全に伝えられるものではないのだ。

「……ん。そろそろみたいや。夏休みも、これで終わりやな」

　──それは、紐ひもが解ほどかれていくようなイメージだった。

　通常エンプティ化したものは、その記憶も、思考も、誇ほこりも、本能すらも空白になって消しよう滅めつするのが常だ。

　そして、その隙すきに白クのイ女ー王ンが忍しのび寄る。空白を埋うめるように、白クのイ女ー王ンへの恋心を埋め込んでいく。その恋心は準精霊のそれぞれの性質に拠よって形を変化させる──その多くは崇すう拝はい、狂信といったものに。

　華羽は耐たえた。

　自分というものを強く、強く保持しながらこの瞬間まで耐え続けた。

「だって、できることなら最後は烈ちゃんと二人でいたかったもんな」

「なんで、私と？　だ、だって瑞みず葉はとか、仲間とか、いっぱいいるじゃん！」

「うん。瑞葉は大切や。めっちゃ大切。それに第イ九エ領ソ域ドの支配者ドミニオンになっとるからな。万が一にでも傷つけたらアカンやろ。家族として愛してるからこそ、やな」

「……なら、私は……どうして、ここに？」

　華羽は申し訳なさそうに、力無く笑った。

「ウチのエゴ。万が一傷つけることになったとしても、烈ちゃんと一緒にいたかった」

　それが怖こわかった。万が一、白クのイ女ー王ンへの恋心が銃ヶ崎烈美のそれに勝ってしまえば、華羽は銃ヶ崎を傷つける危険があった。

「あ……」

　それでも、半分の恋心が勝った。

　華羽は確かに、白クのイ女ー王ンに勝ったのだ。

「ごめんな、本当に、ごめんな。堪かん忍にんな。惨みじめなところ見せてもうて、こんな風に泣いてもうて、でも、それでも、ウチは──」

　あなたと、一緒にいたかったのです。

　この夏を、あなたと過ごしたかったのです。

　戦って、楽しんで、遊んで、一緒に過ごせました。

「私も！」

　銃ヶ崎が負けじと叫ぶ。覚かく悟ごが決まった。恋こいとは、傷つくものであると同時に傷つけるもの。

「ここで別れるのは、すごい嫌だ。悔くやしい、悲しい、何とかしたい。でも、きっと私にはどうにもできないんだろ？　だから、言うよ。華羽ちゃん！」

「うん」

　そして、恋に何より大切なのは傷つくこと傷つけられることを恐おそれないこと。

　銃ヶ崎は溢あふれる涙を隠かくさない。華羽もまた同じ。

　泣いて、泣いて、絶望して、そしてそれでもこの結末に辿たどり着いた。




「大好きだ」「ウチもや」

「言葉じゃ表せないくらい」「好きでした」

「でも」「だから」




　華羽は最後の最後、ありったけの恋心を籠こめて。

　銃ヶ崎は最後の最後、言葉で表現しきれない感情を涙に籠めて。




「さよなら、華羽ちゃん」

「さよなら、烈ちゃん」




　奇き跡せきのような出会いは、奇跡のように終わりを告げる。

「ああ──」

　橙だいだい色いろの夕焼け空、金色の光と共に。絆王院華羽は消滅した。

　銃ヶ崎烈美は手を伸のばし、先ほどまでいたはずの少女が消えたことを実感する。

　これは、死だ。

　どう言い繕つくろうとも、これは死であり、喪そう失しつだ。

「華羽、華羽、華羽──！」

　もっと、遊んでいたかった。もっと、話したかった。もっと、一緒にいたかった。

　永遠に、あのごっこ遊びを続けられると思っていた。

　押し寄せる後こう悔かいを受け止める。胸を押さえて、立ち上がる。涙は流れ続けるが、それでも背中を向けて歩き出す。

　……目の前には二人の稀まれ人びと。時崎狂三と緋ひ衣ごろも響。

「私、一人で華羽を独どく占せんしちゃった」

「……ですわね」

　別れを告げるべき人は、きっと他にも沢山いたはずだ。仲間であった準精霊、実の妹である絆王院瑞葉。

　でも、華羽は支配者ドミニオンとしての権勢もかなぐり捨てて、恋をした相手と一緒にいることを選んだのだ。

　銃ヶ崎はそれが、どうにも嬉うれしくて嬉しくてたまらなかった。

　響はその凄せい絶ぜつな選せん択たくに涙し、自分もその選択ができるかどうか想った。

　狂三は華羽の別れに、自分も多分ああしただろうなという確信を抱いだいた。




　恋に狂くるう、とはそういうこと。

　恋に殉じゆんずる、とはそういうことだ。




「さよならですわね、恋に生きたひと」

　涙する響の頭を撫なでながら、時崎狂三は華羽に言葉を手た向むけた。そして続けて、静かに冷たい声で告げる。

「白クのイ女ー王ン。華羽さんができなかった分も含ふくめて、次は借りを返しますわ。そしてあなたが恋に冒した者、その悉くを皆殺しにいたします。それこそが彼女たちの安らぎとなり、鎮ちん魂こんとなる。わたくしはそう確信いたしましたわ」











○エピローグ






　銃じようヶが崎さき烈れつ美みは支配者ドミニオンとなって、最初の決断を下した。この第八領域ホドにいる準精せい霊れいを砂すな浜はまに集め、一人ステージの上に立って華かれ羽はの死を告げたのだ。

「全員に告ぐ。絆ばん王おう院いん華羽は、身み罷まかった！」

　どよめく準精霊の前で、一ひと粒つぶの涙なみだも零こぼさず──とはいかず、だばだばと泣きに泣いた。

　そして、包み隠さず全すべてを語った。自分たちが親しい友人であったことも、何もかも。

　どよめきはすぐに収まり、代わりに啜すすり泣きや嗚お咽えつがその場を支配した。

「多分、華羽はめちゃくちゃ嫌がると思うけど、私は言う。私は恋をして、エゴを知って、アイツと別れた！　悲しい、悔しい、自分に何かできたんじゃないかって後悔してる！」

　ぐっ、と銃ヶ崎がマイクを握にぎり締しめた。

「でも！　だからって無気力のまま過ごすなんてことはしない！　しばらくは泣き続けるけど、立ち止まったりなんかしてやるもんか！　私は！　絆王院華羽が大好きだったって！　ずっとずっと胸を張ってやる！　そして！　アイツが大事にしてたこの第八領域ホドも、絶対に守ってみせる！　だから！　だから……」

　深呼吸。振ふり絞しぼるように、支配者ドミニオンとして告げる。

「私に、ついてきてくれ。この第八領域ホドは、変わらず健全に争い続ける。憎にくしみ合わず、殺し合わず、悲しまない。楽しい領域であるように……！」

　返答はない。

　だが、ステージの上に立つ銃ヶ崎には彼女たちの顔がよく見えた。

　泣いている者はいる、だが蹲うずくまる者はもういない。誰だれもが泣きながら、涙しながら、決意を籠めた表情で銃ヶ崎を見つめてくれている。

　そうだ、ついてきてくれるだけでは駄目だ。私の方こそ、彼女たちについていかないといけない。置き去りにされるのは、もう二度と御ご免めんだ。

「私も、ついていく。全力で突つっ走るから！」

　銃ヶ崎がぴんと背筋を伸ばし、敬礼した。

　やがて、一人二人とそれに続くものが現れる。かつて敵だった者も、味方だった者も、そしてその場にいた全員が、背筋を伸ばし──。

「……ありがとう、皆みな。本当にありがとう」

　全員の敬礼を受けながら、銃ヶ崎は瞼まぶたを閉じる。

　砂浜を吹ふく風は、少しだけ涼すずやかになった。少女たちはそれでようやく、実感する。

　絆王院華羽の夏が、終わったのだと。




　　　　◇




　──第三領域ビナー、玉座の間。

「──あら、まあ。まあまあまあ。絆王院華羽さん、耐えて堪えて散ってしまったのですか。それは、なんて可哀かわい想そうなことでしょう」

　白クのイ女ー王ンの言葉を慎つつしみを以もつて受け止める三人がいる。

　ルーク、ナイト、ビショップ──白のチェスピースが三つ。女王の前に膝ひざを突いていた。

「第八領域ホドはいかがいたしましょうか。あそこにいたエンプティは、時とき崎さき狂くる三みに皆殺しにされたようです。当面、あそこに門を開くのは難しいかと」

　ルークの言葉に白クのイ女ー王ンは厭いとわしそうに応じる。

「仕方ありません。放置しておきましょう。それより、当面は第六領域テイフアレトの攻こう略りやくです。ここを落とせば、第ゲ五ブ領ラ域ーが孤こ立りつします。わたしは、戦闘が苦手なので当面はあなたたちに任せるわぁ」

「はっ。それから、第ネ七ツ領ア域クですが──」

「ああ……」

　白クのイ女ー王ンの声のトーンが下がる。明めい瞭りように不ふ愉ゆ快かいさを表していた。

「滅ほろぼしておきたいけれど、そうもいかないわねぇ。『ライン』……あの佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りが何か知っている可能性が高いですしぃ」

「つまり」

「ええ、拷ごう問もんしてでも情報を吐はかせてくださいねぇ。手段はお任せします」

　目的地への門ゲートが開き、三人が消える。

　それを手を振って見送った白クのイ女ー王ンは、ん、と背せ伸のびした。

「支配者ドミニオンに恋こいを感かん染せんさせる、というアイデアは中々良かったけれど。別のどなたかに恋をしていたのは計算外でしたわねえ、『わたくし』」

　宙空に視線を移す。そこに、何者かがいるように語りかける。

「恋に狂い、恋に全てを捧ささげる。何て素す敵てきなお話かしらぁ。ああ、ああ！　わたしたちも早く、早く、恋を成じよう就じゆさせましょうねぇ……！」

　静せい寂じやく。玉座の間で一人、白クのイ女ー王ンは両頰ほおを手で押さえ、はにかむ。

　その様はまるで、本当に恋をしているかのように。




　　　　◇




　響ひびきは第八領域ホドと第ネ七ツ領ア域クを繫つなぐ門ゲートにいる。狂三は、見送りにきた銃ヶ崎と何やら話しているようだ。

『どうしたでござる？』

　スペードエースが声を掛かける。

「ん。華羽さんのこと思い出してたんですよ」

『ああ……』

「恋のために命を捨てる、って言葉では気軽に言えちゃいますけど。本当に、本当に命を捨てる人、傷ついてもいいどころか、相手を傷つけることすら厭わなかった」

　それは決して褒ほめられるべきものではないだろう。

　相手を傷つけてまで、己おのれのエゴを優先する。それは──我わが儘ままというもの。

　けれど、彼女はその我が儘を押し通した。泣きながら、最後まで彼女と一いつ緒しよにいたいと、そう願って。

　響は思う。

　自分は、あんな風にできるだろうか。それとも、好きだからこそ身を引こうとするのだろうか。分からない。

　旅の終わりに、何が待つのか。それが──分からない。

「……ところで、スペードエースさんはどうするんです？」

『このまま一いつ緒しよについていくもよいでござるが、いかんせん第八領域ホドはまだ混乱状じよう況きよう。落ち着いてから、銃ヶ崎殿どのに許可を得て旅に出ようと思っているでござる』

「ここ数日で、スペードエースさんも随ずい分ぶん変わりましたよね。ほら、最初は自分たちはただの機械的な反応しかできない、と言っていたのに」

『……確かにその通りでござる。恐おそらく、狂三殿や響殿と共に居たせいでござろう。お二人は、あまりに霊力と情報量が多すぎる。我が主あるじへの忠誠は変わらぬでござるが、それはそれとして──』

　スペードエースがひょこりとぺらぺらした平面の手を突き出した。

　響はおっかなびっくりと、それと握あく手しゆする。

『拙せつ者しやがこうなったのは、間ま違ちがいなくお二人のお陰かげでござる。感謝を』

「こちらこそ、色々と助かりました。……ところでキャルトさん、どこへ行ったんですかね？　狂三さんの前に一度も姿を現さずに」

『恐らく、こっそり第ネ七ツ領ア域クに向かったのではないかと睨にらんでいるでござる』

「え、どうして？」

『狂三殿が次に向かわれるのはそちらでござろう？　ならば、今の内に拠きよ点てんを作っておけば褒められる……という感じでござる。第八領域ホドは平和でござるが、第ネ七ツ領ア域クはまた別の恐ろしさがあるでござるよ』

「……別の恐ろしさ、か。わたし、第六領域テイフアレトに直で向かったんで、第ネ七ツ領ア域クは跳とんでるんですよね。あそこ、どんなところです？」

『一言で言うなら──伏ふく魔ま殿でん、といったところでござるかなあ』

「うーん、分からない」

『こちら、拙者が知る限りの領域の概がい略りやくを文にしたためておいたでござる』

「おお、感謝！」

『いずれ、また逢あう機会も巡めぐってきましょう。では、それまでさらば！　でござる』

「ええ、スペードエースさんもお元気で！」




「……という訳で、一応華羽の紹しよう介かい状があるから。第ネ七ツ領ア域クで邪じや険けんにされることはない……と思う」

　銃ヶ崎から渡わたされた手紙を受け取り、狂三は尋たずねる。

「この領域は大だい丈じよう夫ぶですの？」

「大丈夫かどうか、と言われれば大丈夫じゃないよ。でも、私たちには全体として生きる目的ができた。白クのイ女ー王ンを倒たおす。だから、そのために励はげむ。訓練して、戦って、競争して、強くなる。第一〇領域マルクトよりも、第ゲ五ブ領ラ域ーよりも！」

　それは銃ヶ崎だけではない。第八領域ホドの準精霊たちは皆、華羽の仇かたきを取るために、白クのイ女ー王ンへの復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃やしている。

　白クのイ女ー王ンやその部下たちがつけ込む隙すきは、当面ないだろう。

「だからもし、白クのイ女ー王ンと戦うってことになったら私に連れん絡らくをくれ。絶対だぞ！」

「……ええ、ええ。もちろんですわ」

　白クのイ女ー王ンと一対一で戦える状況下、というのは恐らくまずない。彼女には無数のエンプティたちがついている。白クのイ女ー王ンと戦う際に、必ず障害となるだろう。

　だが、もしこちらにも多数の味方がいるとすれば。

　一対一に近い状況まで、持ち込むことができるはずだ。

　……正直に言って、白クのイ女ー王ンは強い。だが、二度戦って分かった。倒せないほど絶望的なものではない、と。

「──白クのイ女ー王ンは、必ず」

　殺す。否いな、殺さなければならない。他ほかならぬ狂三の手で、あの反転体は──。

「……どうした、時崎狂三？」

「いえ、何でもありませんわ。その時がくれば、連絡いたしますわね」

　白クのイ女ー王ンのことを憎い、と思っている。殺さなければならない、と思っている。それは初対面のときから、ずっとずっとそう思っている。

　……だが。

　それとは別に、華羽の件で白クのイ女ー王ンについて気になる事こと柄がらが一つ増えた。




　白クのイ女ー王ンの、恋に狂くるわせる能力。

　それは、どうやって思いついた？　ただの気き紛まぐれか。仲間を増やすのに効果的だと見なしただけなのか。

　それとも──誰かに恋をしているからこそ思いついたのか。

　考えれば考えるほどに、胸の内で点ともった憎ぞう悪おの焰ほのおが猛たけり狂っていく。

　もし、もしも。あの悪あく辣らつで悪あく趣しゆ味みな最低極きわまる能力が、わたくしたちから派生したものだと言うのであれば。

　欠片かけらも残さず、塵ちりも残さず、歴史や記き憶おくにすら刻ませることなく。

　この世界から抹まつ消しようしてやる──────！











暑い夏の終わり






　夏の終わりは妙な郷きよう愁しゆうに誘われます。それはどこの国も同じらしく、アメリカでもフランスでも夏の終わりを描いた作品は多いです。

　この日本も学生には長い一ヶ月の夏休みという要素が大きいせいでしょう。夏、夏の終わりを描いた作品は枚まい挙きよにいとまがありません。

　そう、ここ最近の作品では「Air」（２０００年）とかですね……一八年前か……。

　ともあれ、学生にとって夏の終わりは同時に夏休みの終わりを指し、一つの物語を終わらせるときでもあります。

　もちろん、本当にそういう物語があったかというと、そうではなく。恐らくほとんどの人間にとっては平凡で、ありきたりの夏だったでしょう（自分だってそうです）。

　小学生から中学生、中学生から高校生、大学生。そして大人へと移り変わる大多数の人間にとって、夏休みは所詮〝何も起こらなかった〟夏休みでしかないのです。

　しかし、それでも。夏の幻想の片へん鱗りんに触れることはできるのです。それは例えば、儚はかない恋だったり暑苦しい友情だったり、あるいは謎めいた冒険だったり……。

　夏休み、とはそんな共同幻想をもたらす時間なのかもしれません。

　今回の「デート・ア・バレット」は、そんな夏の終わりがテーマです。蟬せみが鳴きやむ頃に、彼女たちの物語も結末を迎えます。……という訳で、本作に限っては狂くる三みが狂きよう言げん回しの役割、ヒロインは二人の準精霊と言えるかもしれません。

　また同時に、隣りん界かいにおける死と消しよう滅めつも描かせていただきました。

　この天国のような場所にも、いつか必ず終わりが訪おとずれます。時とき崎さき狂三も同じです。

　彼女が長い旅を経て、第一領域ケテルに到達したとき。それが旅の終わりとなるでしょう。

　さて今回、唯一の後悔があるとすればサメが出せなかったことです。設定的に出せない……いや、何とかして出すべきだった……サメ映画は好きかい、ジョージ？

　それではいつものように謝しや辞じを。橘たちばなさん、ＮＯＣＯさん、編集さん、毎度毎度ありがとうございます。そして毎度毎度原稿を遅らせているような気がします。

　次回は第ネ七ツ領ア域ク。絡から繰くりくノ一、佐さ賀が繰くれ唯ゆいの故郷。疑心暗鬼と機械仕掛けの王国にて、時崎狂三と緋ひ衣ごろも響ひびきは難敵に挑む──！　……という感じでお届けできれば、と考えております。よろしくお願いします。

　この本をお読みになった皆様も、どうぞ熱中症になどお気を付けて……！


東ひがし出で　祐ゆう一いち郎ろう　










東出祐一郎

●ひがしでゆういちろう



シナリオライター。小説、ゲームシナリオ、マンガ原作、アニメ脚本など、など。

代表作「ケモノガリ」（小説）「Fate/Apocrypha」（小説）「Fate/Grand Order」（一部シナリオ）

夏の終わり、命の終わり。

その熱も、その情も、ほどけて消えてしまうが青春だ。

世界は楽しく、美しく、けれど、だからこそ捨てなければならないものもあって──。




今回は、そんな感じの作品でございます。
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東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろう

原案・監修：橘たちばな 公こう司し





[image: ]





平成30年8月18日　発行





(C)Yuichiro Higashide, Koushi Tachibana, NOCO 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『デート・ア・ライブ　フラグメント　デート・ア・バレット４』

平成30年8月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/cover.jpg
§ O orvs97E





item/image/p077.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p030.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p103.jpg





item/image/p147.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編













item/image/p180-181.jpg
= o\ S T Wy | Ll % ' o o

— i S \\ (/ /7 Y., 7 /// %,
B X o & R \\\ln |l// / & — e
753 i = Eaa———— N\ \\\ \\\\ \ / Vi V. / // = =
2 < -~ -
B :\ \\\\ / ’/ S

D \ - 2 e =
2‘ G \\\\\‘\\\ r ] > ///é/ﬂ
g H S = ~Eaa \ —_— = ;;
< = = s T 4 —
Wit B i — = = R e~ g =
z == _ S R ;-
2 7c —— - = :////// 7 \\\\\ :: f
% L ,s:// . : /!/ /// i \;\i :
i T P e = \"\
5 // - ? 2 /;// ’ -
< _— y Y ) =
i - V9 / \ \ F=
7 T w2 i T S
| bt //f =¥ s N / B Ra \\ 3
o = '7/ ‘ y {II ( ) I]\ . @
/ / ;

y \ \
"l//\\ll\\"l?\\\\\u\\\ \

Y dphome s N \\\






item/image/p017.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p003.jpg
S

P

pe(Zafkiel

NLyb4

A

\

PS1T TSHADR

—
T—_
1 \
\ DATE A LIVE FRAGMENT 4
\ SpiritNo.3
AstralDress-NightmareType ~Weapon-Cl

i

I —





item/image/kuchie-004.jpg
. %U@ULU %=

L RXAESERCERE QIS o





item/image/kuchie-005.jpg
500 HERA DY G D |





item/image/kuchie-002.jpg
P o






item/image/p049.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
?yﬁ gvg@bﬂ






